



[image: ]










この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。










[image: ]










[image: ]









Contents





プロローグ　リンド・ヴルム定例議会

症例１　　　寝不足のサイクロプス

症例２　　　衝動のヴァンパイア

幕間１　　　メメの経営日誌（まつりのまえ）

症例３　　　未完成のショゴス

症例４　　　怖がりのケンタウロス

幕間２　　　メメの経営日誌２（まつりのさなか）

エピローグ　墓場街収穫祭









[image: ]ダッシュエックス文庫DIGITAL

モンスター娘のお医者さん７


折口良乃
















　プロローグ　リンド・ヴルム定例議会









「それではこれより、定例議会を始める」

　アルルーナが、厳おごそかに宣言した。

　普段は色狂いの彼女であるが、さすがに今だけは真ま面じ目めな顔だ――と、彼女の横顔を見ながらスカディは思う。

「最初の議題は――む。荒あら絹ぎぬ縫ほう製せいからか。では審議を始めるぞ。よいかの、代表？」

「いーよー」

「うむ。それでは……」

　リンド・ヴルムの季節は秋。

　年に二回行われる選挙も終わった。議会の顔触れはいつもと変わらない。『スキュテイアー運送』代表にしてケンタウロス族を率ひきいる豪傑エフタル。『荒絹縫製』代表にして、アラクネらを束ねる老女クローデット。リンド・ヴルム中央病院の院長で、多数の弟で子しを抱えるクトゥリフ――は、日ごろの疲れからか居眠りしていた。

　スカディもまた、あくびをかみ殺す。

　議会の面々は優秀だ。アルルーナに任せておけば、街のことは滞とどこおりなく進めてくれる。ほかの議員らについても、その大体の性格をスカディは把は握あくしている。多少荒れることはあっても、スカディをして収められないということはない。

　ゆえに、退屈だ。

「ふあぁ～…………あ」

　議会の中央で大あくびをしても、それを咎とがめるものはいない。

　街新聞に書かれても、『竜りゆう闘とう女じよ様お疲れか？』『むしろカワイイ』などという評判が立つことさえ、スカディはわかっている。

　長命は、飽あきる。

　グレン医師のおかげで、もう一度生きてみると決意したスカディだが、日々の退屈さはいかんともしがたい。争いを嫌うスカディだが、波乱がない凪なぎのような毎日はすぐに精神を弛し緩かんさせてしまう。

　ここにいる誰もが自分より先に死ぬだろう。

　それに耐えると決めたのだが――だからこそ、あくびくらいは許してもらいたいな、と思うスカディだった。

（街を作ったばかりの頃は、大変だったなぁ）

　退屈なドラゴンは、昔のことばかり思い出す。

　街の運営に必要な人員は育っておらず、物資はあらゆるものが足りなかった。

　街を作る際にはまず巨神ディオネに挨あい拶さつをした。食しよく糧りよう事情は、金持ちのアルルーナに農園をやらせて解決した。アンデッドの面めん倒どうは初代モーリーに見させ、病院はクトゥリフとその弟子たちに――などなど。

　あの頃はなんでもスカディが指揮をとらねばならなかった。

　あくびをかみ殺している今こそが、街の運営として健全なのだ――とわかってはいても、長命ゆえの退屈はいかんともしがたい。

「ふむ。議論はあらかた出尽くしたかの。ではこの件はクローデットに一任とする。それでは次の議題を――む。これは墓場街から……？」

「それについては我々より説明させていただきたく！」

　手を挙げるものがあった。

　今回の選挙で、新たに議席を獲得したもの――墓場街の二代目モーリーであった。意い気き揚よう々ようといった様子で、ギョロ目でしっかりとスカディを見ている。

「なにか提案？　いーよ、どうぞ」

「感謝。我々墓場街からは、今年の秋に、かつて行っていた収穫祭の復活を提案したい！」

「収穫祭……ああ、仮装してやるやつ……」

　初代モーリーが始めた行事だ。

　毎年の収穫を祝うため、墓場街で大々的に祭りを行っていた。ここ数年、とある事情によって、開催を見送っていたのだが――そうこうしているうちに、初代は昇天してしまった。

　その骨を受け継いだ二代目が、祭りも復活させるということか。

「面おも白しろそうだね」

「大陸中から観光客を呼ぶ！　議会として約三割の増収となる試算である！　ついては議案書の通りの予算を……！」

「アルルーナ、見せてー」

　提出されている議案書が、アルルーナの蔓つるでスカディに渡される。スカディはふむふむふむと、それらにざっと目を通した。

　収穫祭の概要。必要な人員確保から、予算計画まで周到に練られている。

　だが――。

「おおい、静まれ。皆、静まれ」

　議会が騒がしくなる。

　それも当然だとスカディは思った。モーリーは肝心なことを失しつ念ねんしている。特に伝統ある魔族たちは沸き立つだろう。

「アルルーナ。予算は出せる？」

「それは構わんが……アレはどうする」

「そうね。そっちが問題……ねえ、モーリー、メルドラク卿きようの許可はもらった？」

「？」

　きょとんとするモーリー。

　それこそが最大の問題であり、ここ数年の間、収穫祭が開催されなかった理由でもある。

「泊まってるでしょ、ホテルに。吸血鬼一家」

「……確かに長期滞在しているはずだが、それが？」

「メルドラク卿は騒がしいのが嫌い。祭りの喧けん騒そうを嫌って、収穫祭禁止の通達を出したの。だからここ数年、収穫祭はやってなかった。やるなら許可をもらわないと」

「しかし彼らはホテルの客人。そこまで彼らの意向に従わなければならないとは……」

　モーリーが困こん惑わくしている。

「もしかしたら知らなかったかもしれないけど、デッドリッチ・ホテルはね、もともとメルドラク家の別荘だったの。ホテルのために借りているだけで、今でも持ち主はメルドラク卿。客どころか本来はオーナー」

「……初耳である」

「あまり外に出たがらないし、お金をとっているわけでもないもの。でも名前はしっかりと登録されてる。墓場街も、遡さかのぼればメルドラク家の領地よ。いまではリンド・ヴルムのものだけど……」

「た、確かにそうだったかもしれないが、今では墓場街は重要な観光資源。議席もない者に、議会の意向が決定づけられるのは条例違反と判断する。議会で収穫祭の開催を決めたのであれば、メルドラク卿も説得できるはず」

「……一理あるね。いーでしょ、皆の意見聞こ」

　スカディは軽い口調で頷うなずいてみせる。

「仕方ないのう。では皆に問おう。メルドラク卿の意に背そむいてでも収穫祭を実行したいという者は、どれだけおる？」

　アルルーナは扇おうぎを取り出し、議席を指す。

　手を挙げる者は――少数。主に個人主義の魔族たちだ。

　逆に種族の歴史が長く、自分たちの一族を率いてきたエフタルやクローデットは手を上げない。

　魔族における、吸血鬼の威い光こうとはそういうものだ。モーリーはそれを知らなかったのだろうが――。

「知っての通り」

　スカディが告げる。

「メルドラク卿は隠いん遁とん生活だし、確かにリンド・ヴルムの政治には関かん与よしないけど……影響力は無視できない。モーリー、収穫祭復活させるなら、ちゃんと説得してね？」

「め……命令、了解」

　予想外の事態に、珍めずらしくモーリーが慌あわてていた。

「うむ。ではこの件はこれまでとする。では次は……」

　アルルーナが議事を進めるのを横で聞きながら、スカディは尻尾しつぽを揺らした。

　モーリーにはああ言ったし、実察、吸血鬼の許可がなくては収穫祭を開催することはできない。だが、それとは別にスカディ自身、かつて墓場街で行われていた賑にぎやかな収穫祭を思い出し、楽しみにしていた。

「……仮装……お菓子……」

　誰にも聞かれぬように独ひとりごちる。

　モーリーがちゃんと収穫祭を開催してくれるのを、楽しみにする竜闘女なのだった。














　症例１　寝不足のサイクロプス









（――経営日誌。１ページ目）

　初日。

　ついに開店だわ。

　死にそう。死にたい。

　なんで私が、工房の分店なんて任されちゃうの。商品は作れても、客商売なんて無理。絶対無理よ。親方もなに考えているの。

　助けてパパ、ママ。

　もう故郷に帰りたい。

　いえ、いえ、ダメよメメ。しっかりしなきゃ。お店のオープンではアラーニャさんにも手伝ってもらったんだし、ルララも応援に来てくれたし、私が、私が頑張らないと。

　頑張らないと――。

　あ。あ。

　う。

　やっぱり無理ぃぃいいぃいい！

（この先、乱暴な走り書きで読めず）




　大きな屋敷である。

　屋敷の規模もそうだが、扉も大きく、天井も高い。

　リンド・ヴルムでも有数の邸てい宅たくであるが、医師グレン・リトバイトがこの場所に足を運ぶのは二回目だった。

　ケンタウロスらが住む邸宅であることから、人間のグレンからすれば屋敷の作りそのものが当然ながら大きい。

　そして――グレンの目の前に座る男も。

「忙しい中、すまなかったね。クトゥリフ殿の直じき弟で子し――グレン医師」

　商談用の正装に身を包みながら、その下の筋肉を隠し切れない偉い丈じよう夫ふ。

　スキュテイアー運送の代表エフタル――つまり、ティサリアの父であった。

「い、いえ、急な御用と伺うかがいまして」

「うむ。早さつ速そくだが……あちこちで聞いているよ――娘と婚約したとか」

　グレンの表情が固まる。

　彼は先日――幼おさな馴な染じみの薬くす師しサーフェ、運送商会の令嬢ティサリア、服飾会社のデザイナーであるアラーニャ。種族も性格もバラバラな三人と婚約した。

　まだ婚約ではあるが、正式に結婚すれば、エフタルはグレンの義理の父ということになる。

「も、申し訳ありません。ご挨あい拶さつもできぬまま」

「仕方ない。毒水事件などもあったから、私もゆっくりする時間はなかった。君の医師としての活躍も聞いている。人命のほうが大事だ。まあもっとも――」

　エフタルは一拍おいて。

「妻は激怒していたがね」

「お、奥様……ですか」

「ああ。人間との結婚など認めぬ、とオーガの形ぎよう相そうさ。娘は娘で、もう婚約した。認めないなら家は継がない、出て行くなどと言い出す。それで模も擬ぎ剣を持って、妻と娘の一騎打ちだ。しかし休まず試合を続けても一向に決着がつかず……」

「……どちらかが折れた、と？」

「いや？　互いの模擬剣のほうが先に折れた。私が仲ちゆう裁さいに入って、ようやく妻をなだめることができたわけだ」

　はっはっは――と笑うエフタルだが、グレンはとても笑えない。

「まあそんなことはあったが、今では妻も私も、君のことを認めているつもりだ」

　グレンは汗あせをかく。

　そんな話の後に、認めているなどと言われても、とても信じられない。

「我々ケンタウロスは、武力を重んじる。本来であれば非力な人間との婚こん姻いんなど言ごん語ご道どう断だんなのだが――」

　グレンは返す言葉もない。

「しかし君は人間でありながら、リンド・ヴルムにおけるいくつもの事件を解決した。バロメッツによる眠り病の蔓まん延えん、メロウ水路街の毒水事件、どちらも無事に収め、被害者も君自みずから治療にあたり、重じゆう篤とく化を回避した。私はそれを高く買っている」

「あ、ありがとうございます」

　エフタルとは、これが初対面ではない。

　ティサリアが『眠り病』に倒れていた時、グレンはこの屋敷を訪れた。その往診の際、エフタルとその奥方キンメリアが、心しん底そこグレンを頼ってくれたことを思い出す。

　スキュテイアー夫妻が、跡あと取とりの一人娘だからというだけではなく、真に娘を想っていることは間違いない。

「君は我ら一族とは違い、知性による力を発はつ揮きできる人材のようだ。それは傭よう兵へい稼か業ぎようの長かったスキュテイアーにはない武器だろう。そこで」

　エフタルの鋭い眼光が、グレンを射い抜ぬく。

「君の知性を、もう一度見せてもらいたい」

「――はい？」

「その成果如何いかんをもって、娘との結婚を正式に認めよう。もし妻や部下が反対しても文句は言わせない。どうだろう」

「ど、どうと言われましても……」

　やっぱり本心では認めていないではないか。とグレンは叫びたくなった。むしろエフタルこそが、内心では大事な娘をやらぬという意思を秘めているようにさえ思える。

「知性を見せるというのは、具体的にどのような……？」

「現在、我が商会は一つの問題を抱えている。君もゆくゆくは商会を背負う……というつもりもないのだろうが、ティサリアの婿むことなる以上、無関係ではいられまい。そういう意味でも、この商会の問題を解決してもらいたい」

　エフタルの言葉は、グレンの胸に重くのしかかっていた。

　ティサリアは将来、この『スキュテイアー商会』を率ひきいる身分だ。だからこそ、優秀な伴はん侶りよを探しており、グレンを見み初そめた。だが医者を続けながら、商会の幹部をやるなど、グレンには到とう底てい難しい。

　ティサリア自身は、グレンは商会に関かかわらずともよいと言ってくれるが――。

「デッドリッチ墓場街は、知っているね？」

「え……は、はい」

　街の北部、ゾンビやスケルトン、ゴーストが主に住まう居住区のことだ。

「二代目支配人が、かつて催もよおしていた収穫祭の復活を考えているようだ。しかしね、それにホテルに滞在する吸血鬼――メルドラク卿きようが、反発している」

「メルドラク卿……」

「人間の君は知らぬだろうが、魔族の間では有名でね。吸血鬼の中でも、特に権けん威いを持つ存在なのだよ。ホテルも本来はメルドラク卿の別荘だ。基本的に他種族に関わろうとせず、街の政治にも口を出さない――しかし、多くの魔族は、メルドラク卿の意向に逆らえない」

「？」

　グレンは首を傾かしげた。

　魔族というのは、種族間で明確な上下関係が存在しないと思っていた。各種族で集落を作り、各おの々おのの生活をなす。時に協力し、利害が対立すれば争うが――たとえば、ヴァンパイア族がケンタウロス族を支配した、などという事実は歴史的にもなかったような気がする。

「我々も、同族を率いるのには苦労してね」

　エフタルは、自じ嘲ちようを込めたように笑う。

「なんの権威も後ろ盾だてもなく、同族の皆が言うことを聞いてくれるわけではないのだ。そこで魔族は古くから、長ちよう寿じゆで強大な、けれど他種族のことに口を出さぬような権威者……ドラゴンやヴァンパイアの威い光こうを背に、同族をまとめることがままあってね。なにを隠そう、我がスキュテイアーも、かつてメルドラク家から同族を率いるのにふさわしいというお墨すみ付つきをもらった」

「は、はあ」

「同様に、この街で議席を持つような魔族は、メルドラク卿の後ろ盾をもって同族からの支持を得ているものが多い。ドラゴンの加護は希き少しようでね、まだ吸血鬼のほうが他の魔族と関わりあうことが多いわけだ」

　少し――グレンにも話が見えてきた。

「あの……商会の問題と、おっしゃいましたね」

「ああ」

「もしや、その……収穫祭、メルドラク卿は反対しているけれども、エフタル氏……いえ、『スキュテイアー商会』としては、収穫祭を開催することは利益があるのでは」

「素晴らしい。まさにその通りなのだ。メルドラク卿を怒らせるのは好ましくない。だが一方で、収穫祭の準備では我が商会の輸送力が欠かせない。私としては逃したくない商機でね。そこでグレン医師に頼みたいのだ」

　エフタルは笑みを浮かべるが――グレンは笑う余裕などない。

「メルドラク卿の機嫌を損そこねずに、収穫祭を開催できるようにしてもらいたい」

「い、いやいや……お待ちください。僕はただの街医者で……！」

「もし断るようであれば仕方がない。本意ではないが、ケンタウロスの伝統として、一騎打ちで娘の結婚を勝ち取ってもらう」

　エフタルが立ち上がる。

　スーツのボタンがはじけて、鍛きたえ上げられた胸きよう筋きんが露あらわになった。全身にみなぎる覇は気きがグレンにもわかる。歴戦の傭兵のまとう雰ふん囲い気きは尋じん常じようではない。

　一騎打ちなど、それこそグレンにできるはずもない。

「っ――」

　娘をタダでやるまいとする、父親の気き概がいを見た。

　しかし――とグレンは考える。墓場街における収穫祭。モーリーは街の観光業の発展に積極的だ。収穫祭も、もし開かれれば大いに盛り上がることだろう。

　祭典であれば、つまり。

　男女の雰囲気も、きっと盛り上がるはずだ。

「承知――しました」

　グレンは、むしろ戦いたそうなエフタルを制しながら。

「僕にできる範囲ではありますが、やらせていただければと思います」

「ほう。やってくれるのかね。君の言う通り、街医者の本分ではないと思うのだが」

「収穫祭が催されるのであれば、僕としても嬉うれしいので」

　グレンの本心ではあった。

　しかしその一方で、グレンの心中をすべて告げたわけでもなかった。確かに街医者としての分ぶんは超えてしまうだろう――だが、街の住民の一人として、収穫祭を望む気持ちはあった。

「ならば任せよう」

「やれることは、やってみますが。どこまでできるかは……」

「まずはその意思が重要だ。我々ケンタウロスが槍やりを持つように、君は知恵を持つのだろう。その武器がどれほどのものか、私は見てみたい」

　エフタルは鷹おう揚ように頷うなずく。

「期待しているぞ、婿殿」

　目がまったく笑っていない。

　ティサリアとの結婚にあたって――ある程度わかっていたとはいえ――最大の障害が両親であることを、グレンは改めて思い知ったのだった。




「それで、引き受けてしまったのですか？」

「う、うん……」

「まったく、もう、先生ったら……」

　日中のリンド・ヴルム。

　グレンは、助手であり――そして現在は婚約者でもあるラミア――サーフェと一緒に、大通りを歩いていた。サーフェの心中は複雑そうだ。

　理由はもちろん、エフタルから頼まれたことを、彼女に話したから。

「たしかに収穫祭は楽しそうですけれど……」

　街の雰囲気は、どこか慌あわただしい。

　毎年、秋になると、『アルルーナ農園』は臨時の従業員を大量に雇やとい入れる。その仕事はかなり割のいいもので、力仕事に自信のあるものは副収入を求めて農場で収穫を手伝う。

　そうして得られる大量の収穫を祝い、また来るべき冬に備えて盛大に祭りを開催する――それが、リンド・ヴルムにおける収穫祭の趣旨だ。

　墓場街で収穫祭を行うのは、収穫の真っ最中で忙しい南の『アルルーナ農園』とは違い、落ち着いた街の北側にあるから、というのが理由らしい。

「ですが、メルドラク卿の説得など、できるのですか？　相手は魔族の歴史に名を残す吸血鬼の名家ですよ。歴史でいえば、ネイクス家やスキュテイアー家など比べものにならないほど古い家系です」

「サーフェも知ってるんだね……その吸血鬼の貴族」

「はい。ラミアもかつて、吸血鬼の名家の庇ひ護ごを受けていた時代がありました。その頃はラミアもまた赤子の血を吸う――などと言われていたようです」

　古い書籍には、そのような記述もある。

　なるほど確かに、メルドラク家というのはヴァンパイアの中でも相当な権威者であるらしかった。しかし一方で、人間領のグレンは全く知らない。

　歴史の表舞台に立たず、他の魔族に権威だけを与える――そんな形で生き残る家系もあるのだと、むしろグレンは感心していた。

「なんで外に出たがらないんだろう――夜行性だから？」

「ええ、日の光に弱いそうですね。ヴァンパイアはコウモリの特徴を多く持つ魔族ですから」

「ふむ……」

　ヴァンパイア族に関しては、グレンは書籍で読んだ知識しかない。実際に吸血鬼を見たことはなかった。

　エフタルの頼みというだけでなく――吸血鬼という存在そのものに興味の湧わくグレンだ。

　サーフェはグレンの隣を、するすると進む。

「モーリーさんでも、説得には苦心しているようですよ。収穫祭の準備自体は進んでいます。『アルルーナ農園』では秋の作物がたくさん収穫されていますし、アラーニャは祭りの衣装づくりでてんやわんやだとか。でも、メルドラク卿の許可がなければ――」

「準備が無駄になる？」

「それだけではありません。エフタル様のみならず、メルドラク卿の味方をしなければならない魔族は多いはずです。リンド・ヴルムが真っ二つに割れるかもしれません」

　最悪の事態を告げて、サーフェは目を伏せる。

　今でこそスカディの求心力で一つにまとまっているが、議会は多種多様な魔族の代表が集まっている。その利害もバラバラだ。なにがきっかけで分裂するかはわからない。

「そうなった時、様々な仕事、商売に影響があるかもしれませんね」

「……な、なんとか頑張ります」

「ソーエンのような政治力が、グレン先生にありますか？」

「うう」

　グレンは頭を抱えたくなる。兄ならうまく立ち回る場面であっても、グレンには難しい。グレンにできるのは治療くらいなのだから。

　しかし引き受けたことを後悔はしていない。

　現状はなにができるか模索中だが――グレンもまた、墓場街における収穫祭を楽しみにしていた。どうにかして、この問題を解決したい。

「ああ――ここですね先生。着きましたよ」

　サーフェが、大通りにある看かん板ばんを見て、足を止めた。

　グレンも考え事を一いつ旦たん、脇わきにおいて看板を見る――そこには『キュクロ工房アクセサリー出張店てん舗ぽ』と、素っ気なく書かれていた。店の脇には、開店祝いと思われる花が並んでいる。

「うん、間違いないね――お邪魔します」

「ひいいっ!?」

　グレンが店に入ると――客商売にあるまじきことであるが――悲鳴で出迎えられてしまった。

「あ……な、なんだ。先生、サーフェさん……お、驚かさないでよぉ」

　小さい店だった。

　店構えはそこそこのものだが――売り場はさほど広くない。それは店内の半分ほどが、アクセサリーを作る作業場となっているからだ。各種工具や、材料が並べられたそのスペースの中心にいるのは――目の大きい一人の女性。

　工房の徒と弟てい、メメ・ルドンであった。

「やあ。メメ。聞いたときは驚いたよ。その年でもう店を構えるだなんて」

「わ、私が一番驚いてるわよぉ！　そ、それにここ、あくまで工房の作品を並べているだけだし……私の店ってわけじゃないのよ。うう、親方もなに考えてるんだか……出張店舗なんて私には無理無理、絶対無理……！」

　ぶつぶつ言いながら、メメは金かな床とこにおいた素材をかんかんかんと叩たたき続けている。

　店番をしながらも、新たなアクセサリーを作れるように、作業スペースが広めに取ってあるようだった。

「それでも凄すごいですよ、メメさん。出張店舗を任されるだなんて」

「ううう……」

　重圧に呻うめくメメに、グレンは苦笑する。

　サイクロプスの親方や、他の職人たちからも期待されているのだろう。それを受け止めるだけの精神力が、メメのほうにないのかもしれないが。

　並べられているアクセサリーは種類・デザイン共に幅広い。指輪一つ見ても、各種族にあわせてサイズを直すとまで書かれている。メメのこだわりが窺うかがえた。

　サーフェが目を輝かせて、品物に見入っている。

「そ、それで……ご用はなに？」

「もちろん、メメの様子を見に来たんだよ。メメが出店するって聞いて、お祝いもね」

「あ、ありがとう」

　グレンは。

　サーフェの様子を気にしつつ、あらかじめ用意してあった封筒をメメに渡した。見られては困ると言いたげなその仕し草ぐさに、メメは一度、首を傾げたが。

「？　――――っ」

　メメは気づいてくれたらしい。

　何度も頷いてから、その封筒を作業台の下にしまいこんだ。

「先生、この腕輪、『荒あら絹ぎぬ縫ほう製せい』との共同制作だとか――あら、どうしたんですか？」

　二人がなにかしているのを感じたのか、サーフェが首を傾げた。

「ううん。なんでもないよ。サーフェ、今日はメメのお祝いに来たんだからね」

「わかっています。お祝いだからこそ一つくらい買って行ってもいいじゃないですか」

　サーフェが目に見えてうきうきしていた。尻尾しつぽがぶんぶん横に振られている。アクセサリーの棚を倒さないか心配である。

　確かに――。

　店構えは良い。品しな揃ぞろえも良いのは、サーフェが店に入るなり商品から目が離せなくなっているのでもわかる。メメの座るカウンターに並べられた道具はどれも新品だ。あるいは、親方自ら、弟子の晴れ舞台に新調したものばかりなのかもしれない。

「ふぅ……」

　だが、グレンは気になることがあった。

　メメの目の下のクマが濃くなっている。顔色もあまり良くない。普段から不健康な顔をしているメメだが、今日は特にひどい。

　医者としての感覚が、すぐそうした異常を見つけてしまうのはもはや職業病であった。

「新しい仕事は、やっぱり大変かい？」

　メメの性格では、接客も一苦労だろう。

「た、大変、大変よ……なにからなにまでやったことないんだから……！　でも、出店のために、わざわざメロウガラスの製法まで勉強したのよ……！　これまでやってきたこと、無駄になんかしないんだからぁ」

「おお、すごいね。メロウガラスの製造免めん許きよは、生なま半はん可かな腕じゃとれないでしょ？」

　かつて――魔族領の南に、一つの島があった。

　その島の周囲は、入り組んだ複雑な地形ゆえ、経験豊富な船乗りであっても読めないような海流が生じていたという。だから、その島は人魚をはじめとする水すい棲せい魔族たちだけが訪れるところとなっていた。

　やがて、島の持ち主である人魚が、一つの商売を思いつく。

　島にガラス職人たちを集めて、そこで製品を作らせたのだ。島は人魚の曳ひく船がなくては出入りすることができない。人魚の助けがなくては、技術が流出することは絶対にない。そうして、閉へい鎖さされた島で技術研けん鑽さんを重ね、生み出されたガラス製品は、他では決して手に入らないほど上等なものとなった。

　人魚の助けがなくては、職人らはガラスの製法を学べない。

　しかし人魚たちもまた、その体質から高温の炉ろでガラスを作ることはできない。

　やがて時代が下り――この閉鎖された島はもはや存在しない。しかしガラスの製法だけは人魚たちに口く伝でんで伝えられた。人魚たちはこれはと思った職人に技わざを伝授し、上質なガラス製品――メロウガラスを作る許可を与えたのだ。

　これが、水路街でガラスが名物となっている理由。

　そしてメメは、どうやらそのガラス製法を会え得とくしたらしい。もはや徒弟ではもったいない、一人前の職人である。どれほどの努力をしたのだろうか。

「お、お酒の杯さかずきも、作ったから、買っていってね……」

「お酒！　酒器！」

　サーフェが目を輝かせる。が、それをグレンはひとまず置き。

「なんだか寝不足のように見えるけれど……仕事で無茶とか、してないかい？」

「ね、寝不足よぉ！　でもね、これはその……商品を作るためじゃなく……」

　メメは、その大きい瞳ひとみで店の入り口を見た。

「へ、変な客が来るのよ」

「変な……客？」

「まだ秋なのに、真っ黒な外がい套とうを着て！　フード被かぶって！　色いろ眼鏡めがねで顔隠してるのよ！　あ、あからさまに怪あやしいでしょ！　開店直後から何度も来てるから、こっちも警けい戒かいしちゃうのよ」

「色眼鏡……」

　グレンは頭の中に疑問符を浮かべる。

　遮しや光こうのため、黒い色を混ぜたレンズで作る眼鏡があるというのは聞いたことがあった。ただでさえ高級品の眼鏡に、そんな加工を施ほどこせばいくらかかるか――光に弱いサーフェが欲しがっていたが、値段を見て諦あきらめていたのを思い出す。

「貴金属狙ねらい、でしょうか？」

「高い色眼鏡かけている……のに？」

　そんなものを用意できるなら金には困っていないはずだ。あるいは盗品を売って金を作ったのだろうか。

「と、とりあえず警けい邏ら隊に見回り強化してもらってるわ……スィウがよく巡回に」

「怪しいものはおらぬで御ご座ざるぞメメ殿！　――あれ？　兄あに者じやと姉あね者じや？」

　噂うわさをすれば、早速スィウが飛び込んできた。警邏隊として順調に経験を積んでいるスィウは、すっかり街を見守る一員として活躍していた。

「例の外套の御ご仁じん、見かけぬで御座るな」

「来る時間、バラバラなのよ……あうう、アクセサリー盗とられたらどうしよう……親方に怒られる……あわわ」

　そんな事件が起きれば親方はまず真っ先にメメのことを心配すると思われたが――。

「こんなんだから夜も眠れないのよぉ……」

「夜はお店やってないだろ？」

「心配で寝れないってことよ！」

　やはり不眠であるらしかった。仕事そのものより、怪しげな客のせいで寝れないというのが、またメメらしくはある。

「まあ兄者、そう心配なさらず！　スィウがおりますゆえ」

「う、うん……」

　どちらかというと心配しているのは、メメの体調なのだが。しかし警邏隊もちゃんと見ているのであれば、メメの体調もいずれ戻るだろう。

「メメ、ちゃんと寝なきゃダメだよ？」

「わ、わかってるわよぉ……！　だ、大丈夫、私は寝れる、寝れるから……」

　ぶつぶつ言いながら、それでも手元で作業を続けるメメが心配になる。もともと、いろんなことを気に病やむ性格なのだ。親方もそれを克こく服ふくしてもらおうと、メメにこの職場を任せたのだろうが。

「ではメメさんの激げき励れいのためにも、一つ買わせていただきますね」

「ま、ま、毎度あり」

　サーフェが目当ての小物を買った。値段は良心的だし、アクセサリーの質も良い。この店が評判になる日は遠くないだろう。

　だがメメの不安定さは、少し心配であった。まあいつも見てるほうがハラハラするのがメメなのであるが、今日は特に――。

「わ、私、頑張るから……」

　メメはグレンの目を見て、告げる。それはきっと、先ほど渡した封筒のことだろう。

　グレンもまた、無言でメメの目線に応じた。

「？」

　そのアイコンタクトの意味がわからないサーフェは一人、首を傾げるのだった。




「メメさんのお店、早速評判になっていますわね」

　そう話すのは、ティサリアだった。

　今日は闘士ではなく、運送業者の仕事を手伝っているようで、荷物を引いていた。急ぎの仕事ではないらしく。その足取りはゆっくりであった。

　往診の帰りであったグレンと、たまたま大通りで出くわしたのだ。方向が同じだったため同道することになった。

「コート姿の不ふ審しん者しやの噂は、わたくしのもとにも届きましたわ。リンド・ヴルムは治安も良いですから、あからさまな不審者、というのは珍めずらしいですわね。どこにいるのかしら」

「いえ、わかりませんね……」

　厚あつ手での外套姿で、顔を隠す――ティサリアの言う通り、治安の良い商業観光都市リンド・ヴルムでは考えづらい存在だ。思いつくのはいつかの奴ど隷れい商たちだが、彼らが根ね城じろにしていた水路街の廃はい墟きよも、今は大工事の末、なくなっている。

「わたくしも贔屓ひいきにしたいのですけれど、メメさんはちょっと体調がよくなさそうでしたわね……早く落ち着くといいのだけれど」

「あ、もうお店に行ったんですね」

「結婚式に相応ふさわしいアクセサリーを！　と思いまして！」

　堂々と胸を張って、ティサリアがそんなことを言う。気が早い。

　グレンの診療所は、いまだ議会と中央病院からの借金を返済できていない。破格の条件で借りたとはいえ、その負ふ債さいをどうにかするまでは、結婚は待ってほしい――と婚約者たちには伝えてある。

　あるのだが――サーフェもティサリアも、すでに妻のようなふるまいを見せている。アラーニャは逆に、婚約者になってもなぜか愛人のような態度のままだが。

「……そういえば、父がなにか、お医者様に頼んだとか」

「え、ええ」

「今から断ってくださってもいいのですよ。確かに両親は、今回の結婚に否定的ですけれど、お医者様の素晴らしさはわたくしから散さん々ざんに伝えました。それでも認めないというのであれば、いざとなれば実家を出しゆつ奔ぽんしてでも……」

　リンド・ヴルムの条例では、結婚は当事者二人の同意があれば可能だ。しかしティサリアの一族には、それでは収まらない歴史や伝統があるのだろう。一人娘の結婚相手に求めるものは多いはずだ。

　商会を継ぐ意思もない男と結婚することを、おいそれとは認められないだろう。

　だからこそ、グレンと結婚する意志を固めたティサリアは、今のように商会の仕事に従事することが増えた。ゆくゆくは女社長として商会を経営していく覚悟を決めたのだろう――たまにケイやローナとともに、経理や算術の勉強をしているという話も聞く。

　だが――グレンは。

「いえ、それはやめましょう。ティサリアさんがご実家のことを諦める必要はないです」

「で、ですが……」

「エフタルさんからの頼みを、僕が解決すれば済む話ですから。それで結婚を認めるくらいには、エフタルさんも僕のことを買ってくれている様子でした」

　ティサリアが今まで大事にしていたものを捨ててまで、自分と結婚してほしくはないグレンだった。ならばグレンが男を見せるしかあるまい。

「お医者様……感謝いたします」

「いえ、一緒に、頑張りましょう。とりあえずティサリアさんは、勉学のほうを」

「うう……」

　ティサリアが目を伏せて嘆なげいた。決して頭の回転が悪い女性ではないはずなのだが、なぜか計算や数式が苦手なのも不思議な話だと思った。

「そ、それで、父から頼み事とはなんでしたの？」

「あ、そこまでは聞いていなかったんですね。ええと――」

　グレンはどう説明したものか、悩む。

　メルドラク卿の説得――それを伝えるのは簡単だが、その場合、ティサリアはグレンに手を貸してくれるだろう。しかし、それはエフタル氏の意に反することではないのか。

　ティサリアに詳しよう細さいを知らせなかったことも、グレンのみの力で解決せよという意図があるように思えた。

「……また今度、お話ししますね」

「あら」

　グレンは結局、そう誤ご魔ま化かすしかなかった。

「それでは僕はそろそろ診療所へ――」

　グレンが別れようとしたその瞬間だった。

　前方のほうで、なにやら人だかりができている。群衆が口々になにか言い合っている。異常を察したグレンは耳を澄すました。

　轢ひいたとか、轢かれたか、という声が聞こえてくる。

「お医者様！」

「は、はい」

　頭頂の耳をぴんと立てたティサリアは一度頷き、荷車を捨てると、群衆へと駆け出した。

「何事ですの？」

　見れば。

　群衆の中心には、街にあるガス灯にぶつかったケンタウロス車があった。『スキュテイアー商会』の車である。それを引いていたと思おぼしきケンタウロスの男性が、ティサリアの姿を見て恐きよう縮しゆくする。

「ひ、姫様……わざわざ来られたんですかい」

「たまたま通りかかっただけのこと。それより怪け我が人にんは！」

「へ、へえ。誰も乗せておりませんで。あっしも怪我ありやせん。ただ、そこのお嬢さんが……」

「……？」

　よく見れば、ケンタウロス車の陰かげに隠れていたのは。

　メメであった。なにが起こったのかまだ正確にわかっておらず、ぼうっとしているような表情だった。

「ふらふらと飛び出してきて、慌てて避よけちまったんですわ」

「メメ！　怪我はない？」

　グレンは彼女の身体からだを確認する。見てすぐわかるような外傷はない。

「せ、先生、私……」

　メメはまだ状況が理解できていない様子だ。

「うん。とにかく大丈夫そうだね。一応ちゃんとした場所で診みたほうがいいな。ほかに怪我された方、いませんか！」

　グレンは群衆に目を走らせる。ケンタウロスの車夫も、他の通行人も無事のようだった。車夫の腕が良かったのだろう。

「メメさんの貴金属店が近いですわ。お医者様、連れて行って差し上げて！　ウチの商会の事故のようですし、この場はわたくしが収めますので」

「す、すみません。助かります！」

　グレンはメメを立たせる。この期ごに及んでなお、自分が原因の事故だということを理解できてない様子だった。

　メメの目の下のクマが、以前よりも更さらにひどい。

「はいはい！　見み世せ物ものではございませんわよ！　どなたか、警邏に連絡してくださる？」

　後をティサリアに任せて、グレンは素早くメメの店を目指すのであった。




「偶然、先生がいて良かったですね、メメさん」

　メメの店。

　カウンター越しの作業場の更に奥――狭いのだが、仮眠をとるための休きゆう憩けい室があった。メメをそこに寝かせたグレンは、とりあえず。

　白衣のポケットに隠れていた妖精に命じて、サーフェを呼んできてもらった。

「事故に遭あったということでしたが、大丈夫ですか？」

「へーき……ちょっと……ぼうっとしてて……」

　メメはまだ目がうつろだ。

　たまに頭が左右に揺れている。先ほどの事故に関しても、どれほど危険だったか、まるで認識していないようだった。

「そ、それより、ご、強盗が、強盗が来るかもしれないから！　お店を守ってないと！　あの変な客、また来るのよ！　ねえ、ほら、あそこ……！」

「メメさん、例の不審な客は来てませんよ？」

「く、来るのよ！　最近は昼でも夜でも来るんだからぁ」

「先生……」

　サーフェが心配そうにグレンを見る。

　グレンも頭を搔かいた。集中力の低下、もうろうとした意識、強い不安、そしておそらくは幻げん覚かくも見ている。

「うん、間違いない――不眠症だね」

　ため息をつく。

　もっと早くに対処するべきだった。こうなってくると、彼女の見たという外套姿の不審な客というのも、幻覚の可能性がある。

　メメの巨大な眼球は見開かれ、焦しよう点てんが微妙に合っていない。精神錯さく乱らんの兆ちよう候こうも見られるとなると、深刻な不眠とみてまず間違いない。

「この様子だと、相当寝れてないね」

「た、確かに寝てないけどぉ……大丈夫よ！　ほら！　ほら見て先生！　私、こんなに元気なの！　お店だって全然いけるわ！」

「いやいやダメだから命に関わるから」

　グレンは呆あきれながら、メメをベッドに戻した。まるで徹夜のテンションだ。この分だと一いつ睡すいもしてないのかもしれない。

「店頭を見てきました。新商品が並んでいます。メメさん、寝ずに作ったのでは？」

「だ、だって昨日も眠れなくて」

「まったく……」

　サーフェは呆れながらも、カバンから何か取り出した。

　薬くすり瓶びんであった。瓶の先端がすぼまっており、滴しずくとして薬が落ちるようになっている。ラベルにはヒツジの図柄が描かれていた。

「ひぃぃっ！　な、なによそれぇ！」

「お薬ですよ。とってもよく効ききます。先生、これでよろしいんですね？」

　グレンは頷いた。

　この目薬は、実は農園に植えられているバロメッツから成分を抽ちゆう出しゆつして作ったものだ。バロメッツのまき散らす『眠り病』は無差別に襲おそってきたが、サーフェは成分を分ぶん析せきして、粘ねん膜まく摂せつ取しゆによってのみ効果を発揮するように調整した。

　そういえば、メメは『眠り病』の騒そう動どうの時でも、工房の職人が眠る中で働いていたことを思い出す。もともと不眠の気があるのだろう。

「この目薬を差せば眠れるようになる。あとは……あまり考えすぎないことだね。しっかり睡眠をとりさえすれば、また元気に働けるようになるよ」

「う、うう……わかったわよ」

　メメは涙目で目薬を見つめている。

　サーフェは薬瓶の差し口を付け替えていた。サイクロプス族は目が大きいので、薬剤も多めにしないと効きが弱い。

「それではメメさん、失礼して……えい」

　ぽとり。

　ささっ。

　びちゃっ。

「………………」

「――――ええと」

　瓶から落ちた滴てき薬やくは、しかし寝不足とは思えないメメの素早い動きで、薬剤はベッドにぼちゃりと落ちてしまった。

　メメは気まずそうな顔。

「え、ええと……メメ、避けたら意味がないから……」

「わ、わかってるわよ」

「だよね。じゃあ、もう一回。大丈夫、これを差せばちゃんと寝れるからね、メメ」

　ぽとり。

　ひょいっ。

　びちゃ。

「――――メメ？」

「わ、わかってる！　避けちゃいけないのはわかってるのよ！」

「避けてるじゃないか」

「か、体が勝手に……！」

　メメの意思ではないようだが――しかしそれにしても動きが素早い。

　実は目薬が苦手というのは、特に珍しくはない。

　多くの生物にとって眼球は弱点であるし、そこに薬剤を点てん眼がんするというのは、頭ではわかっていても拭ぬぐいきれぬ恐怖心があるはずだ。ましてサイクロプスの目は大きく、その分苦手となりうるのだ。

　しかしだからといって。

「メメ。新しいお店のためにも、まずはメメが体調を回復させるのが大事だよ。怖いのはわかるけど、サーフェの薬は心配いらない。僕たちを信じてほしい」

「わ、わかった……私、頑張るわ！」

　メメが両手をぐっと握りしめる。その様子を見て、グレンも安あん堵どする。

「うん。それじゃあ……」

　改めてサーフェに目め配くばせして、目薬を差してもらうが。

　びちょ。

　結果は同じであった。

　すでにメメのベッドには、薬剤で大きなシミができてしまっている。メメ自身も避けてしまった自分に驚いているようで、あわわと口を震わせていた。

　サーフェは笑顔だが、静かに苛いら立だっていることを、付き合いの長いグレンは見抜いてしまった。

「わ、私の薬が無駄に……成分抽出に時間がかかったのに、それを……」

「わ、わざとじゃないの！　サーフェさん、信じて！」

「ええ、わかっています。わかっていますよ――でもね」

「めぎゃああっ!?」

　サーフェがその尻尾で、メメの身体を固定した。巻きつく蛇へびの鱗うろこに、メメが特大の悲鳴を上げる。

「先生、今のうちに縛しばってしまいましょう。これも治療です」

「ひいいい！　こ、殺されるわぁ！」

「治療だって言ってるでしょう！」

　逃げ出そうとするメメと、彼女を捕らえて放さないサーフェ。

「うん、えーと……仕方ないね……」

　グレンは呆れながらも、妖精たちに命じて、メメの拘こう束そくを指示するのだった。




「な、なんで縛るのよぉぉう！」

「君が逃げるからだよ！」

　手近にあった縄なわを使い、メメは拘束されていた。妖精たちが何故なぜか、メメの豊満な胸の上下と谷間に縄を走らせて縛ったせいか、胸がやたら強調されている。

　しかしサイクロプスの腕力は侮あなどれない。メメも本来であれば、縄を引きちぎることができるだろう――今は寝不足と混乱で、そのことを忘れている様子であったが。

「目薬苦手なのよぉぅ！　せめて、せめて別の方法でぇ！」

「寝不足なのによく騒ぎますね……」

　サーフェは、ネズミを見つめる蛇の顔つきになっている。

　薬を無駄にされてしまったことがよほど頭に来ているらしい。下半身でメメの顎あごを強引に持ち上げさせている。

「さ、サーフェ、優しくね……」

「優しいつもりです。私はメメさんを支えているので、先生、薬のほうを」

「う、うん。わかった」

　涙と鼻水で顔を濡ぬらすメメ。

　薬剤はすでに半分ほどに減ってしまっている。薬のストックはもうなかったはずだ。メメの寝不足解消のためにも、ここでしっかり治療しておきたい。

「ひぃぃい」

「はいはい、目を開けてね」

「ううう」

　体を震わせながらも、メメはどうにか目を開けてくれた。体は縛っているし、ちゃんと天井も見ている。大丈夫だろうと思い。

　瓶を傾け、グレンはメメに薬剤を――。

「んぎぃっ！」

　ぴちゃっ。

　無理だった。

　メメは動けないかわりに、今度は瞼まぶたをしっかりと閉じてしまっていた。薬は目には入らず、メメの顔と上半身を濡らしてしまう結果となる。

「メメ！」

「め、目が勝手にぃ……！」

　彼女の恐怖心、不安感は相当なものだ。

　グレンも理解はしている。治療を落ち着いて受けてくれる患者ばかりではない。メメとて、必要な治療であることはわかっているはずだが――それと、恐怖を制せい御ぎよできるか、というのはまた別の話である。

「メメ、いいかい、天井をよく見てね――いくよ」

「ひっ……んぎゃ……あうっっ……！」

　ぴちゃ。ぴちゃ。びちゃり。

「うぬう……」

「が、頑張るわ。頑張るから……んぎゅっ。ひぃ……んひゃっ……！」

　ぴちゃ。びちゃ。

　これではキリがない。

　グレンが何度やっても――真上からではなく、目の横から薬剤を入れてみようともしてみたが――それでもメメは瞼をきっちりと閉じて、薬剤の侵入を拒こばむ。

「うーん……」

「困りましたね」

　度たび重かさなる処置の失敗により、メメの状況はひどい有あり様さまだった。

　薬剤にまみれ、メメの顔はびしょびしょに濡れている。それならば、メメの顔の大たい半はんを占める眼球に薬剤が入りそうなものだが、後から後からあふれてくる涙が薬剤を押し出しているようで、薬が効いている様子がない。

　あふれた薬剤はメメの服を濡らし、その豊満な胸に、服がぴったりと張り付いてしまっていた。メメは工房で働く関係上、通気性の良い薄手の作業服をまとっている――早い話が、メメの胸の形状がよくわかってしまう。

「うぅぅぅ……びしゃびしゃ、気持ち悪い……」

「強情だから……」
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「わざとじゃないもぉん……」

　薬剤はもはや残り少ない。

　これ以上は一滴たりとも無駄にすることはできない。

「せ、せんせぇ！　サーフェさん！　他の方法はないの？　薬なら飲めばいいじゃない！」

「服用には適していません。そもそもバロメッツの無差別催さい眠みん効果を取り除いて、粘膜摂取でのみ効くようにした薬です。そうですね、ええと……目に差すのでなければ、下の穴から摂取してもらうということはできますが――」

「下の穴？」

「ああ、人間やサイクロプスの女性には、穴が二つあるんでしたね。ええと、子作りでは使わないほうの穴です」

「子作り――――はっ!?　む、無理無理！　絶対無理じゃないそんなのぉ！」

「でしょうね」

　生なま々なましい話になってきた。

　目薬を差すだけなのにここまで苦労しているせいか、サーフェからも、手っ取り早くどうにかしてしまおう、という意思が感じられる。

　点眼薬であることはサーフェ自身が一番わかっているはずで、このやりとりも冗談のはずだ――多分。

「ううう……や、やっぱり私に新店舗なんて無理だったんだわ……！」

　メメがさめざめと泣き始めた。

「親方の期待は重いし……変な客は来るし……先生やいろんな人に迷惑かけちゃうし……私……私なんか……！」

「メメ……」

　メメの叫びに、グレンは少しだけ眉まゆを下げて。

「メメ――あのね」

「ふぇ……」

「ちょっとごめんね」

「へ？　――ん、んぐぅ!?」

　グレンは。

　自分の手を、無防備であったメメの口の中に突っ込んだ。

「んんんん―――――ッ！　んんご！　んぼぉぉッ！」

「よしよし」

　グレンは一いつ切さい容よう赦しやをしなかった。喉のど奥おくまで指を突っ込む。

「んっごごお！　おごぉ！」

「せ、先生、少し強引では」

　さすがのサーフェも焦あせる。

　吐く寸前の位置まで、グレンは指を突っ込んでいる。涙を流しえずくメメ。グレンはその指が唾だ液えきで濡れるのも構わず。

　もう一方の手で、薬瓶を傾けた。

「んごぉぉぉッ！」

　苦しみで目を大きく見開くメメ。

　グレンはその隙すきを見逃さず、薬液を点てん眼がんする。瞼を閉じる暇いとまもなかったメメは、目薬への恐怖に対応する以前に、その大きな目を薬剤で濡らした。

　すかさず、グレンは指を抜く。

「ふう……」

「うっ、お、おげぇ」

「メメ。大変なのはわかるけど、そういうのは全部、ちゃんとした睡眠をとってからだよ。食事と睡眠は健康の基本。それもできてないうちから、難しいことを考えても上手うまくいくわけがないんだからね」

　諭さとすように告げるグレン。

　メメは何度かえずいていたが――やがて薬が効いてきたのだろう。大きな眼球が上転したかと思うと、すぐに目を閉じた。

「うん。ばっちりだね。妖精さん、縄をほどいてあげて」

　わらわらとメメに群がる妖精たち。

　グレンは息を吐いた。さすがにサーフェの製薬というべきか、バロメッツの生物から作られた薬はよく効いているようだった。

「目薬一つに、随ずい分ぶんとかかりましたね」

「うん。ちょっと苦しい思いをさせちゃったね。やむを得ないとはいえ」

　喉奥に指を挿そう入にゆうされる苦しさによって、強引に目を開かせる。

　力ちから技わざだ。だが、睡眠というのはそれほど重要なものなのだ。メメには申し訳ないが、必要なことだったと思ってもらうしかない。

「着替えをさせますので、先生、退室を」

「あーそうだね。色々濡れちゃったしね……」

　メメの休憩室はひどい惨さん状じようである。薬剤があちらこちらに飛び散ってしまっている。無味無臭の薬剤なのでそう困ることはないが、濡れた衣服やシーツはどうにかしないといけないだろう。

「妖精さん、一人借りるね。工房に伝えないと」

「それまで、ここの店番は先生が？」

「いや……それはちょっと……」

　すやすやと寝息を立てているメメを、サーフェがその尻尾で抱き上げる。よほど気を張っていたのだろう。穏おだやかな寝顔だった。

「ゆっくりおやすみ、メメ」

　んごっ、と。

　ひときわ大きい寝息で、返事をするメメなのであった。




「まあとはいえ、閉店の札ふだくらいかけておかないとね」

　妖精に呟つぶやくと、妖精は羽をぱたぱたとさせる。どうやら肯定してくれたらしい。彼らとも、もっとスムーズな意思疎そ通つうができたらな――と思うグレンであった。

　店の外に出る。

　大通りに面したこの店は、『キュクロ工房』がその技術力を示すための大事な新事業だ。それを任されるメメがどれだけ期待されているのかがわかる――もっとも本人はその重圧につぶされてしまったわけなのだが。

「ん……？」

　グレンが閉店の札をかけると、誰かの気配を感じた。

　見れば、道を行き交かう群衆の中で、こちらをじっとうかがう視線。フードと外套をまとった人物が、グレンを見ているようなのに気づいた。フードの奥の顔には、黒くて光を通さない色眼鏡。

　はっと気づく。

　メメが言っていた、不審な客というのは、まさか――。

（メメの幻覚ではなかった……？）

　てっきり寝不足と不安によるものと思っていたのだが。

　どうやら実際にいたらしい。ただ、不審人物にしては妙だ。確かに服装はいささかリンド・ヴルムの大通りにそぐわないものだが、特になにか怪しい動きをしているわけでも、人目を気にしている様子もない。

　色眼鏡のせいで、視線はわからないが。

　グレンがたった今かけた、閉店の札を気にしているようだった。

（…………？）

　声をかけてみようか、とグレンが思ったその瞬間だ。




「見ぃつけたぁ――――で御座るッ！」




　威い勢せいの良い声と共に。

　外套姿の不審人物に、赤い影が飛びかかった。声ですぐわかる、これはスィウだ。

　白昼の突然の捕り物に、なんだなんだと群衆が目を見張る。外套の人物はしきりに暴れているが、力でスィウに敵かなうものはそうはいない。

「ちょ……なんだっての……」

「おとなしくするで御座る！　メメ殿のお店からはなにも盗ませないで御座るよ！」

「はあ!?　あーし、なんも盗ってないっての！」

　話が嚙かみ合っていない。

　グレンはもみ合っている二人に駆け寄った。いささかスィウが暴走している様子が見られたので、この場を収めようと思って――。

「とりあえず顔を見せるで御座る！」

　スィウは強引に、不審人物の外套をはぎ取った。

　頭からすっぽりかぶるタイプの外套を取ると――その下にもまた黒い布のようなものが見えた。よく見れば、衣服ではない。爪つめのようなものが見える。形状も独特だ。

　爪。そして爪の間に張られた膜まく――翼よく膜まく。

　それは、コウモリの翼。

「待って待ってスィウ、勘かん違ちがいだよ」

「あっ兄者！」

　スィウの肩に手を乗せて、グレンは彼女をなだめた。兄の言葉に、スィウは不審人物を放すが――。

「しかし兄者！　こんな昼間に人目をはばかるような服装！　どう見ても怪しいで御座ろう！　貴金属を狙っていたという話もあるし――」

「いや、この人はたぶん……」

　やっとスィウに放してもらって、コウモリ少女は息を吐いた。

　そして、色眼鏡を外す。

「ふんっ！　自分たちが昼間に動けるからって、調子乗りすぎじゃん!?　夜行性の魔族だって大勢いるっしょ！　あーもう、アクセのお店も夜にやってくれりゃいいのにぃ！」

　輝くばかりの金髪と、それとは対照的な褐かつ色しよくの肌はだを持つ少女だった。年のころはメメと同じくらいか。

　そしてフードを外した下には、ぴょこんと立った一いつ対ついの耳。これもまた、コウモリのそれのように独特な形状をしている。

　そして最大の特徴――肘ひじから先が、コウモリと同じ翼膜になっているのだった。

（夜行性の種族……なるほど）

　グレンは頷く。

　光を嫌って、わざわざフードと色眼鏡で顔を隠していたのだ。

「……君は？」

「名前を聞くときは……ん、まあいいや。また強盗と間違われても困るし、ちゃんと名乗っとかないとね」

　コウモリ少女はにやりと笑う。

　口元のホクロ。

　そして鋭い犬けん歯しが印象的だった。

　食べ物を嚙み切る程度のものではない。ぎらりと光ったその犬歯は、生物の皮ひ膚ふくらいであれば容易に貫通しそうだ。

　グレンの頭をよぎる。

　つまり、この少女は――。

「あーしはプラム。プラム・メルドラク。名前くらい聞いたことあるっしょ。ホテルに泊まってる吸血鬼一家の娘なんよ、あーし」

　メルドラク。

　吸血鬼一家。

　エフタルに頼まれ、どうしたものかと思っていた収穫祭の難問――どうにかせねばと思っていたその問題に関わる人物が、向こうからやってきた。

「よろしくね、感じのいいおにーさん？」

　犬歯の印象的なそのコウモリ少女は、コウモリの翼を差し出してにっこり笑うのだった。














　症例２　衝動のヴァンパイア









「――あっ、新作出てる」

　プラムと名乗った、メルドラク一家の娘――。

　グレンはとにかく、彼女をメメの店へと案内した。

　先ほど彼女は、グレンがかけていた休店の札ふだを見ていただけらしい。せっかく来たのに、休店になっており、しかも札をかけているのはメメではなく見知らぬ男――それで凝ぎよう視ししていたのだ。

「――ヤバ。さすが最先端リンド・ヴルムのアクセショップだし？」

　鋭い目つき。硬かたい声こわ音ね。言葉遣づかいは少し独特だが――それでも、長い歴史があるというヴァンパイア族の血が感じられる。

「――てゆーか、いきなり取り押さえるとか、リンドの警けい邏ら隊はなんなん？」

「め、面めん目ぼくないで御ご座ざる……怪あやしい風ふう体ていであったゆえ」

「――見かけだけで決めんなっつの。日光に弱いんだから、ガードは乙女おとめ的に必ひつ須す。ちゃんと話聞いてほしいし？」

　口調は荒いが、言っていることは正論だ。

　スィウはすっかり小さくなってしまっている。コウモリの特徴をもつヴァンパイア族。常つねに薄暗い墓場街から外出しないことから考えても、日光に弱いというのは本当なのだろう。

　事実、プラムの肌はだは浅黒い。

　肌を出さぬようフード付きの外がい套とうを身に着けていてもなお、日に焼けてしまったのだろう。対策をしていてこの肌なのだから、長時間、直射日光を浴びてしまえばどうなるか。サーフェのように、日光に対して警けい戒かいするのも当然と言えた。

　両手にはコウモリのような翼よく爪そうと翼よく膜まくが見られる。今は室内であるためか、上着は脱いでおり、熱心にアクセサリーを眺ながめていた。

　頭には、ちょこんとしたコウモリの耳。やはりヴァンパイア族というのはコウモリの特徴を持つ種族であると思われた。

「――ん？　なに？　じろじろ見て」

「あ、ああ……ごめんね。ヴァンパイア族を見るのは初めてだったから」

「――いくら初めてだからって、じろじろ見てくるのは失礼っしょ？」

　またもや正論である。グレンは頭を下げた。

「兄者は医者でありますゆえ！」

　立ち直ったスィウが声をあげた。

「はい。えっと、魔族医師のグレン・リトバイトです。どうぞよろしく」

「――ふーん……？　お医者さん……？」

　無表情というわけではないが、プラムは冷たい印象を与える女性だった。どこかその態度が硬い――というか、人を見下しているような気配さえある。自分は他者とは違うのだ、というような自信もうかがえる。

　それこそが、他種族に権けん威いを与えてきたという吸血鬼の在あり方なのだろうか。

　生まれからして他者とは違うのだという自負や誇りが、態度として現れているのかもしれない。考えてみればリンド・ヴルムの長命種あるいは権力者たちは――自由なドラゴンのスカディ、おおらかな巨神ディオネ、好色な農場主アルルーナなどなど――権力者然とした態度からは程遠い者たちばかりだ。

「――メメっちは？」

「メメ……さんは、今寝ています。連日の激務で寝不足だったようで」

　プラムの質問に曖あい昧まいに答えるグレン。さすがに不ふ審しん者しやのせいで不眠だった、とは言えない。

「――マジ？　大丈夫なん？　――あ、だからお医者さんがいるのか」

「そういうことになります」

「――ふーん。じゃ、勝手に見るわ」

　唯ゆい我が独どく尊そん――というほどでもないが、プラムは確たる自分の世界を持っているように見えた。

　両手の翼膜を器用に折りたたむ。コウモリの翼は、実は五本の指が長大に進化して、翼状の器官となり、その間に膜まくが張られたものだ。プラムの持つ翼も、まさしくそれと同じものだろう。翼上部の爪つめでアクセサリーを取り、ああでもないこうでもないと眺めている。

　プラムは、ファッションにもこだわりがあるようだった。

　外套――の下には黒を基調とした衣装。体の線がはっきりと見える薄手の装しよう束ぞくは、リンド・ヴルムでもなかなか見ないものだ。そこにキラキラとした貴金属をあしらって、独特の自分を演出している。

　メメのショップに来たのも、新たなアクセサリーが目当てなのだろう。

「………………」

　プラムのアクセサリーには、爪や牙きばなどの先端のとがったアクセサリーも多く見られた。そうしたどこかロックなアイテムが好きなのだろう。

「メメ殿と知り合いで御座る？」

　スィウが聞く。プラムは特に気を悪くした様子もなく。

「――知り合い……じゃない」

　プラムは、顔の横で翼爪をこすり合わせる仕し草ぐさをした。照てれているのかなんなのか。

　爪に塗られたマニキュアは蛍光色。これもまた希少なものだと思われたが――グレンはそんなマニキュアに見覚えがある気がした。誰だったか――。

「――このお店、新規開店したんでしょ？　ししょーがコラボしたアクセ出してるって聞いたから、来てみたの。ウチは昼間出歩くのも大変だし、パパやママも厳しいからなかなか来れないんだけどさぁー」

　プラムは言う。

　しかしそれにしては、メメに対して随ずい分ぶん気やすい呼び方をしていた。まあそれはプラムの性格によるものなのかもしれないが――それと師し匠しようというのは誰だ。

「メメさん、待ってください」

　すると。

　奥のほうから、サーフェの声が聞こえてきた。

「メメさん、まだ寝ていないと」

「だ、大丈夫。少し寝たから――お、お客さんが来てるの？」

　どうやらグレンたちの声で起きてしまったらしいメメが顔を出す。

　顔色は少しいい。やはりバロメッツの誘眠成分は強力なようだ。メメはわずかな時間しか眠っていないが、その短時間でよほど質の良い睡眠がとれたのだろう。

「――おー、メメっちじゃん」

「め、メメっち!?」

「――街新聞読んだんよー。開店おめでと。やっと話せた、よろしくねえ。いつも奥にひっこむか、カウンターでなんか作業してるから、ぜーんぜん話しかけらんなくてさぁ……」

「ひ、ひぃぃい」

　クールな雰ふん囲い気きは相変わらずだが、メメには親しげなプラムだった。

　一方、メメは巨大な目をさまよわせて明らかに困こん惑わくしている。

「――新作もヤバ。作ったの？　開店からまだ数日っしょ？」

「あ、余った材料があったから……」

「――ヤバ。鬼ヤバ。まじリスペクト」

　波長が、合っているの――だろうか？

　とりあえずプラムとしては、メメは尊敬の対象であるらしい。特徴的な犬けん歯しを覗のぞかせながら微笑ほほえんでいる。一方のメメは――なにを言えばいいのかわからないようで、あうあうあうと言葉にならない言葉を繰り返していた。

「ふむ……」

　アクセサリー目当ての、メルドラク家の娘。メメにとっては頼もしい常連客になってくれるかもしれない。

　しかしグレンは、それとはまったく別の部分が気になった。知らない相手に話しかけられているメメに助け船も出さねばならないだろうし――遠慮なく言うことにする。

「プラムさん、ちょっとよろしいですか」

「――ん？　なに？」

「もしかして、怪け我がをしていませんか？」

「っ！」

　プラムが驚いたように目を見開く。

「――マジ？　どうしてわかったん？　めっちゃ隠したつもりだったのに」

「翼の開き方が不自然だったので、もしかしたら……と。よければ僕に診みさせていただけませんか？」

「――へー。お医者さんってスゴイね」

　プラムが、その両手を上げる。

　翼膜が広がった。それはあたかも小さなコートをばさりと広げたようにも見える。

　翼膜の大きさはかなりのものだ。翼を広げたイリィと、翼よく開かい長ちようは同じくらいかもしれない。人間と同じように五指があるが――その指、爪はかなりの長さだ。そしてこの指の合間には、飛ぶための翼膜が存在する。

「――んっ……と」

　プラムはさらに爪と爪の間の膜を広げて、見やすくしてくれる。

　翼膜は腋わきの下から、翼爪の合間に張られている。折りたたまれているそれは腕を上にあげることでようやく見えた。腋の下から脇わき腹ばらにかけて存在する膜は、おそらく飛行時にだけ広げて、それ以外では隠しているのだろう。

　袖そでを通すような衣服は着づらいに違いない。その証拠に、プラムの服は袖なしで肩も出ている大だい胆たんなものだった。

「ちょっと見せてね」

「――う、うん……」

　プラムが腕を上げて、脇を見やすくしてくれる。

　腋の下の翼膜を、グレンは引っ張ってみた。面おも白しろいように伸びる。伸縮率は相当なものであろう。

「――ひゃっ……ひゃはっ！　く、くすぐったいっつーの」

「ごめん。すこし我が慢まんしてね」

「もー……」

　しょうがないなあ、という顔で、プラムはくいと腕を上げた。

　グレンは翼膜をびらりと広げてみる。

「――んっ、う……ひゃ」

「……なるほど、やはりここだね」

「――んんっ……？」
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　プラムの腋の下の翼膜。

　そこには、いくつかぽつぽつと、破れている箇所があった。

「――うー。まさか見抜かれるとは。みっともないから隠してたんよね」

「なにかで破れてしまったのかい？」

「――うん。アクセつけてたせいで。この辺、体に密着する膜だから」

　なるほど、とグレンは思った。

　そもそもコウモリの翼膜は破れやすい。空を飛行するための膜は軽くなくてはならない。軽量化のために薄くできているのだが、それは脆もろさと一体だ。ヴァンパイア族の翼膜も同様――とがったものに引っ掛かるだけで、容易たやすく破れてしまうのだろう。

「痛そうで御座るな……」

「――それがあんま痛くないんだけどさ、ぼろぼろの翼じゃ飛ぶのも無理だし、そもそも全然イケてないじゃん？　かっこ悪いのムリ、あーし」

　ファッションにはこだわりのあるらしいプラムだった。

　グレンと婚約したアラクネの女性もまた、ファッションに対して並々ならぬ情熱を持っていた。彼女も以前に、不調を気づかれたくないからと化け粧しようで隠していたことがある。

　ふと彼女のことを思い出すグレンだ。

「――ねー、センセ、これすぐ治る？」

「破れた翼膜は自然治ち癒ゆします。しばらく飛ばずにゆっくりするといいかと」

「――えっマジ？　なにもしなくていいの？」

「もともと破れやすいからね。治癒しやすい体になっているはずだよ」

「――へー、やったぁ。じゃあほっときゃいいんだね。いえい」

「とはいえ」

　グレンは厳しい顔で告げる。

「翼膜が破れた原因がアクセサリーなら、それは取り除かないと。翼膜がアクセサリーに引っかかったら、またどこかが破れてしまうだろうね。とがった形状のものはなるべく身に着けないように」

「――えー……マジありえないんですけど」

　プラムが抗議の声をあげるが、グレンは引かなかった。

「同じ服装をしていたら、また翼膜が破れてしまうよ。それは君の言う『ダサい』ってことだと思うけれど？」

「――うー……マジかぁ……」

　患者の健康に関かかわることに、グレンは甘さを見せない。

　ただでさえ、プラムの身に着けているアクセサリーは刺とげ々とげしい。そういうものが好みなのだろうが、それが翼膜を傷つけてしまっては意味がない。

「――じゃ、新しいの買うわ。メメっち、なんかいいのない？」

「はっ」

　突然の積極的な客で呆ほうけていたメメが、話しかけられて我を取り戻す。

「え、ええっと……傷がつかないものなら、先端を丸くさせたコレとか……あとは革かわで作ったこういうのとか……」

「――おー、ヤバ。さすがじゃん」

「あ、あとは今つけてるやつも、丸く加工することはできるわよ……？」

「――マジ？　ヤバ。めっちゃヤバ。やって、すぐやって」

　とりあえず二言目には『ヤバい』と発言しなければならないルールでもあるのだろうか。

　メメにあれこれと依頼してから、プラムは代金も気前よく支払う。やはり名家メルドラクの姓を名乗るだけあって、金払いはいいようだった。

「とにかく僕から言えるのは――二人とも、お大事にね。特にメメはちゃんと寝なきゃだめだよ」

「わ、わかってるわよお」

　金貨を受け取りながら、メメが涙目になる。

「大丈夫です。バロメッツの成分を混ぜた香こうを置いておきましたから。目薬ほどではないですが、ゆっくり眠れるはずですよ」

　サーフェも薬くす師しとしての仕事をいつの間にか果たしていた。彼女の有能ぶりにはいつも頭が下がる。

　外套姿の不審者は不審者ではなかったわけで、ならばメメの不安も解消されたということになる。今日の夜くらいはせめてじっくり眠ってもらいたいもんだ。

「――あ、そうだメメっち。アレも見たいんだけど」

　グレンたちのことなど忘れたかのように、プラムはメメに話しかける。

「あ、アレって、なによ」

「――コラボしたって聞いたんだけど？　ししょーがデザインしたアクセあるんでしょ」

「ししょー……」

「――うん、そう」

　プラムはなんの気なしに。

「――アラーニャ師匠。知ってるっしょ？」

「「ぶっ」」

　突然出てきたよく知る女性の名前に、サーフェは吹き出し、グレンは目を丸くするのであった。

　ああ、そういえば。

　蛍光色のマニキュアは、確かにアラーニャが使っているものと、よく似ているのであった。




「いんや、知らへんで？」

　数日後。

　休きゆう憩けい中を狙ねらって、診療所に顔を出した――本当に仕事の合間にふらっと遊びに来ただけらしい――アラーニャに、グレンは尋たずねてみた。

　プラム・メルドラクを知っているか、と――。

　アラーニャから返ってきたのは、そんな素そっ気けない返事。

「メルドラクってあれやろ？　吸血鬼一家やろ？」

「それは知っているんですね」

「アラクネのどっかの一族も、吸血鬼由ゆ来らいの権威を受けてたとかどうとか」

　アラクネもそうなのか――メルドラクの権威はやはり広範にわたっており、魔族の様々な種族に届いているらしかった。

　アラクネはその大きな体に比して、消化器官が弱い。肉体の大たい半はんを、大量の糸を生成し吐き出す機能に特化させているためだ。糸の生成のために栄養を欲するが、消化器官の脆ぜい弱じやくさのために肉などを大量に食べられない。ゆえに、かつては動物の体液を主として摂取していた、という話もある。

「獲え物ものの体液を摂とるアラクネ――吸血鬼に見えたこともあった、ということでしょうか？」

「さてな？　まあ、今はわざわざ動物を襲おそわんでも食べ物はたくさんあるし……でもメルドラク卿きようの娘はんと、妾わらわの接点なんてないんやけど」

「ですが、プラムは確かにアラーニャ師匠と」

「弟で子しなんて要いりまへん。『荒あら絹ぎぬ縫ほう製せい』のデザイナーは、この街で妾一人やし、職場でも若い針はり子こたちの面めん倒どう見るだけで精いっぱいどす」

　グレンは首を傾かしげる。

　確かにアラーニャは師匠という柄がらではないだろう。意外と面倒見は良かったりするのだが、それとこれとは別だ。進んで自分の仕事を、人に教えるタイプには思えなかった。

「街新聞でも読んだんじゃないですか？」

　両手にカップを並べたお盆を持って、サーフェが言った。グレンにカップを渡し、尻尾しつぽで摑つかんだポットから紅茶を注いでくれる。

「アラーニャ、貴女あなた、メメさんのショップでなにか作ったんでしょ？」

「あー、そうそう。妾がデザインしたアクセサリー、メメはんが作ってくれたんどす。妾じゃ金属加工は無理やからなぁ」

「きっと、それを街新聞で見たのよ。それでなくても、もともと貴女のデザインする服のファンは多いのだから」

「ふふ♪　光栄どすなぁ」

　そうなのか――とグレンは感心する。

　グレン自身は衣服にこだわりはないし、アラーニャの作るものは大体が女性用の服だ。グレンがアラーニャの仕事の評価を知る機会は少ない。よく他の魔族に服を作っている様子は見かけるのだが、熱心なファン、という存在は、アラーニャの仕事ぶりを端たん的てきに示しているようだった。

「じゃあファンの子が、勝手に師匠とか言うてはるだけなんやねえ」

「おそらくは……」

「別に妾は気にせえへんし。ええんちゃう？　街に来るなら、いつかは会えるやろ。楽しみどすなぁ」

　くふふ、とアラーニャは笑った。

　弟子は要らなくとも、ファンと話すのは楽しみらしい。

「アラーニャさんもお忙しそう……ですね」

「あら、旦だん那な様。せっかく婚約したんやから、呼び捨てでええんどすえ？」

「い、いえ、その……慣れなくて」

「そ？」

　アラーニャは紅茶を一ひと啜すすりしてから、気にした様子もなく。

「えーっと、今抱かかえとる仕事は――繁はん忙ぼう期の農作業着の制作やろ？　収穫祭のイベントの衣装デザインやろ？　メメはんとこのアクセサリーの追加分やろ？　あと、えっと……」

　複数の腕を使い、アラーニャは自みずからの仕事を数え上げた。

「そ、想像以上ですね」

「いやーどれも大変やわあ」

『アルルーナ農場』は、年に何度か、繁忙期を迎える。

　今は秋。まさに最大の繁忙期だ。アルルーナは毎年、大々的に宣伝して、臨りん時じの農夫を募集する。当然ながら、それに適した作業着が求められる――汚れてもいい服だとしても、各種族に合ったものを作るのは『荒絹縫製』の仕事だ。

　そして、それに伴ともなう収穫祭の開催。

　まだメルドラク卿の許可は得られてはいないが、すでに準備は始まっている。収穫祭が行われる場所は墓場街――つまり、墓場街に相応ふさわしい、死者やアンデッドを模もした仮装が求められているという。それについての対応もまた『荒絹縫製』の仕事だ。

「その割に……ええと、楽しそうですね？」

「せやろか？」

　首を傾げるが、アラーニャの口元には笑みが浮かんでいる。

「でも先生、発想と技術を求められるのはクリエイターの本ほん懐かいどす。そりゃもちろん、この腕でもできへんことはありますけども――できる限りは、やりきりたいと思うものどすえ」

「そういう、ものなのですか？」

「センセも同じやあらへんの？」

　そう聞かれて、グレンは首を振った。

「頼られるのは嬉うれしいです。でも僕はできれば、診療所に来る人が一人もいなければいいと思っています――もちろん、あり得ないことなのですが」

「すごい、すごいわぁ。センセは本当に人格者やな。さすが妾の旦那はん、惚ほれ直してまうわぁ」

　口元を押さえて、それでもけらけら笑うアラーニャ。

　ともすれば皮肉に聞こえそうな笑い方――だが、グレンは知っている。アラーニャはこうして大おお仰ぎように、演技っぽい仕草でないと、本心が言えないのだ。

「ありがとうございます。僕も、アラーニャさんと婚約できて良かったと思っています」

「うっ!?　――げほっ、えほっ！　ちょ、もう……！」

　予期しない反撃を受けて、アラーニャがむせた。

　彼女に対しては、隠さず誤ご魔ま化かさず、まっすぐ本心を言うのが良いのだと、もはや一年以上となる付き合いの中でグレンは学んでいる。

「私の前でのろけるのはやめていただけますか」

　昼食のゆで卵を剝むきながら、サーフェがぎろりと睨にらむ。

「あら、妬やいてはるの？　心配せんでも、こんな愛人まがいの妾が、サーフェの立ち位置を分ぶん捕どるつもりはあらへんよ」

「わかってるけど、信頼を見せつけられると腹立つわ」

「サーフェが遠慮なくそう言ってくれるのも妾だけやな」

　アラーニャはどこまでも楽しそうだ。

　どちらも婚約者であるが、アラーニャは進んで自分のことを『愛人』だという。グレンにはそれがサーフェへの気き遣づかいなのか、アラーニャ自身にとって居い心ごこ地ちのいい距離感ゆえなのかはわからない。おそらく両方なのだろう。

　だからサーフェと気が合うのだ。

「おほん……まあそれはともかくやな、メメはんのお店はどうやった？」

「繁はん盛じようしているようでしたよ。メメ自身はちょっと……不安が大きいようですが」

「それは仕方あらへんな。仕事を片付けたら、妾も様子見に行きますえ」

　忙しいと言っている割には、グレンのもとへやってきたりもする。

　その身軽さはアラーニャらしい。メメは特にアラーニャと仲が良いようだし、いい方向にことが運べばいい、と思った。

「せっかくやしセンセ？　妾にもなにか買うてくれはりません？」

「え……アクセサリーを、ですか？」

「センセからもらえるなら、なんでもええんどす」

　流し目でおねだりをしてくるアラーニャ。

　サーフェもティサリアも、決してこういうことをグレンには言わないだろう――なにかをねだられる、というのがグレンには新鮮だ。

　だがその一方で、剣けん呑のんな目つきで睨んでくるサーフェが少し怖い。

「私には買ってくれませんでしたね、先生？」

「い、いやだってサーフェ、自分で買ってたし……」

「ふんだ」

　露ろ骨こつに拗すねてみせるサーフェに、グレンは参ってしまう。これがある種のアピールなのだとわかっていても、グレンは弱い。

　夫の弱みとはこういうものだろうか。

「あらあら、悪いこと言うてしもたかな。ケンカしたらあかんよ」

「誰のせいだと思っているの」

「じゃあセンセ。妾とサーフェに、それぞれなにか買うてあげへんとなぁ？」

　アラーニャは顔を近づける。

　意味深な言葉に、グレンは少したじろいだ。アラーニャはもしかして、自分がメメのショップを訪れた本当の理由にまで、感づいているのだろうか。

「あ、あの」

　グレンはサーフェには聞こえないように注意しながらも――。

「なあに？」

「アラーニャさんもしかして――知っていますか？」

「サプライズはもっと上手うまくやらなあかんよ？」

　アラーニャはけらけら笑う。これは――もはや完全に、グレンの思おも惑わくを見抜いているとみていいのだろう。

「まあカマかけただけやけど、どうやら本当みたいやな」

「うう――」

「楽しみにお待ちしておりますえ」

「なんの話をしているんですか！　二人でこそこそと！」

　サーフェがグレンの持つカップを、尻尾で奪い取った。そのまま洗ってくれるらしいが、やり方が荒っぽい。

「まあまあサーフェ、そうカッカせんと。収穫祭楽しみやな、って話をしていただけどす」

「そんなにくっつく必要はないでしょう」

「ええやないの。妾も婚約者なんやから」

「うっ……く」

　サーフェは嫉しつ妬とのやり場をなくして困っている。

　重婚に一度は納得したとはいえ――悋りん気きの強いサーフェにとっては、なかなか気持ちに折り合いがつけられないのだろう。気の知れたアラーニャが相手でついつい感情的になってしまっているのかもしれない。

「サーフェ、収穫祭が始まったら、一緒に行こう。僕も行ってみたいから」

　グレンから誘うのは珍めずらしいことだ。サーフェもまた驚きに目を見開いた。

「行きたいです……でも、メルドラク卿の許可はどうするんですか？」

「それなんだよね」

　グレンはため息をつく。そちらのほうは、いまだになにも進展がなかった。メルドラク一家のプラムに会えたことが唯ゆい一いつ、一歩前進、というところかもしれない。

「こないだプラムと会ったとき、そのことも話しておけば良かったなぁ……彼女の疾しつ患かんや生態ばかり気になっちゃって」

「どこでも、先生は先生ですね」

　サーフェは呆あきれたように息を吐く。

　改めてまた、プラムに頼んで仲ちゆう介かいしてもらうしかないだろうか――。

「妾が手助けいたしましょか。その子、妾のファンなんですやろ？」

「プラムに頼んでメルドラク卿に会えたとしても、説得する材料が思いつかなくて」

「あらあら、それじゃあ収穫祭デートも難しいんやないの？」

「うう……が、頑張ります」

　なにをどう頑張ればいいのか、わからないグレンだ。

　ともかくプラムにまた会って、メルドラク一家が収穫祭に関してどう考えているのか聞きたい。メメの店に行けばまた会えるだろうか。翼膜の状態も気になる。

「デート、楽しみにしていますからね、先生」

　サーフェは極ごく上じようの笑顔をグレンに向けた。

　プレッシャーをかけているのか。

　それともただ純粋に、楽しみであるだけなのか。

　どちらにしても婚約者のグレンとしては、サーフェの笑顔に逆らえないので、自信がなくとも頷うなずくしかなかったのだ。




　――しかし。

　収穫祭開催の許可をとりつける件については、グレンの予想もしない形で進展することになる。

　それは、プラムと出会ってから数日後の、ある日の夜。

　グレンが、珍しく熟睡している日のことであった。




　静かな夜だった。

　徐じよ々じよに長くなっていく夜が、グレンの身体からだを休めていた。多忙で眠りも浅いグレンであるが、その日は――妙に静かすぎて。

　だからこそ、グレンはよく眠れていたのだが。

「んん――――」

　ただ。

　その眠りは、何者かが潜り込んでくる気配によって妨げられた。

「ん……サーフェ……」

　ごくごくたまに、ではあるが。

　冬になると、サーフェがグレンの寝しん所じよに潜り込んでくることがある。変温動物であるラミアは、体温が下がると活動が困難となってしまう。グレンの体温や、寝所のぬくもりを求めてグレンに巻きつくことがあった。

　要するに暖房代わりに使われているわけだが――。

「いや、違う……」

　サーフェなら今頃、全身に巻きつかれている。

　眠い頭をゆすりながら、グレンは目を開けた。暗い部屋の中で、なにかが輝いていた。ランタン？　それとも月明かり？

　いや――違う。

　目だ。

　夜行性動物特有の、光を反射する夜中の目だと気づいた――その瞬間。

「きぃぃぃいいいぃぃ…………――――ッ」

　可か聴ちよう域いきギリギリの、甲かん高だかい音。

　それがなにか判断する暇いとまもなく、輝く目を持つそれが、グレンの首筋に。

「ぐッ!?」

　嚙かみつかれた。

　鋭い二本の牙が、皮ひ膚ふを突き破る感触。思わずグレンは声をあげる。

「じゅっ……ちゅっ……！」

　襲しゆう撃げき者しゃは、牙を突き立てたところから舐なめるように血をすすっている。暗くら闇やみで未いまだ姿が見えなくとも、この動きだけで何者か判別できる。

「くっ……ぐっ」

　傷口にざらざらとした舌したが入り込んでくるような感触。

　思わず払いのけたくなるが、グレンの力では襲撃者には敵かなわなかった。両手を押さえつけられて、ベッドに磔はりつけにされている。

「じゅるっ……ん、じゅ……！」

　夜の闇やみに、ぴちゃぴちゃとグレンの血を舐める音が響く。

　すると――。

「先生ッ!?」

　部屋が、急に明るくなった。

「きぃぃッ!?」

「叫び声が聞こえました。なにごとですか！　――これは……！」

　襲撃者が怯おびえたような声を発し、グレンから離れた。

　部屋の中に尻尾でランタンを持ったサーフェが飛び込んできた。その後からやはりランタンを抱えた妖精たちが何人も現れる。

　一瞬で明るくなった部屋。グレンは嚙まれた首を押さえる。

（血は、大したことはないな……）

　首の傷は、表皮をわずかに突き破っているだけ。出血量はさほどではないし、内臓器官もダメージはない。

　グレンはシーツを破り取って、首に当てた。応急処置である。

「先生、大丈夫ですか」

「うん、出血は……少しだから」

「首筋に傷……先生、これは……」

　サーフェは、部屋の隅すみに逃げた襲撃者を見た。

「うっ……あっ……」

　彼女は。

　その両手の翼膜でもって、顔を覆おおっていた。もともと光が苦手なのだろうが、今の状態は本能で光を恐れているように見えた。

「あの子は……」

「うん」

　吸血を行う生態。

　そして、顔を隠しているものの――あでやかな金髪と、浅黒い肌は隠しようもない。

　グレンは血の流れる首を押さえつけながらも、彼女へと近づいていった。

「大丈夫。僕は大丈夫だよ――だから、泣かなくてもいい」

「ごめっ……ごめんなさい……！　あーし、あーし……先生に、酷ひどいことを……！」

　泣きじゃくっている。

　翼膜をのけて、恐る恐るこちらを見るのは――涙をはらはらと流している、プラムなのであった。

「…………」

「どうしましょうか、先生……」

　顔見知りの少女の泣き顔を前に。




　医師と薬師は、顔を見合わせて、立ち尽くすのだった。




　ともかくも、グレンは自分の治療を行った。

　幸い、傷は深くなかった。その割に出血が多いのが気になったが――ともあれ、包帯で止し血けつできる程度の傷だ。常備してあるサーフェの傷薬は、よく効きく。

　ただ、問題は――。

「落ち着きましたか？　プラムさん」

　沈痛な面おも持もちで、下を向く少女。

　サーフェが持ってきたのは、鎮ちん静せい効果のあるハーブティーであった。それをちびちびと飲みながらも、プラム・メルドラクは言葉を発しない。

　彼女の目元には、泣きはらした痕あと。

　そして口には、ぬぐっても未だ残る血の痕。

「どうして――あんなことを？」

　グレンの寝所に、音もなく忍び込み。

　そしてグレンの血を吸おうと狙った――吸血鬼と呼ばれるヴァンパイア族に相応しい行動ではある。

　しかし昼間見た彼女は、どこか超然とした雰囲気をまとい、自分のポリシーを持つ、まっとうな少女であった。

　いきなり他者を襲うなど、考えづらいのだが――。

「実は少し前から……あーし、吸血の衝動が、強くなってて……」

「衝動？」

「たまに、血を飲みたいなーって思う時があるの。でも別に、お茶とか飲めばなんとかなるレベルだし……でも、最近はその衝動が、どんどんヤバくなってて……抑えきれなくて、どうしようって」

　放っておくとまた泣き出しそうだ。

　グレンはプラムを落ち着かせるためにも、努めて冷静に。

「普段は、吸血することはないのかい？」

「ん……あーしも、パパやママも、別にそこまで……普段はフルーツとか食べてるし、血を吸わなくても生きていけるの。吸血鬼とか呼ばれてるけど、あーしも実際に血を吸ったことってほとんどなくて……」

「そうか……ちなみに、普段好きなものはなんだい？」

「――プラムの実」

　照れたように、ぼそっと言うプラムだった。

　自分の名前と同じものが好物だというのが、恥はずかしいのかもしれなかった。しかし、とグレンは思う。プラムの味は、決して血液と似てはいない。吸血鬼は、血を吸う代わりにとして果実を摂取するのではなく――普段からフルーツで栄養を賄まかなう食性なのだ。

「血液ならば、動物のものでもいいのでは？」

「うん……動物の生き血を飲んだことあるんだけど、あーしすぐに吐いちゃうんだよね。なんかパパの話だと、吸血鬼にもそれぞれ好みがいろいろあるみたい。あーしは……多分、歳としの近い人じゃないと無理っていうか……」

　好み。

　吸血鬼は、処女を好んで襲うという伝でん承しようがあったはずだ。それは種族としての嗜し好こうではなく、個人の好みであったということか――それはそれでどうなのだ、と思わなくもないのだが。

「親しん戚せきには、動物の血でもいけるってタイプもいるから……でもあーしはもう、匂においだけで吐いちゃうの」

「ご両親にご相談しましたか」

「パパもママも、飲みたいなら街で好きな相手の血を飲んでこい……って言うから。メルドラク家ならそれくらいしていいんだ――って」

　グレンは頭を抱えた。どうやらメルドラク卿というのは、街の条例よりも自分たちのルールを優先する性格だったようだ。現在のところ、街での吸血鬼被害というのは聞いたことがないが――。

「街の人に危害を加えるのは看かん過かできませんが」

　サーフェが言う。

　自分の同族が、水路街に毒を撒まいたのはつい先日のことである。過か敏びんになるのも当然と言えた。

「や、口だけだと思う」

　深刻に考えそうになったところで、プラムは翼を振って否定した。

「パパもママも、頭固いっていうか、昔ながらの吸血鬼のイメージを大事にしてるの。だからあーしにも時々、他種族とは生まれが違うんだ、見下していいんだ……なんて言い方するけど。でも、竜りゆう闘とう女じよ様も怖いし、あーしら、多分フツーに戦ったら他の種族より弱いし……」

　そうなのか。

　グレンを襲ったとき、力はあった。牙も鋭かった。だがそれだけだ。オーガやケンタウロスといった、より戦闘に特化した種族と比べれば、確かにヴァンパイアの力は『普通』の範はん疇ちゆうであろう。

　――というか力において、人間という種族が弱すぎるのだが。

「だから本当に、あーしはただ、先生に相談しようと思って……」

「相談、ですか」

「先生なら、その、ひぐっ……なんとかしてくれる、と思って」

「だから夜に来たんですね」

　プラムの本来の活動時間である夜に、墓場街から診療所まで来たのだ。

　また泣き出してしまいそうなプラムを前に、グレンは努めて優しく問いかける。こんなに弱気なタイプであっただろうか――と思いながら。

「ただ……先生を見たら、その」

「その」

「衝動が……抑えらんなくて……」

　プラムの言う、衝動。

「先生の血の匂い……多分、あーしの好みにばっちりだから……」

「なるほど」

　まさしく処女を前にした吸血鬼のように、プラムにとってはグレンの血がとても美味に思えるということだろう。

　最終的に、湧わき上がる衝動を抑えることができず、グレンに嚙みついてしまった、ということなのだろう。

「事情はわかりました。大事ないようですし、これはここだけの話、として収めたほうがいいでしょうか。ね、先生？」

　サーフェが、すっかり消しよう沈ちんして丸くなってしまったプラムの背を撫なでる。警邏などを呼ばなくてもいいか、と問うているのだ。

　たまに嫉妬で怖い顔を見せることもあるのだが、基本的にサーフェは心優しい女性である。

「そうだね。僕も賛成」

「良かった。先生に感謝しなくてはダメよ、プラムさん？」

　プラムがまた目に涙を浮かべながら、こくりと頷いた。

「では――どうしましょうか。私が墓場街まで送っていったほうがいいでしょうか」

「いや、ちょっと待ってほしい」

　まだ肝かん心じんな部分が解決していない。

　プラムの吸血衝動――その理由だ。彼女の話では、本来のヴァンパイアもコウモリなどと同じく、積極的に血を吸うわけではなさそうだ。ではなぜ、急にプラムの衝動が増してきたのか。その理由が気になる。

「彼女の吸血衝動をなんとかしないと、また同じことが起こりうる。もっとひどい事故にならないうちに、対策したい」

「対策って……先生、できるのですか？」

「確かにヴァンパイア族のことには詳くわしくないけど――」

　グレンは思う。

　アカデミー時代に勉強した記憶でも、ヴァンパイア族については伝承や迷信が混在した情報が多かったように思う。曰いわく、日光に弱い。十字架に弱い。流水に弱い。胸に杭くいを打たれると――いや、これはほとんどの生物の弱点であろうが。

　それに、不老不死という話もあった。実際にそんな生物は存在しないから、おそらくドラゴンやスキュラのような長ちよう寿じゆの種族なのだろう。

　だが、プラムを見れば。

　日光に弱いが、それは夜行性の魔族だから。十字架に弱いようには見えない――メメの店には十字架型のアクセサリーもあった。流水も同様だ。

　一方で、プラム自身を観察してわかることもある。

「ヒントはあったよ。ヴァンパイア族は、主にコウモリとしての特徴を強く持つ魔族なんだと思う」

「確かにそのように見えますが――それが？」

「吸血衝動も、コウモリや、実際にいる動物と関係があると思うんだ」

「…………？」

「日常的に血を吸うコウモリはいる。でも、ヴァンパイア族はそうじゃない。特定の条件で血を吸いたくなる。これは――どちらかというと、蚊かに似ているね」

「！」

　サーフェも気がついたらしい。

　蚊は普段、植物の蜜みつや果か汁じゆうなどをエサとするが――繁はん殖しよくのために栄養が必要なメスのみが、動物や人間、魔族の血を吸う。病気の媒ばい介かいになることがあるため、蚊に関する研究はクトゥリフも行っていた。

　特定条件でのみ、吸血したくなる――まさに今のプラムと同じだ。

「しかしそれは……あの、つまり、プラムさんも繁殖を？」

「は……いや、いやいや！　そ、そんなの知らないし！　ってか蚊と一緒にしないでくれる!?　さすがのあーしも怒るんだけど！」

　泣きながら怒る、という器用なことをするプラム。

　グレンは冷静に首を振った。

「いや、それなら男性のヴァンパイアは血を吸わないことになるでしょ。要するに、短時間に大量の栄養を摂取したいときに、血という高効率の食べ物を欲する――吸血衝動が高まるんだと思うんだ。繁殖以外でも……たとえば、怪我や病気を治すために」

「あ……」

　プラム自身も気づいたらしい。

　折りたたまれていた、彼女の翼が広げられた。先日グレンが見た翼膜の穴は――以前より多少小さくなってはいるものの――まだ残っている。

「君は翼膜に傷を負っていた。その修復のために、自然と血液を欲してしまうんだね」

「そっか……」

　プラムはなにか納得したように。

「ヴァンパイア族は、血を吸うから長生きなんだって、パパが言ってた……それも、そういうことなの？　血で栄養を摂るから……」

「もちろんそれだけではないだろうけど、他種族の血液で、病気や怪我の自己回復力を飛ひ躍やく的に高めることができるのかもしれない。もしそうなら事故や寿命以外の死因はかなり少なくなるだろうね」

「……知らなかった」

　しかし、と思う。

　翼膜の傷による吸血衝動であるならば、傷が治るまでは衝動も治まらないことになる。

　血液を摂れば治りも早いのだろうが、プラムは動物の血は飲めないということだった――無理に飲ませても、吐くのであればどのみち栄養源としては意味がない。

　彼女が飲めるのは、グレンの血のみ――。

「ほかに手段はない、か……」

「先生？」

「プラム。治療の一いつ環かんとして、僕の血を飲んで構わないよ」

「っ！」

　グレンの決意に、しかしサーフェが尻尾を鳴らして警戒を示した。

「待ってください、危険です！　グレン先生はさっきも嚙まれて、その上まだ血をあげるだなんて……プラムさんの傷を治すために、どの程度の血が必要かもわからないんですよ！」

「欲求を抑えるためなら、大量の血は必要ないはずだよ」

「それは予測です。グレン先生に危険が及ぶことはさせられません！」

　サーフェの顔は切実だった。

　グレンももちろんわかっている。血液を奪われるのは、そのまま生命の危機に直結する。

「たとえば――そうです、安全な量だけ血を抜いて、それをプラムさんに飲んでもらうのは……」

「いや、感染症の危険もある。間接的に血を飲ませるのはダメだよ。吸血鬼が直接牙を立てて血を飲むのも、そうした危険を排はい除じよするために進化した結果なんだと思う」

「で、でも、グレン先生だけが血を差し出す必要は……」

「僕が自ら進んで飲んでもらうなら、それは医者として必要な医療行為の範疇だよ。でも一般の人に血を要求することはできない。これが今一番、僕らにとって適切な処置のはずだ」

「…………っ」

　輸血――血を抜き取り、他者に与える医療の研究も、アカデミーではされていた。

　その技術が確立されていれば、きっとプラムの悩みも解決しただろう。しかし今はまだ、肉体から抜き取った血を安全に保管、管理し、適切に他者に輸血することができない。感染症などの問題は解決していない。

「でも……でも」

「もういいよ。ええと――サーフェさん」

　沈痛な表情で、プラムが告げた。

「あーし……あーしが悪いの。墓場街から出てきちゃったから。だからあーし、帰るよ。もう誰も襲いたくないから……パパは怒るかもしれないけど……部屋にこもって縄なわかなんかで縛しばってれば、もう誰も襲ったりしないと思うし……」

「プラムさん……」

　それは、あまりにあんまりだ。

　サーフェもそればかりは認められなかったのだろう。だが、グレン自身の血を吸わせる以外に方策も思いつかない。

　迷うように、悩むように、尻尾が左右に揺れている。
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　眉み間けんにしわを寄せ、懊おう悩のうしていたが――。

「……わかりました。ですが！　グレン先生の命に関わると判断したらすぐに中止にしますからね！」

「もちろんだよ。僕だって死にたいわけじゃないから」

　グレンは、プラムに微笑みかけて。

「だから、安全対策は万ばん全ぜんにしておかないと――ね」




　グレンとプラム、サーフェは処置室へと移動した。

　サーフェの指示によって、妖精たちが必要なものを準備してくれる。用意されたのは大量の飲み物。特に塩を混ぜた水でもって、適切に水分を補給できるように準備しておく。

　そして、左腕にはサーフェの尻尾が巻きつけられた。脈みやく拍はく計けいもあるにはあるが、精度は決して高くはない。それよりも医療経験の豊富なサーフェが肌に触れて直接脈を感じたほうが正確だ。ぎゅっ、と少し強めに、サーフェの尾が巻きつく。

「それにしても」

　準備が整うのを待ちながら、グレンはプラムに話しかけた。

「なんだか、街で会った時と、性格が違うね、プラム」

「うっ」

　プラムがまた泣きそうな顔になった。

　今夜、最初に会ったときは、グレンを襲ったことを申し訳なく感じているように見えた。しかし、どうも負い目を感じているだけではなく――彼女の素すが、そもそも弱気なのではないかと思えてきた。

「…………ってたから」

　ぼそぼそとプラムが言う。

「ん？」

「作ってたから、あーし……リンド・ヴルムデビューをばっちりキメようと思って、化粧も強気めにして、ヴァンパイアの一族だから威い厳げんも出るようにって……台無しになっちゃったけど」

　拗ねたように。あるいは自じ嘲ちようするように。

　プラムはそんなことを言う。

「やっぱりあーし、墓場街から出なかったほうが良かったのかな……パパの言う通り、人前に姿見せないほうが、威厳保てたのかな……」

「どうかな。少なくとも……リンド・ヴルムの偉えらい人に、威厳はあまりないような……」

　特に議会の面々を思い出し、グレンは苦笑する。

「それよりも、ここに来て誰と会えたか、誰と話せたかが大事なんじゃないかな」

「誰と会えたか……って」

　例たとえばメメとは気楽に話せていた。もしプラムも人付き合いが苦手だというなら、それはそれでメメと気が合いそうだ。

「べ、べっつに……」

　プラムは顔を背そむけて。

「先生に会えてよかったなんて……思ってねーし」

「ん――それって……あ痛っ!?」

　左腕が強めに締めつけられ、グレンは思わず叫んだ。

「失礼。加減を間違えました――そろそろ始めますよ」

「本当に間違えたの……？」

「若い子に色目を使って、なんて全く思っていませんよ、先生」

　サーフェがしれっと言う。婚約者となった以上、浮気にも厳しくなったのかもしれない――いやもちろんグレンに浮気をしたつもりなどないが。

「ど、どうすればいいの？」

　プラムがおどおどしながら聞いた。

「君は血を吸うだけだよ。首からの出血は量が怖いから、こっちでね」

　グレンは、すっと右腕の指を、プラムに差し出した。

　グレンは脈拍を測はかりつづける都合上、椅い子すに座った姿勢から動けない。結果として、グレンの差し出した指に、プラムはひざまずくような形で座る。

「指から吸ってもらえば、血の出るペースはさほどじゃない。プラムが満足するほどの量は出ないかもしれないけど、少しずつでも血を舐めれば、きっと欲求は収まるんじゃないかと思うんだ」

「う、うん……」

　プラムはグレンの手を取る。

　躊躇ためらっているような仕草だが――グレンは見逃さなかった。プラムの目は、獲物を前にした肉食獣のように、ぎらぎらと輝いている。

「じゃ、じゃあ……いくね。ちゅっ」

　プラムが口をわずかに開けて、グレンの指を甘く嚙む。

　唇くちびるから覗く犬歯を目にすると、先ほど嚙まれた首筋が痛むような気がした。

「ちゅ……ちゅる……」

　ごりごりと、犬歯がグレンの肌を滑る。

　嚙むのに適した場所を探しているのだ。やがて、中指の先端に、針で刺したような鋭い痛みが走った。

「っ……」

　グレンは声をこらえた。過か剰じように痛がるとサーフェが止めるかもしれない。

「ちゅ、ちゅる……じゅるる……」

　牙を立てて傷をつけた中指を、今度はプラムが舌でなぞっていった。ざらりとした感触がグレンの指を這はう。

「はむっ……んっ、んぶっ……じゅっ………んんっ」

「うっ」

　中指と薬指をまとめて、プラムがくわえた。

　喉のどの奥の粘ねん膜まくまで触れる。プラムの体内の温度を感じる。グレンの指を自らくわえるプラムは、ある種の陶とう酔すいしたような表情を浮かべている。

　――事実、陶酔しているのだろう。

　吸血の本能は、怪我や病やまいから回復しようという自己防衛だ。吸血中は衝動を抑えきれなくなっても仕方がない。

「先生、大丈夫ですか？」

「う、うん、平気だよ」

　指先からの出血は微び々びたるものだ。

　どれほどプラムが衝動にかられようとも、染しみ出す血液量はたかが知れている。グレンの体内の血が足りなくなることはない。

「んっ！　んぶっ……じゅぼっ……んじゅるる……」

　プラムは、そんな少量の血を少しでも多く摂取しようと、頭を前後させて激しく血を吸いだしていく。グレンの指はすぐにプラムの唾だ液えきにまみれて、すでに掌てのひらが濡ぬれている。

　プラムは前傾姿勢となり、両手は体を支えるために床につけている。頭を激しく揺らすせいで、彼女の大きな胸も前後に揺れているのが見えた。発育の良い肉体は、血を吸われているのでなければグレンの目線を吸い寄せただろう。

「んぱぁ……！　んんっ、んぶっ……ふぅ……あんんっ……！」

　プラムは止まらない。すでに目の色が違う。

　一いつ心しん不ふ乱らんに血を吸い上げようとするプラムの様子は、本能に従う獣けものの様相を見せていた。

「んじゅぼぅ……んんっ、んごぉ……」

　喉奥への指の挿そう入にゆうは粘膜を傷つける恐れもある。そんな心配を、グレンがし始めた頃――。

「……？」

　グレンは首を傾げた。

　グレンの手の温度が、徐じよ々じよに下がっている気がした。激しく前後させるプラムの口からは、唾液に交じった血も見える――ずいぶん多い。

「…………」

　すう、と冷える感覚。

　それが悪お寒かんによるものなのか、体内の血が抜け出す感覚ゆえなのかグレンには判断がつかない。

「んんっ……んぷぁ……！　んんんむ……ん、じゅ……ちゅる……」

　美味おいしそうに血をすするプラム。

「はぁ……あん……！　んんっ！　こくっ！　はぁ……はぁ……！」

　時折口を離しては、口の中にたまった血液を飲み込むプラム。

　吸血に没頭する彼女は、呼吸さえおろそかになっているのだろう。思い出したように息を吐く彼女の様子は、少し怖い。

「はあぁ……んんっ！　んぶ、ちゅっ……！　んんっ」

「っ」

　グレンは思い出す――蚊の唾液には、血液の凝ぎよう固こ作用を阻そ害がいする効果があるという。となれば、同じく吸血の習性をもつヴァンパイアの唾液にも、同じような成分が含まれていてもおかしくはない。

　しまった。

　指先の傷からであっても、血はまったく凝固せず、とめどなくあふれ出す。このまま、目の色を変えたプラムが満足するまで、血を吸われてしまうのか。

「先生。脈が速くなっています」

「ん……大丈夫……」

　それでも、まだだ。

　じゅぽじゅぽと音を立てて血をすするプラムの様相は派は手でではあるが、まだ吸われた血は微量のはずだ。体調の変化に気をつけてさえいればいい。

　落ち着くためにも、グレンは飲み物を一口飲んだ。冷たい飲み物がグレンの頭を冴さえさせてくれるようだ。

「んんぼっ……んじゅ……ぐぽっ」

「ぷ、プラム……少しペースを……」

「んぶっ――んふー……んぶー……！」

　血が吸われる感覚。

　それと共に、グレンもわずかな刺激を感じていた。指先が冷たくなるにつれて、どこか電流のような、それでいて甘い刺激。

「んじゅ！　じゅぼっ！　ずるろろろろろろろ……っ！」

「うっ……くっ」

　プラムがさらに喉奥までグレンの指を引き込む。

　吸われるたびに、体液が流れ出る代わりに、快感が流し込まれる。血を吸われているはずなのに苦痛はなく、背中に快楽が走る。

「じゅるるろろぉ……！　じゅぼおっ！　んんっ、あんっ、はっ……も、もっとぉ……！」

（もしかして、失敗、したかな――）

　ヴァンパイアは獲物の女性を魅み了りようして、血を吸うという伝承があった。

　その正体がこれだ――ヴァンパイアの唾液には血液凝固を阻はばむだけでなく、麻ま薬やくのように獲物の精神を蕩とろかす成分も入っていたのだろう。

　血を吸われれば吸われるほど、ヴァンパイアの唾液がグレンの中に入ってくる。それがグレンに、快楽を伴う刺激を与えてくる。

　気づいたときにはもう遅い。

「んっ……あんんっ……んちゅちゅ……はぁん、んぶっ……！」

　そして。

　その快楽成分は、少なからずプラム自身にも影響を与えているようだった。明らかに目の輝きが違う。陶酔しきった瞳どう孔こうに、グレンはどう見えているのか。

　そうしなければ気が狂うとばかりに、プラムの口こう腔こうがグレンの指先をねぶりつくしていく。

「――――ッッ」

　敏感な傷口をなぞる牙。ざらついた舌。とめどなくあふれる唾液。

　ヴァンパイアの唾液を注入されてしまったグレンにとって、どれも甘い攻撃となって襲いかかってくる。体がのけぞりそうな刺激を、彼は必死で耐えた。

「んぼっ！　はァん……！　んんっ、じゅるろろ……！」

「くっ……あっ」

「じゅぷっ、んぼぅ！　じゅるろろろ――――……！」

　凝固しない血液。思考を奪う快楽。

　抗あらがおうとしてみたが、絶え間なく差し込まれる吸血の快楽は、グレンの自由を奪いつくしていく。

　プラムは知っていたのか――いや、知っていたら彼女は一言、教えてくれただろう。魔族でも人間でも、自分の体のことは案外自分では知らないものだ。

　だが、すでに本能に支配されているプラムに、どこまでグレンの言葉が届くだろうか。

「先生、そろそろ危険では……先生？」

「う――」

　指先がびくびくと跳はねる。

　激しく血を吸い続けるプラムと、グレンの様子に、異常を感じ取ったのはやはりサーフェだった。

「んんむ！　ふっ！　ふーっ……！　ふーっ……！」

「プラムさん、そろそろ終わりです！　聞いていますか!?」

「んんじゅるる……！」

　プラムの吸血は止まらない。

　自分の体温が下がっていくのを、グレンは感じていた。くらりと一瞬揺れた意識を、必死で取り戻す。血が足りていない。

　サーフェに言われても絶対に離したくないとばかりに、プラムはとうとうグレンの指を口に入れたまま呼吸を始めた。興こう奮ふんしきった鼻息がグレンの手に当たる。

　今のグレンにとってはそれさえ、吸血の刺激の一部だ。

（まさか、これほど……）

　吸血を甘く見ていた。

　ヴァンパイア族の吸血に特化した身体機能――血を流れさせ、獲物を陶酔させる唾液の機能にまで、考えが及ばなかったのだ。自分が血を吸われるだけであれば誰も傷つかないと思ったのは、酷い勘かん違ちがいだった。

「んんっ、んじゅるる、ふんんんっ！　じゅぼぼぉっ、あふ、ふっ、ふーっ……！」

　すでにグレンの手、床にまで、血と唾液が垂たれている。

　プラムの口からあふれた唾液は、喉を伝ってプラムの豊満な胸を濡らしていた。そんなことすらどうでもいいとばかりに、プラムはまだまだと頭を振る。彼女とグレンが、互いの体液でさらに汚れていく。

「んぼっ、あっ、んふううんんんっ！　んんぼぼぼぼっ！　んぼぉぉ！」

　もはや獣のごとき叫びに、しかしグレンは抵抗できない。体力の大半を奪われていた。

「んんんんぶぶぶっ！　じゅる、ずろろろろろおおおおおお―――――ッ！」

（僕も、まだまだ……かな……）

　ひときわ多く血を吸われ、グレンは一気に脱力した。すでに視界の端は靄もやがかかったようになっている。

　頭に浮かぶのは、なぜか。

　サーフェ、ティサリア、アラーニャ。婚約した魔族の女性たちだった。すでにグレンの目は眼前の光景を映さず、もうろうとした靄に支配されていた。

（ごめん、もっと……頑張ります）




（美味しい、美味しい、美味しい、おいひい――――……！）

　プラムは無我夢中であった。

（こんなに……こんなに血が美味しいだなんて……！）

　味覚全すべてで感じるグレンの味。

　それがプラムの思考能力を奪い、一匹の吸血鬼へと変えていく。それは食事をとるのと同じ、生物の本能だ。プラム自身では制せい御ぎよしえない衝動だ。

「んんぼ！　んぼふっ！　じゅるるるろろろ！」

　――プラムは。

　数年前、両親に連れられてきたデッドリッチ・ホテルで暮らしていた。

　もともと夜行性の種族であり、他種族と関わることが極端に少ないヴァンパイアであるが――メルドラク家は特に保守的であった。

　吸血鬼かくあるべし。高貴なる血を守るために伝統としきたりを守る。

　そのために、プラムにも窮きゆう屈くつな暮らしを強しいていた。

　無用な外出はいけない。華か美びな服装はいけない。必要以上に他種族と関わってはいけない。無論他種族に頭を下げるなどもってのほか――。

　父はそれがあるべき吸血鬼の姿と信じ。

　母もそんな父の在り方に心しん酔すいしていた。

　だが。

　だが、プラムは――。

（あーしは……）

　彼女はデッドリッチ・ホテルに来てから、リンド・ヴルムの話をよく聞いていた。

　様々な種族が共に暮らしているリンド・ヴルム。その街からは刺激的で楽しい話ばかりがやってくる。

　例えば、あらゆる種族の服をデザインしてしまう、名デザイナーの話を聞いた。引っ込み思案だが一人でアクセサリーを作ってしまう、女職人の噂うわさも聞いた。あらゆる種族を分け隔へだてなく診療する街医者の噂もあった気がする。

　プラムは刺激に飢うえていた。娯ご楽らくも欲していた。

　だが――彼女の本質はしょせん、箱入り娘にすぎない。

　メルドラク家の令嬢として大事に育てられた彼女は、両親から教えられた、吸血鬼を頂点とする夜の世界しか知らない。リンド・ヴルムの先進性を聞いてはいても、その世界に踏みだす勇気はなかった。

（あーしは、本当は……！）

　だから、着飾った。

　クールな仮面をかぶった。

　オシャレな服で身を包んだ。そうすればきっと、メルドラクの名に相応しいとみんなが思ってくれる。さすが高貴なる血族だと思ってもらえる。

　それを果たしてようやく、プラムはリンド・ヴルムの住人として振る舞えるのだ。

　だが――。

（んんんんんおいひいいいい！　しゅごいいいいいっ！）

　プラムの理性は、完全に壊れていた。

　ただでさえ娯楽に飢えていた彼女は――吸血鬼にとっては麻薬にも似たもの。相性のいい相手の血液を摂取するという娯楽に耽たん溺できしていた。
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　甘く、しょっぱく、鉄の味のする血液――人間なら吐き出すそれは、プラムにとってはどんな食事よりも美味しい。

　あらゆる刺激を煮に詰つめたようなその味の虜とりことなり、プラムの脳のう髄ずいは限界寸前だった。

　こうなってしまえば、もはやプラムは抜け出せない。本能に訴える血の味を、満足するまで吸い続けてしまう。

「いい加減に――――」

　サーフェの声が響く。

「しなさいっ」

「んぼぉぉっ！」

　唾液と血液が混じったものが、プラムの口からあふれた。

　サーフェに頭をはたかれたプラムが、飲みかけの血を吐き出しながら、咳せき込んだ。

「えっ……げほっ、えほ……！　あれ――あーし……」

「プラムさん！　あなた、我を忘れて血を吸い続けて……はっ、先生、先生大丈夫ですか！」

　サーフェがグレンの肩をゆする。

　貧ひん血けつとなってしまったグレンにはその揺さぶりは少々キツいだろうが、サーフェは知る由よしもない。

　グレンが頭を押さえながら、彼女に聞く。

「……プラム、体調は？」

「あ……ご、ごめんなさい、あーし……わけわかんなくなっちゃって……さっきまで無我夢中だったけど……」

「そうか……かなり血を吸ったようだから、衝動は収まると思う。ゆっくり養生して、美味しいものを食べて、翼膜を治せば、衝動にかられることは……ない、はずだから……」

　声は途中で途切れる。

「先生!?」

　貧血により意識を失ったグレンが床に倒れるよりも前に、素早く這い寄ったサーフェが、その胸で彼を受け止めたのだった。

　ああ。

　やってしまった。

　リンド・ヴルムデビューは大失敗だ――と、プラムは冷静になった頭で、そんなことを考えるのだった。

　この償つぐないはどうやってしようか、とプラムはグレンの顔を見る。

　彼の顔を見るだけで――。

「…………っ」

　血液を飲んだ時と同じように――舌がぴりぴりと痺しびれるのを感じるプラムであった。




「手段は間違ってないわ」

　もうろうとした意識で、尊敬すべき師匠の声を聞いていた。

「吸血衝動がさらに高まった場合の被害や、患者の健康状態を考えれば、貴方あなたが直接血を吸わせたのは正しい選択よ。でも注意を怠おこたった。医師としての観察と分ぶん析せきも甘かった。それがどういう結果を招いたか――ま、病床でじっくり反省なさい」

　クトゥリフの声だけが響く。

　グレンは血が足りず、夢とうつつの合間にあって、師匠がどのような顔をしているのかは定かではないが――。

　きっと血も涙もない、けれどただただ仕方ないなと呆あきれている表情を浮かべているのだろうな、と思った。




　中央病院に運ばれるのは二回目である。

　前回は過労。今回は貧血。

「先生、だいじょーぶ？」

　そう言いながら、翼爪を器用に使い、ナイフでリンゴを剝いているのは、吸血鬼プラム・メルドラクであった。相変わらず服装は派手だが、その表情は真にグレンを心配してのものであった。

「ええ、なんとか――」

　まだ頭はくらくらする。

　病院に運ばれて半日。まだグレンの失った血液は回復していない。頭に響くのはサーフェの悲鳴と、グレンの容よう態だいを見た師匠の説教だ。

　グレンを襲う頭痛と吐き気。間違いなく貧血の症状である。頭が回らないのだが、プラムがすぐ傍そばで水や食べ物を世話してくれるのがありがたい。

「あの……今回はマジでごめんなさい……先生倒れるまで、血を吸っちゃって」

「いえ、こちらの注意不足もあったんです。今後気をつけますね」

「うん――先生の血、本当に美味しかったから……次は、こんなことにならないようにするね」

　プラムは照れたように笑う。

　血が美味しいと言われて、グレンは返答に困ってしまう。プラムがこちらを見る目には、魅力的な獲物を見る感じも混じっているような気がした。

　というか次はなるべくない方向でお願いしたい。

「あ、あとね、これパパから」

　プラムが、封のされた手紙を取り出す。

　使われている紙は高級品だ。封ふう蠟ろうに記されているのは――魔族の古代文字。仰ぎよう々ぎようしい手紙である。これだけのものとなると開けるのにも緊張する。

「……これは？」

　軽々と開けていいものではない気がして、グレンはプラムに問うた。

「うん、感謝状……なんだけど」

「けど？」

「パパの感謝状って、つまりさ、『今回のお礼に、なんでも一つ願いを聞いてやる』って、めっちゃ上から目線のヤツなんだよね――ちゃんと感謝するべきじゃない？　ヴァンパイアの誇りだかなんだかで偉ぶってて、あーし、キライ」

「は、はあ」

　昨晩は消沈して、本来の姿である気弱な様子を見せていたが――正論をはっきりと言うプラムは、街で見た性格そのままだ。

　自分に自信がないだけで、どちらもプラムであるのかもしれない。

「でも」

　プラムは続ける。

「自分で言うのもなんだけどさ、パパはあーしのこと大好きなんだよね。翼膜や、吸血のことも、丸く収めてくれたお礼だってさ。他の魔族とか、これめっちゃ欲しがるの。なんか、種族をまとめるのに必要とかなんとかで……」

「ああ……」

　グレンは、エフタルのことを思い出した。

　彼が一族を率ひきいることができるのも、ヴァンパイア族の後ろ盾だてがあったからなのだ。メルドラク卿も、恩を感じた者にこの文書を渡し、それがエフタルのような一族の長おさを生み出してきたのだろうと思われた。

「先生も、人間族の偉い人になるの？」

「いや……それは」

　ムリだろう。

　魔族を排はい斥せきする人間領では、この文書に権威もなにもないし、そもそもグレンはそんなことを望んではいない。

「プラムさん、これは書いてある通りに……謝礼の一環として、こちらの頼みを聞いてくれるということでいいんですね？」

「そうそう。魔族は、メルドラク家に後ろ盾になってほしい――ってお願いが多いだけ。本当はもっといろいろ頼んでもいいはずっしょ。はい先生、あーん」

「んっ!?　んぐ」

　翼爪の先端に刺されたリンゴが、グレンの口へと押し込まれた。

　感謝状のことに気を取られていたせいで、グレンの口が隙すきだらけだったらしい。プラムの硬い翼爪が舌に当たる感触。

「あの、プラム」

「ん？」

　可愛かわいらしく小首を傾げるプラムだが、彼女は二つ目のリンゴをグレンに食べさせようと狙っているようにも見える。

「ではせっかくなので――メルドラク卿に、一つお願いしたいことがあるのですが」

　プラムの疾しつ患かん自体は、グレンの予想を超えたものではあったが。

　結果としては、おかげでグレンの悩みの一つが、どうやら解決されるようなのだった。




　リンド・ヴルム収穫祭。

　街では準備が進められながらも、メルドラク卿の反対により、開催そのものが危ぶまれていた。

　しかし突とつ如じよ、正式に開催することが議会によって街中に通告された。

　グレンが退院してから、わずか数日のことであった。














　幕間１　メメの経営日誌（まつりのまえ）









「だからさ、あーし、もっと人付き合いできるようになりたいの。アクセとか増やしてさ、イケてる自分になりたいの、わかる？」

「わ、わかるわよ……」

「そのためにはメメっちのアクセが必ひつ須すなんだよね」

　メメは吐きそうであった。

　原因は言うまでもない――メメの管理する『キュクロ工房アクセサリー出張店てん舗ぽ』のカウンターで、長々と居座って出ていかない吸血鬼プラム・メルドラクのせいである。

　いつも大量に買っていってくれるのでありがたい客ではあるのだが、それはそれとして、おしゃべりがしたい気質らしい。メメの作業はなかなか進まない。

　プラム曰いわく。

　自分は人付き合いが苦手であり、それを隠すために、わざと派は手でな装いをしているのだという。レザー加工の衣服や、多めのアクセサリーもそのためなのだそうだ。

　が――。

（じょ――――だんじゃないわよぉぉ……）

　メメに言わせれば、先ほどからしゃべり続けて止まらないプラムは、十分人付き合いが得意なほうだ。

　誰にでも好かれるルララ。あるいは怖いもの知らずに――メメの眼球は怖いようだが――人と話していくイリィ。なにも考えていないからこそ悩みもなさそうなスィウ。

　メメにとっては、プラムも彼女たちと同じだ。みんなみんな、コミュニケーション能力高めの太陽みたいな女の子たちだ。

（ぬぐぐぐぐ）

　メメは頭を搔かきむしる。

　実のところ――プラムがメメに気負いなく話せているのは、彼女がメメを敬愛し、すでに友達だと認識しているからである。知らない相手には、すぐさまクールぶった表情と、正論という武器で装う。

　そもそもアクセサリーもまた、プラムにとって自分を守る武器の一つなのだが――メメにはそこまで察することができない。察する能力がない。

「ねぇー、聞いてるメメっち」

「き、聞いてるわよぉ。でも私、これ仕上げないと」

「えっ、なに新作!?　お店に並べんの？　やべーじゃん」

「ち、違うわよ。個人注文……期日があるから……」

「へー？　誰から誰から？　なに作ってんの？　それ指輪？」

「ちゅ、注文者の情報教えるわけないでしょぉ！　いいから帰りなさいよぉ！」

　誰かなんとかしてくれ、とメメが心中で叫びをあげた時だった。

　狭い店内に、するりと入ってくる者があった。それはメメにとっては親しい――特に最近は、いくつかの経験により、さらに馴な染じみ深くなった、大人の女性の姿であった。

「お邪魔しますえ――あら、知らへんお顔も」

「アラーニャさん、い、いらっしゃい」

　アラクネ族のアラーニャ。

　最近、ますます名をあげているデザイナーであり、そしてつい最近、婚約したばかりというアラーニャは、メメにとって親しい女性であり、そして憧あこがれでもあった。

「あっ、シショー!?」

「だ、誰が師し匠しようや。弟で子しなんてとった覚えあらしまへん」

「でもでも、オシャレじゃん！　やべーじゃん！」

　プラムがアラーニャの姿を見るなり、彼女に食いついた。珍めずらしくアラーニャが狼ろう狽ばいしている――見知らぬ小娘に師匠呼ばわりされれば当然かもしれないが。

「師匠！　師匠！　相談乗って！　人付き合い苦手なあーしに似合うコーデ教えて」

「……ふむ？」

　アラーニャは手に持った竜団だん子ごを、メメに渡した。

　――特に買い物に来た風ではない。となると、メメの様子を心配して見に来てくれたのだろうか。

　それはありがたいとメメは思う。アラーニャは性格上、絶対にそうだとは言わないだろうが。

「服の話となれば捨ておけまへんな。ええよ、おねーさんに話してみ」

「さすがシショー」

「師匠はやめとくれやす」

　呆あきれた様子で、アラーニャはぴしゃりと言った。




「ふむ――なるほどなぁ」

　プラムは、正直に自分のことをアラーニャに話した。

　長年、墓場街から出なかったこと。メメの出店をきっかけにリンド・ヴルムを訪れたこと。しかし吸血衝動の発症により、医師グレンに対して血を吸ってしまったこと。それを治してもらったことなど。

　そして――目下のプラムは。

　もっと着飾りたい。イケてる自分になりたい。そうして街の皆と自然となじめるようになりたい――そんなことを、包み隠さず話したのだった。

「なるほどなるほど。確かにプラムはんは不器用なんやねえ」

　アラーニャはちらり、とメメを見た。

　人付き合いが苦手なところが、メメと似ている――そう思われているようで気まずくて、メメは目を逸そらした。

「まあ、妾わらわの愛いとしい旦だん那な様に襲おそいかかったり、血を吸った件についてはあとでじいっくりとお話しさせていただくとして……」

「へ？　――きいぃっ!?」

　プラムが甲かん高だかい声をあげた。

　さすがに尊敬する師匠と、恩人の医師が婚約関係だということは知らなかったらしい。

「確かに服は女の武器や。好きな自分に見せてくれる。なりたい自分にしてくれる。そんな魔法の道具どす。憧れの自分になれる服を探すのは、女にとって命題やなぁ」

「……着飾っても、素すがダメダメだったら、意味ないんじゃないの？」

　たまらず、メメが口をはさんだ。

　アラーニャはくすりと笑って。

「確かに、アルルーナ様ならこう言いはるやろなぁ――花が、元から美しいものが、服など着るか、わざわざ着飾るか、と。でも誰しもが花やないし、もし自分が花だとしても、とてもそうは思えない、なんてお方のほうが多いやろ」

　だから別に悪いことじゃない。

　アラーニャはそう言いたいらしい。

「メメはんは自分に自信がないんやねぇ」

「……ぅ」

「ええやないの。ダメダメな自分なんて見せなければ。プラムはんは、イケイケになりたくて着飾っとるんやろ。だったらそのうち、中身が外見に追いつきますえ。そのための努力を惜おしんでないんやから――その時まで、理想の自分で着飾ればええやないの」

「…………」

　メメは、今でこそ工房指定の服を着ているが。

　自室では、アラーニャが仕立ててくれたドレスを着ていることが多い。だが、そんな自分を他人には見せない。似合っているとは思えないからだ。

　だが、プラムは違う。

　自分に自信がないのは同じでも、プラムは目標に近づく努力をしている――そのせいで、店に長々と居座られているわけだが。

「さて、そんなお二人に……ええ話があるんやけどな」

　アラーニャが、足にくくりつけたポーチからなにか取り出した。

　それは、折りたたまれた紙。つい先日、発行された収穫祭のお知らせであった。

「お二人とも……モデルやってみる気あらへん？」

「へ」「は？」

　アラーニャのにやにやしたお誘いに――間まの抜けた声を上げる、プラムとメメなのであった。














　症例３　未完成のショゴス









　収穫祭の開催が、正式に決まった。

　リンド・ヴルムは安あん堵どに包まれたと言える。元より、開催を期待して準備を進めていた者たちは多い。商業、観光都市としての色が強いリンド・ヴルムでは、このチャンスを逃したくない者たちも多かったようだ。

　しかしメルドラク卿きようの顔色を窺うかがうと、表立って開催に賛同はできない。

　メルドラク卿を説得したのは、もちろん彼の娘を自分の血液でもって治療したグレンである。感謝状を理由に、グレンは墓場街収穫祭の開催を、メルドラク卿に求めた。

　結果はもちろん――。

「メルドラク卿への進言、重ねて感謝する、グレン医師」

「い、いえ、僕は何も……」

　モーリーが頭を下げる。グレンは首を振ったが――謙けん遜そんだった。

　なにもしていないわけがない。収穫祭の開催を認めるよう、メルドラク卿に迫ったのはグレン自身だ。

　メルドラク卿は色白細身であるが、眼光鋭く、独特の気き迫はくを持った人物であった――プラムを治療したことにより、卿は礼をもってグレンに接してくれたので、話し合い自体は難しくはなかった。

　感謝祭の開催を、メルドラク卿はやはり渋ってはいたが――それでも、恩人の頼みは無む下げにできなかったらしい。開催を認めるという文書を、議会に送ってくれたそうだ。

「あーし！　あーしもパパにお願いしたの！」

　そう言って翼よく膜まくを広げ、ぴょんぴょんと跳はねるのはプラムであった。

　モーリーとプラムは、今、グレンの診療所を訪れていた。用件はもちろん、収穫祭のことである。

「本格的に準備も進んでいる。進しん捗ちよく状況は六十七パーセントといったところ。開催の折にはぜひ、サーフェ薬くす師しと訪れてほしい」

「は、はい。行かせていただきます」

　滅めつ多たに墓場街を出ないモーリーであるが、前回の議会総選挙で議席を獲かく得とくしてから、街でも時折見かけるようになった。議会の仕事があるのだろう。そのうえ今は収穫祭の段取りもあるので、なにかと忙しくしているようだ。

「というか……プラムさんと仲が良かったのですね」

「勝手についてきた。以前から知り合いであったら、もっと早くメルドラク卿と交こう渉しようができた。成功率が十五パーセントは上がっただろう」

「支配人さん、診療所行くっていうからついてきたの」

「ホテルオーナーの令嬢の頼みとあれば、支配人の身分では断れない」

　モーリーは呆あきれたのか、頭を振った。ギョロ目でそんな仕し草ぐさをすると、表情のない人形が頭で動かしているようにも見える。

「つーか先生、収穫祭のこと、あーしに教えてくれたら良かったのに。こんな面おも白しろそうなこと乗るっきゃないでしょ」

　プラムは翼膜を広げて、そう言った。

　もうすでに翼膜の穴はふさがっていた。これでプラムが吸血衝動に悩まされることもないだろう。

「あ、プラムは賛成なんだね……」

「トーゼンっしょ。知ってたら、パパ説得したし」

「先に言えばよかったのか……」

「アラーニャ師し匠しようやメメっちと、イベント出ることになったんだ。楽しみっしょ」

　プラムの口添えをもらえたのなら、メルドラク卿との交渉もスムーズに進んだのかもしれない。

　まあ、どちらにせよ治療で血を吸わせただろうから、結果は同じだったかもしれないが。

　クールな表情ながらも、八や重え歯ばを見せてプラムが微笑ほほえんだ。

「メルドラク卿は意図して、収穫祭のことを娘に伝えなかった可能性がある。――理由は、乗り気になるからと思われる」

「マジで？　パパサイテー」

「仮にそう思っても、親子喧げん嘩かは収穫祭の後にしてほしい。中止にされたら困る」

　モーリーは、いつものギョロ目をグレンに向けて。

「開催されるイベントは多た岐きにわたる。『スキュテイアー運送』は小型馬車による墓場街周遊。『アルルーナ農場』から送られてきた大量の作物の試食。『荒あら絹ぎぬ縫ほう製せい』には、墓場街に入るための仮装衣装の準備を依頼した。主催者たる我々の手腕が問われている――しかしこうなったのはすべてグレン医師の交渉によるものだ。改めて感謝する」

「い、いえ、僕には僕の考えがありまして」

　ちらり、とグレンは奥を見る。

　奥にいるサーフェは来客の邪魔をすまいと、部屋の隅すみで薬草をすり潰つぶしていた。ごり、ごりと薬草をつぶす音が響く。

「うむ。エフタル氏から聞いている」

「へ？」

「なんでも収穫祭を開催することが、闘士ティサリアを娶めとるための条件だったとか」

　ごりり、と、薬草をすり潰す音が強くなった。

「三人の娘と婚約したと聞いたときは、修しゆ羅ら場ばも起こりうるとシミュレートしていた。グレン医師は薬師サーフェにもっとも執心していると思っていたので。しかしどの娘も大事に思っているようでなにより――一緒に入る墓は用意しておこう」

「は、はは……」

　ごりごりごり、サーフェの薬くすり鉢ばちから響く音が怖い。

　サーフェからの無言の圧あつを感じる。プラムはそれが怖かったのか、ささっとモーリーの後ろに隠れた。

「しかし……お礼を言うためだけに、わざわざ墓場街から？」

「無論、違う――いや令嬢プラムは遊びに来ただけだが、我々はまた別の用件が」

　モーリーは首を振って、なにかを取りだした。

「一つ、頼みたいことがある――これを探してほしいのだが」

　モーリーが持っているのは、紫むらさき色の球体であった。掌てのひら大だいほどのそれをグレンは受け取る。半透明のゼリーのようにも見えるが、触れてみると意外にも硬かたい。結晶を球状に磨みがき上げたようにも見えた。

「あっ、なにそれエモいね、食べ物？　ミルクティーとかに入れる？」

「エモ……？　データにない語ご彙いである。プラム嬢、解説を求める」

「エモはエモでしょ」

　脱線が激しい。

　グレンは球体を観察してみた。食べ物……なのだろうか？　卵か、あるいは砂糖細工のように見えなくもない。しかしやはり謎の物体だ。

「食べてみるか、グレン医師」

「え、やはり食べ物なんですか」

「本来食用ではないが、食べることは一応可能だ――そんなに我々の一部を食したいというなら吝やぶさかではないが」

「一部!?」

　慌あわてて取り落としそうになる。

「ふむ――グレン医師はすでに婚約者が三人いる身。過度の親しん睦ぼくはむしろ不和の原因となるかと考えていたが、しかし我々を食したいというほどに、我々との同一化を望むのであれば……婚約者への立候補も検討するか」

「婚約者の立候補は締め切られました！」

　とうとうサーフェが声をあげた。

　グレンの持つ紫色の物体を奪い取る。モーリーの一部だというそれは、紫色の色合いが似ていること以外、本人と共通点はない。

　だがモーリーは、ショゴスと呼ばれる神かみ代よの生物だ。

　その姿を自在に、形状、質感に至いたるまで変へん貌ぼうさせられる能力を持つ。スカディの心臓に寄生したことも、バラバラになって街中でドッペルゲンガー騒ぎを引き起こしたこともあった。

　前支配人の骨格に、スライム状の身体で肉付けしている今のモーリーと同じものであってもおかしくはない。

「これは――休眠状態だ」

「休眠？」

「栄養がとれず、かといって体組織が不足しすぎて、捕食形態にも移行できない。我々の散り散りになった一部が、そうした窮きゆう地ちに陥おちいったときにとる形態だ。本体に救助されるまでエネルギーの消費を抑え、回収を待っている。こうなっていると外部からの情報をすべてシャットアウトするため、目視で探すことしかできない」

　モーリーは、サーフェが見ているその紫色の球体へと腕を伸ばし――文字通り腕がにゅるんと伸びて――球体を取り戻した。そのまま、球体を腕に押し込む。

　ぐじゅる、と音がして、球体はモーリーの身体からだに収まった。

「あんんんンっ」

　モーリーの身体がびくりと跳ね、初めて聞く艶なまめかしい声が漏もれた。

「……ええと、今ので、元に戻ったと？」

「肯定する。今のはグレン医師に見せるため、わざと同化せずにおいたものだ。グレン医師に頼みたいのは、この球体の回収である。収穫祭も決まったために、我々の身体も、可能な限り万ばん全ぜんにしておきたい」

　手を握ったり開いたりしながら、モーリーは自分の感触を確かめる。

「この肉体になって以降、地道に散り散りになった我々の一部を捜索、回収し続けていたのだが――この状態の球体はどうしても探しきれなかった。感謝祭も目前にして、いよいよ誰かの手を借りねばならないようだ」

「ふむ……」

　モーリーの頼みは理解した。

　大事な仕事を前に、体調を万全にしておきたいという気持ちも理解できる。ただ、一つ、腑ふに落ちない点もある。

「体調のことに関しては全力を尽くします……ただ、モーリーさんの身体を探すというなら――医者の技能というより、人手が必要な仕事に思えます。警けい邏ら隊に頼むほうが効率がいいのでは？」

「この休眠状態の我々は、容易に人目につかぬところでこの形態になる。警邏隊でも見落とすかもしれない。しかし、診療所にいる人員なら高確率で見つけられると判断した」

「人員……ここには僕とサーフェしか……あ」

　グレンも気づく。

　サーフェの服の隙すき間まから、いつの間に忍び込んでいたのか、妖精たちが顔を出した。自分たちの出番か？　と言わんばかりである。

「妖精らであれば、はぐれたままの我々の身体も見つけられよう。よろしく頼むぞ、グレン医師」

　モーリーは真しん摯しに頭を下げる。

「これ一個チョーダイ」

「妖精さんはものではありません。あげられません」

　グレンの背後で、妖精を手に乗せたプラムとサーフェがそんなことを言い合っていた。




　紫色の球体――モーリーの肉体を探す。

　しかしそれは、妖精の手を借りても一日がかりだろうと思われた。グレンは患者の少なそうな日を選んで診療所を閉めて、探索を行うことにした。

「モーリーさんが診療所を頼ってくれるのは、嬉うれしくもありますが……」

　サーフェは日ひ傘がさを差し、大通りを行きながら。

「本当に探せるでしょうか？　モーリーさんの身体なんて、リンド・ヴルムで見たことないのですけれど」

「これと同じものを探せ……って言ってたけどね」

　グレンが取り出したのは、見本としてもらったモーリーの一部。

　これを体に取り入れたり、あるいはまた生み出して見せたりと、モーリーの生態には謎が多い。グレンの知識ではとても診療することはできない。

　今までも、自分の身体は自分で何とかする――というのがモーリーの主義であった。治療技術を頼られたわけではないが、それでも彼女が街になじんできたようで、グレンは嬉しい。

「妖精さんたちに形を覚えていただいて、探してみましょう」

「うん、そうだね」

「それはそうと」

　サーフェはぎらっ、と眼光を鋭くする。

　その目線は、二人の後ろからついてくる者たちに向けられていた。

「なんでここにいるんですか？　ティサリア？　アラーニャ？」

「ううぅぅ……だって！」

　街でグレンを見るなり、二人は同行してきた。

　別にそれは構わないのだが、特にティサリアの様子はどこかおかしい。供とものケイやローナもいない。なにかあったのだろうか。

「家にいると、墓場街でのイベントを手伝わされるんですもの！」

「当たり前でしょう――貴女あなたの家の事業なのでは」

「それはそれですわ！」

　涙目になりながら、ティサリアは叫ぶ。

「墓場街、苦手なんですのよ。オバケばっかりですし、いっつも何故なぜか暗いし……正直あまり行きたくありませんわ。けれど父は、従業員を連れ出して、ケンタウロス車で周遊するアトラクションをやりたい、などと……」

「それで妾わらわが捕まったんどす。友達と出かけるからって口実やな」

　アラーニャは苦笑気味だ。忙しいはずなのにティサリアに付き合ってあげるあたりに、彼女の面めん倒どう見みの良さが表れている。

「まあ確かに、あまり愉ゆ快かいな場所ではないけれど――それを観光用に整備して、収穫祭を行うのでしょう？　今は楽しいんじゃないの？」

「とんでもありませんわ！　二度と行きたくありません！　大体サーフェ、以前グレン先生を尾行した時も、わたくしは嫌だと言ったのに貴女が無理やり――――んぐぐぐぐっ！」

「それは言わない約束」

　サーフェが尻尾しつぽでティサリアの口をふさぐが、しかしグレンには聞こえてしまっていた。

「え、尾行……いつ？　……まさか苦く無ないさんが支配人代理の時？」

「い、いえ、そんな。私は先生を信じていましたよ。ただちょっと気持ちが落ち着かなくてですね――結局は何事もなかったですし」

「サーフェ……」

　これから、一人で出歩くときは注意しようと思った。婚約はしているのだが、それだけでサーフェが生来の嫉しつ妬と心しんを制せい御ぎよできるわけではないらしい。

「とにかく！」

　べりっ、と張り付いた白い尻尾を引きはがし、ティサリアが言う。

「墓場街、今は以前より雰ふん囲い気きも明るくなっていますけれど、それでも常つねになにか変な気配がするし、音も気になるんですわ。なんなのかしら、あの妙な音……」

「音……？」

　グレンは時折、墓場街に出入りすることがあるが――。

　音というのはよくわからない。サーフェも首を傾かしげている。ケンタウロスは人間より聴覚に優すぐれているから、なにか聞き取っているのかもしれない。

「父が無理にでもイベントをやりたいだけで、ケンタウロスでも墓場街を嫌っているものは多いのですわ」

「い、意外ですね、屈くつ強きようなケンタウロス族が……」

「幽霊は、剣でも槍やりでもどうにもなりませんもの」

　ティサリアが嘆たん息そくした。

「ケイはまだ平気そうですけれど、ローナもわたくしと同様、繊せん細さいですから、ちょっとかわいそう……母なんて墓場街には近づきたくもないと屋敷に引きこもってますわよ」

「似た者親子なのですね」

　グレンも苦笑する。婚約をめぐって刃やいばを交えたことといい、ティサリアは母の血を濃く受け継いでいるようだった。

　グレンはエフタルの頼みを解決し、収穫祭を行うことが決まった。しかし『スキュテイアー運送』としての問題は、まだまだ残っているようだった。

　ケンタウロスは勇ゆう猛もう果か敢かん、武勇で鳴らす一方、その性質には神経質なところがあるとされる。以前、ローナの不安を解消したこともあり、グレンは少し気になった。

「とにかく！　お医者様のお仕事を手伝うのであれば、墓場街に行かなくて済みますわ！　それにモーリーさんのお身体を探すこともまた収穫祭の一助となるはず！　収穫祭を良きものにするためにも、なんでも手伝いますわよ！」

「あ、ありがとうございます」

　それでいいのか――と思いつつ、人手は必要である。

　それに怖がるティサリアに、墓場街へ行くのを無む理り強じいしたくなかった。手伝うと言うならありがたく手を借りることにした。

「アラーニャ、締め切りはいいの？」

「一段落しましたし、まあ働くアラクネは妾以外にも大勢おるしな。インスピレーションを得るためにも、ちょっと街を歩くくらい構いやしまへん」

「そう、ありがとう」

　どうやらアラーニャも手伝ってくれるらしい。

　ティサリアもアラーニャも、それぞれのやり方で診療所を手伝ってくれたことがある。これからもなにかにつけて、手を貸してくれるだろう――いや、もう結婚をするのだから、遠慮なく手を借りよう、とグレンは心に決めた。

「でも――四人でぞろぞろと行くのも効率悪いんやない？　どないしはるの？」

「そうね……二手に分かれるのがいいんじゃないかしら」

　サーフェがそう言った途と端たん。

　婚約者たちの目が、ぎらりと光った――気がした。

「お医者様と――二人で、街を？」

「ふむ。なるほどなぁ。センセと……お仕事を口実に」

「二人とも、わかっていますね？　恨うらみっこなし、ズルは即失権。ここは公平に――」

　グレンがなにか言う暇いとまもない。

　三人の婚約者たちは、グレンと過ごす時間を勝ち取るため、拳こぶしを握る。三すくみの拳遊びだ。グレンの出身地では、カエル、ナメクジ、ヘビの三すくみであったが、リンド・ヴルムではどうなっているのか。

　グレンは頭のなかに、新しい三すくみがよぎった。

　すなわち、蛇へび、馬、蜘蛛くもである。蛇は馬を丸まる呑のみにしてしまうが、馬は蜘蛛を踏みつぶせる。しかし蜘蛛は毒と糸でもって蛇さえも捕らえ、食べてしまう――グレンの想像ではあるのだが、大体今の状況に沿っているような気がした。

「じゃーん……けーん……！」

　かけ声と共に、三人の手が繰り出された。




「おーっほっほほ！　大勝利！」

　グレンと同行することになったのは、一人勝ちしたティサリアであった。

　彼女は頭、背中、肩に妖精たちを乗せて、街を歩く。妖精たちをいくら乗せても平然としているティサリアは、妖精にとってはさながら移動する砦とりでのようなものかもしれない。

「さて、お医者様、どこから探しましょう？」

「そうですね……」

　実を言うと、グレンに当てがあるわけではなかった。

　モーリーが頼りにしたのは、診療所が擁ようする妖精たちだ。彼らは独自の移動ルートを持っているようで、診療所でも街でも神しん出しゆつ鬼き没ぼつである。彼らに任せておくのが一番いいのだ。

　となると――。

「ティサリアさんは妖精さんたちを一度にたくさん運べますから――なるべくいろんなところを巡めぐって、探索範囲を広げるのがいいと思います。狭い場所やちょっとした隙間などは、妖精さんたちに任せればいいかと」

「なるほど、哨しよう戒かい任務ですわね」

　ちょっと違うが、ティサリアは納得したようだ。

「それでしたら、メメさんのお店にお邪魔してもいいかしら？　事故があってから、メメさんの顔を見ていませんの」

「ああ、ではそうしましょう」

　事故とは、先日のケンタウロス車との接触事故のことだろう。

　メメは結局、怪け我がなく済んだが、あの事故の後処理をしてくれたのはティサリアである。そういう意味でも、メメがどうしているかは気になるのかもしれない。

　かっぽかっぽと蹄ひづめを鳴らし、ティサリアは大通りを進む。妖精たちは探索に飛び出したかと思うと、またティサリアの背中に飛び乗ったり、尻尾にぶらさがったりと、思い思いに動いていた。ティサリアは特に気にした様子もない。

（……逢あい引びき以来かな）

　グレンがティサリアと、こうして街を歩くのは。

　ティサリアの頼みで、一日だけの逢引きをした時以来だろう。あの時は、ティサリアとそうした時間を過ごすのは最後かもしれないと思っていたのに――その後こうして婚約者同士になるのだから、不思議なものである。

　などと考えていると、メメの店へとたどり着く。

　ティサリアは慣れた様子で店内へと入っていった。すでに何回か来ていると言っていたし、勝手知ったる場所なのかもしれなかった。

「お邪魔しますわメメさん。体調はどうかしら」

「ぴぎぃぃっ！」

　カウンターのメメが変な声をあげた。作業台にあったものを慌てて片付ける。なにか作っていた最中だったらしい。

「……なぜそんなに慌てていますの？」

「あ、あ、慌ててないわよぉ！　来るなら来るって言ってよぉ！」

　がしゃがしゃと道具を片付ける。よほど作業に集中していたのだろうか。

「ふ、二人そろっていらっしゃい。買ったらさっさと出て行ってね……！」

「わたくしも人のこと言えませんけれど、致命的に客商売に向いていませんわね……」

　商会の令嬢が呆れる。

　ティサリアは店番をするわけではないが――ハーピーの長おさと新事業の話をするなど、商会の仕事には積極的に取り組んでいる。

「今日は買い物ではありませんわ。お医者様のお仕事の手伝い」

「そ、そうなの？」

　メメが目を丸くしている。

「わざわざ……お手伝い、を？」

「ええ。妻……でなかった。婚約者ですもの」

「そ、そう。そうだったわね」

　ティサリアが胸を張るのに対して、メメは縮ちぢこまる。メメが落ち着きのないのはいつものことではあるが、今日は特に、だ。

　さっきまでやっていた作業が関係しているのかもしれない。メメに隠し事はできそうにないし――となると、グレンが話を進めたほうがいいかもしれない。

「メメ、これを見たことはないかな」

「……？　なにそれ、宝石？」

　休眠状態のモーリー――紫色の球体を見て、メメは首を傾げた。

　グレンも知らなければ同じように思うだろう。

「……んん？　ちょっと違うけど……似たようなのどこかで見たような気が……」

「本当かい？」

「んん……どこだっけ……」

　メメは頭を悩ませる。

「メメさんも開店準備で忙しかったでしょうから……ご多忙なときに見かけてもよく覚えてないかもしれないですわね？」

「ううぅーん……そういうんじゃないんだけど、と、とにかく、思い出したら言うわ」

　頭を抱えて唸うなるメメ。

「お願いしますわね。せっかくお邪魔したことですし、なにか買っていきますわ」

「ま、まいどありぃ……」

「んー、ケイとローナに、何か小物を……」

　ティサリアが店内を物ぶつ色しよくし始める。

　グレンはアクセサリーのことはわからないので、ティサリアの邪魔をしないように、辺あたりの商品を眺ながめることにした。

「あ、お医者様、すぐに済ませますので」

「い、いえ、ごゆっくり」

　ここでなにか買ってあげるのがいい夫なのかもしれないが、財力で敵かなわないティサリアに自分からそれを言い出すのはなにか違う気がした。

　夫婦とは、難しい。

　なるべくいい夫でありたいグレンなのだが、ティサリアにとってなにが『いい夫』なのか、いまだに判断しかねるグレンなのであった。

　すると――。

　くいくい、と髪が引っ張られた。

「ん？」

　いつの間にか、頭の上に、数匹の妖精が乗っている。グレンには妖精たちの見分けがはっきりつかないが、よく見かける個体たち――に思える。

「あったー」「あれー」

　妖精たちが指し示すのは、一つのイヤリング。

　メメの手製なのだろう。銀をベースに、小さな紫色の石があしらわれていた。宝石にしては珍めずらしい色合いだ。どこかで見たような。

「あ、ああ、それ？」

　メメが目ざとく気づく。

「倉庫に珍しい石があったから、使わせてもらったの……親方、いつの間に仕入れたのかしら……で、でも、良い色でしょ？」

「え、ええ」

　イヤリングの石は、指先大ほど。

　初めて見るはずなのに、どこかで見たような気がして、グレンは首をひねった。

「あっ」

　紫色。

　石のような――。

「あったー」「見つけたー」

　妖精たちが口々に言い続ける。それでさっさと気づくべきだった。

「ありました、ティサリアさん。一つ目」

「えっ」

　グレンは息を吐く。取り出した休眠状態のモーリーの一部――紫色のそれは、まさにイヤリングに使われていた石とそっくりなのであった。

　大きさが違うから、すぐには気づけなかったのだ。

「え、えっと……」

　メメは左右に目をさまよわせる。

「よ、よくわからないのだけど……お、お買い上げ？　かしら」

　自信なさげにそう言う。

　さすがに彼女が丹たん精せいこめて作った商品を、タダで譲ゆずってくれなどとは言えないグレンなのであった。




「すみませんティサリアさん、立て替えていただいて……」

「構いませんわ。モーリーさんの身体なのでしょう？　代金は後でモーリーさんに請求しておきますわ」

　銀を遠慮なく用いたイヤリングは、グレンの手持ちではとても買えないものだった。

　仕方なくティサリアに出してもらったのだが、グレンはますます落ち込むばかりだ。男の甲か斐い性しようはどこにいったのだろう、と思ってしまう。

「でも、あの小さいのをきっかけに、どんどん集まりますわね」

　ティサリアが、手に持った箱を見て言う。

　イヤリングが呼び水になったように、妖精たちはわらわらと石を集めてきた。意外なのは大きさがどれも様々だったことだ。中には小指の先くらいのものもあり、これはグレンでは見つけられなかったかもしれない。

「病気も、その症例の報告が多くなるほど、診断が正確になりますから――同じように、サンプルが多いほど、妖精たちも見つけやすいのかもしれません」

「これなら街を一巡りすれば、必要な分は見つかりそうですわね」

「はい――ありがとうございます、ティサリアさん」

　イヤリングを見つけられたのは、メメの店に行こうと言ったティサリアのおかげであった。

　彼女は墓場街の仕事を避けているだけだとしても、結果的にグレンは大いに助かっていた。

「お気になさらず。わたくしもお医者様とご一緒できて、嬉しいですから」

　ティサリアはそう言ってくれるとはいえ、甲斐性なしの自分が嫌になる。

「あっちー」「つぎー」

「あら、次は――議会のほう、ですわね」

　妖精たちが、次の目的地を指し示す。

　モーリーの肉体が一つ見つかるごとに、妖精たちの捜索の精度が増していく。メメの作ったイヤリングのように、街に散っていたモーリーの身体は、すでに誰かが拾い上げていることも多々あった。

　一番多いのは、子どもの他た愛あいない宝物となっていることだ。その場合、妖精たちは無断で回収することなく、グレンたちに報告してきてくれる。すでに三軒の家を回り、モーリーの肉体を回収した。

　きらきらしたものを好むハーピーたちが拾い上げている場合もあった。こちらも事情を話して快こころよく譲ってもらっている。だが、今回妖精たちが示した場所は――。

「中央議会……？」

　議会であった。

　妖精の示すまま進んでいく。警邏隊もいたが、診療所の医師と、スキュテイアーの令嬢は身分が明らかであり、特に警けい戒かいされることもなく通された。そのまま妖精たちの先導でもって、たどり着いた先は――。

「いらっしゃい」

　スカディの、執務室であった。苦無が傍そばに控ひかえている。

「無礼だぞグレン医師。約束もなく竜りゆう闘とう女じよ様に……」

「いーの。知ってる、モーリーの身体、探しているんでしょ。そこにあるから持って行っていーよ」

「は、はあ……」

　話が早すぎる。

　デスクで書類に目を通しているスカディは、グレンがあまり知らない、仕事中の姿であった。机に置かれたモーリーの肉体は、一抱えほどもあるもので、今まで回収した中でも特に大きいものだった。

　スカディの超越した思考に感心しながら、グレンはモーリーの身体を受け取った。

「しかし……スカディさんが持っていたのであれば、モーリーさんに直接返してもよかったのでは」

「う……」

　グレンの質問に、スカディは目を背そむけて。

「キラキラしてキレイだったから……その、私のこれくしょんに」

「コレクション!?」

　聞き捨てならない言葉が聞こえた。

「竜闘女様は、宝石や金属などの美しいものがお好きだ。個人的に集めていらっしゃる。私にはわかりかねるが、この紫色のものは特にお気に入りでらっしゃる」

「せめて返せ、って言われるまでは持ってようと……」

　両指を胸の前で合わせて、スカディはいじける。

「でもさすがに、いつまでも持ってたらモーリーに悪い……返してあげてほしい」

「はい、頂ちよう戴だいいたします」

「あー……これくしょん……」

　スカディが名残なごり惜おしそうに見るが、こればかりはグレンも容よう赦しやするつもりはなかった。なによりモーリーの健康のためである。

「まぁ、しゃーなし……グレンが来たのはわかるけど、ティサリアはなんで？」

「お手伝いですわー！」

「なるほど、墓場街の準備が嫌だから逃げ出した……と」

　真実を的てき確かくにつくスカディに、ティサリアは呻うめく。

　手術が終わってから、スカディは誰に対してもフランクだった。顔を隠していた頃は、固い話し方だったのだが――。ただまあ、こちらのほうがスカディの素すの性格ではあるのだろう。

「まったくもー……実の娘まで怖がらせて。エフタルも諦あきらめればいいのに」

「ち、父はその、稼かせぎ時だからと……」

「うん、わかってる。でも実際、墓場街で妙な気配がする、なんとかしてほしいって苦情、結構ケンタウロスから出てる。私に嘆たん願がんされても困る……」

　やはり、ケンタウロスらの問題は深刻であるらしい。

　なんとかしてあげたい気持ちはあるのだが、除じよ霊れいや退たい魔まはグレンの専門ではない。スカディにはそうした呪じゆ術じゆつにも知識があるらしいので、彼女への相談は妥だ当とうであるはずだが。

（……ん？）

　グレンは以前、墓場街を訪れた時に、魔ま除よけの護ご符ふをスカディからもらった。

　ケンタウロスらが幽霊を怖がっているのであれば、同じものを用意してあげればいいのでは――とグレンは思う。

「ティサリアもあんまりサボってると……エフタルに怒られるよ？」

「さ、サボりではありませんわ！　未来の夫の助けとなり、モーリーさんの身体を回収するのは、収穫祭を成功に導く大事な――」

「はいはい、そーだね」

　スカディはあくびを嚙かみ殺している。

「あの、スカディさん」

「なあに？」

「スカディさんはこうした催もよおし物……お祭りは大好きかと思っていたのですが、今回は参加なさらないのですか？」

「うー……」

　スカディが書類を投げ出し、机に突っ伏した。角つのが机に当たって、ごすん！　と激しい音を立てる。

「竜闘女様は今回の収穫祭にあたり、演劇を企き画かくなさった」

「演劇？」

　膨ふくれっ面つらのスカディの代わりに、苦無が説明してくれる。

「そうだ、監督、脚本、演出すべて竜闘女様ご自身が手掛けた『魔法竜闘女プリティ☆スカディ』という題の演目であったが……」

「は、はあ」

「多くの議員の反対にあって、あえなく中止となった。曰いわく、竜闘女様の威い厳げんが損そこなわれてしまうからとか」

「……ええと」

　グレンは、スカディの子供っぽさや奔ほん放ぽうさは承しよう知ちしているのだが――さすがにこれはやりすぎなのがわかった。

「アルルーナにもエフタルにもクローデットにも反対された……クトゥリフは寝てた……みんなキライ……！」

　机に突っ伏したまま、尻尾をぶんぶん振り回して駄だ々だをこねるスカディだった。

「気にするな。割といつものことだ」

　苦無がしれっと言ってしまう。

　これがいつもならそれはそれで気になる、とグレンは思った。

「とにかく劇は却下されてしまったし、収穫期ゆえ竜闘女様もご多忙だ。この時期は作物を買い付けに来る商人。収穫祭の見物のために来るお偉えら方がた。対応せねばならぬことは山とある。墓場街まで視察には行けない。当日は赴おもむく予定だが、準備はモーリーに一任してある。モーリーによろしく伝えてくれ」

「は、はぁ、構いませんが」

　いつの間にやらメッセンジャーだ。執務室から動けないスカディは、仕事の辛つらさを口にするようなことはないが――その細い双そう肩けんには、グレンにはわからない責任が乗っているのかもしれない。

「ま、がんばってねー」

　机の上にごろんと寝転がるスカディに、そんなプレッシャーは感じられないが。

　はしたないですぞ、という苦無の言葉もどこ吹く風であった。

「エフタルも諦めないなら……ティサリアも大変だねぇ」

「え、ええ……」

　ティサリアの表情が引きつる。

　墓場街に怯おびえるケンタウロスたちも、なんとかしてあげられたらいいのだが――とグレンは思うが、具体的な方法はまったく思い浮かばなかった。

　スカディはまるで他人ひと事ごとで、机の上に寝ながら手をひらひらと振るのみであった。




　モーリーの肉体は、かなり集まった。

　妖精たちはティサリアの身体に乗ったまま休きゆう憩けいしている。方向の指示も出さなくなったので、本当に見当たらないのだろう。

　グレンらは、サーフェたちと落ち合うことに決めていたリンド・ヴルム北門へと向かうことにした。

「サーフェたちの首しゆ尾びはいかがかしら？」

「妖精たちとの意思疎そ通つうは、サーフェのほうが上手うまいですからね。きっと上手くいっていると思いますよ」

　そんな話をしながら、二人は北門へと向かった。

　北門はにぎわっていた。出入りの行商人たちが多くいる。そんな商人たちに向けて、農園でとれた作物やら名産品やらを並べた、小さな市が開かれていた。おそらく東西南北どの門でも同じだろう。

「サーフェ、見つかるかしら……」

「いえ、もういました」

　グレンが、人ひと混ごみの中からサーフェの日傘を見つける。

「あら……どこにいてもわかりますのね。少し妬やけますわ」

「あ、え、えっと……すみません。そういうつもりでは」

「ふふ、責めてはいませんのよ。でもわたくしも、同じくらいすぐに見つけてくださると嬉しいですわ」

　照てれ臭くなる会話を交わしつつ、グレンはサーフェのもとへ。

　そこには――サーフェやアラーニャ以外にも、見知った顔がいるのだった。

「よう――グレンか」

「げ」

　思わず呻く。

　不敵な顔。東国風の装しよう束ぞく。他人を見下すような目線――遠く東にいるはずの、グレンの兄が何故かそこにいた。

「ちょうどよかった。サーフェがお前もすぐに来ると言うから、ここで待っていたのだが……ああ、息そく災さいでなによりだ」

「先ほど、そこでお会いしたんです――はぁ」

　サーフェが少し疲れた表情をしている。

　彼女もまたソーエンが苦手であった。人質時代にも顔を合わせたことはあれど、親しく会話したことはほとんどないはずだ。

　スィウもいる。こちらは、ソーエンの傍かたわらの女性となにか話していた。頭ず巾きんをかぶった女性だ――グレンには見覚えがない。誰だろうか。

「兄さん、最近しょっちゅう来るね。どうしたの」

「なに、リンド・ヴルムの収穫祭が復活すると聞いてな。大陸中の行商人が一か所に集まる、稀け有うな機会だぞ。ここで動かねば商機を逃す。東から同盟の商人も連れてきたからな、これでさらに経済も潤うるおうというものだ」

　腕を組んで笑うソーエン。

　前回の毒水事件の時は政治家としてリンド・ヴルムを訪れた彼だが、どうやら今回は商人としてやってきたらしい。

「ふむ、改めてサーフェも息災そうでなによりだ。なにかと大変だったようだがな？」

「ええ、まあ……ソーエンは相変わらずですね、色々と」

「誉ほめ言葉と受けとっておく」

　サーフェはするりと、グレンの隣に這はい寄ってきた。ソーエンの近くにいたくないらしい。

「油断ならぬお人やわ」

　アラーニャはそう言いつつも我関せずで、回収したモーリーの身体を集めている。妖精たちが運んでくる大小さまざまな紫色の物体を、糸でくるくると一つにまとめていた。

「あの、お医者様、こちらはもしかして……」

　ティサリアが囁ささやく。ソーエンは目ざとく気づき、頭を下げる。

「お初にお目にかかる。スキュテイアーのご令嬢。人じん馬ばの運送は、我々人間領でも大層評判になっております。私はソーエン。グレンの兄でございます。これからも貴社とは変わらぬお付き合いをお願いできれば、と」

「ああ、あの有名な……」

　ティサリアは苦笑いだ。

　ソーエンの動向は、ティサリアも街新聞などで聞いているのだろう。利益になる相手を前にするところりと態度を変える兄の姿は、やはり信用ならぬものがある。

「商あきないについては父にどうぞ。わたくしは一人娘ですし――今はグレン先生の婚約者となっておりますので」

「ほう？　そこのデザイナーも婚約者と聞いたが、手が早いな、グレン。兄としては意外だ」

　にやにやとした顔で見られる。

　グレンとしては、彼女たちと真しん摯しに向き合っているつもりだが、兄に下げ賤せんな勘かん繰ぐりをされているようで気分が悪い。

「……兄さん、商売に来たならこんなところで立ち話してる暇ひまはないでしょ。もう行きなよ」

「なんだ。婚約したことさえ教えなかった不義理者めが。俺が父上母上から、どれだけお前やスィウの話をせがまれていると思っている？」

「うう……」

　そういえばグレンは、婚約したことを両親にさえ伝えていない。

　人間領の中では魔族に対する差別意識が少ない両親ではあるが――ラミア、ケンタウロス、アラクネの三人と結婚するなどという話を、好意的に受け止めるとは思えなかった。そもそも人間領は一いつ夫ぷ一いつ妻ぷ制だ。

「スィウは伝えてないの？　そもそもスィウが、結婚相手どうこうと言い出したんでしょ」

「うう……いきなり姉上候補が三名ということを、父上母上にどう説明すればいいかわからんで御ご座ざる！　というかまだスィウは混乱しているで御座る！」

「それもそうか……」

　グレンもまた、理解してもらう困難を思うと、とても両親に伝える気にはなれなかった。

「実家……ですか」「お母様……」「妾はまあ別に」

　サーフェ、ティサリアが順にため息をついていた。出しゆつ奔ぽんしたり、親に結婚を反対されていたりと、それぞれ事情が複雑だ。アラーニャだけがけろりとしているが、親に挨あい拶さつを、などという様子でもない。

「まったく話にならん弟妹どもだ。商売も大事だが、もっと土産みやげ話を仕入れねばな。さて、では、サーフェのみならず他のお嬢さんとも婚約した経緯いきさつをじっくりと」

「――――噓うそばかりでございます」

　ふと。

　スィウと話していた、頭巾姿の女性が、はっきりとした声こわ音ねで告げた。

　落ち着いてはいるが、その声には硬い芯しんが宿っているように思える。

「ソーエン様は、東で肩身の狭い私めのために、外へ連れ出す口実を作ってくださいました。リンド・ヴルムの祭りであれば気き兼がねなく遊べるだろうと。それに此こ度たびの収穫祭は、恋人同士のための催しでもあるとか。弟君のことなど体ていのいい口実でございましょう」

「えっと、貴女は」

「申し遅れました」

　女性が頭巾を外す。

　知らない顔だ。だが、その額ひたいには、スィウと同じ――短い二本の角が生はえていた。
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「私はソーエン様の婚約者――サキと申します。お初にお目にかかります、弟君」

　穏おだやかな表情の、大人の女性という印象。

　しかし目が鋭い。苦労してきたのだろうか、その表情には油断ならないものを感じさせた。本心を悟らせない兄と、似ていると言えば似ている。だが彼女がグレンらに対して向けるのはひたすら柔らかな感情だけだ。

　婚約者――この女性が、兄ソーエンが立りつ身しん出しゆつ世せにことさらこだわる理由。彼女のためだけに、ソーエンは人間領の制度まで変えようとしている。その当人。

「お顔立ちがよく似ておりますね」

「は、はあ、よく似てないとは言われますが」

「そんなことはございません。信念を曲げぬ、意志の強そうなお顔がそっくりでございますよ。やはり兄弟なのですね」

　自覚はない。

　しかし隣のサーフェが無言でうんうんと頷うなずいていたので、そういうものなのかもしれないと思った。

「あのさ、兄さん――兄さんも、恋人連れてきたんじゃないか」

「ついでだ、ついで」

　ソーエンがすげなく言う。するとサキがわざとらしく目を覆おおって。

「そうでしたか……私のことはあくまでついでと。出過ぎたことを申しました。これでも私なりに、リンドの祭りを楽しみにしておりましたのに……よよよ」

「兄上、酷ひどいで御座る！」

　サキの泣き真ま似ねに、スィウが抗議の声をあげた。ソーエンの顔が歪ゆがむ。

「ひどいですねぇ」「ひどいですわ」「ひどいお人やわぁ」

「ええい、揃そろいも揃って姦かしましい！」

　ソーエンが怒りの声をあげる。グレンは内心、愉快でたまらなかった。兄がこのように感情を露あらわにするなどめったにないことだ。

「もういい、スィウ。金をやるからサキに街を案内してやれ。俺は商会の仕事がある。適当にぶらついてから宿まで送ってやれ」

「了解で御座る！　えーと……サキ殿、こちらへ！　まずは竜団だん子ごを！」

「あら、お団子？　好物です。参りましょう」

　並んで去っていく、スィウとサキ。

　そうしていると、異国の鬼同士、本当に姉妹のようだった。『鬼き変へん病』にかかったサキは、しかしこの街ではスィウ同様、白い目で見られることはない。

　去っていく二人を見ながら、グレンが一言。

「いい人だね、サキさん」

「ふん。二言三言話したくらいでなにがわかる」

「わかるよ、兄さんと一緒になるくらい心が広いんだから」

「お前な……」

　ソーエンは苦々しい顔だ。

　兄にこんな表情をさせられるというだけで、グレンはサキを信頼することができた。彼女は兄に負けない決意をもって、兄と添い遂とげようとしているのだろう。

　ならば――。

　ならば自分は、サーフェや、婚約者たちになにができるだろうか。

「で？　結局なにがどうなって、三人も娶めとることになったんだ？」

　サーフェとアラーニャは、糸で梱こん包ぽうした紫色の球体を、ティサリアの背中に乗せている。アラーニャもいつの間にか妖精と仲良くなっているようだった。

「い、色々あったんだよ……」

「まあ、長い話になるだろうから、それはいずれ聞こう。どうあれ嫁とケンカせんようにな、夫婦の諍いさかいなど一銭にもならんからな……」

　先ほど婚約者にたしなめられていた兄が言っても説得力がない。

「しかし、お嬢さん方。我が弟の一体どこがいいのかね？」

　突然、とんでもないことを言い出す。

　話を振られた婚約者たちは、きょとんと顔を見合わせてから、くすくすと笑いだす。

「そんなの――言うまでもないでしょう、ソーエン？」

「ですわ！」

　ソーエンは肩をすくめた。俺にはまったくわからん、と言わんばかりだった。

「つくづく嫌味なお人やねえ」

　アラーニャは呆れ半分、愉快半分といった調子で、からからと笑うのだった。




　兄は商会の仕事があるからと、大した話もせずに立ち去った。あとでまたサキと落ち合うのだろう。こちらこそケンカしてほしくないものだ。

「ティサリアさん、無理しなくていいんですよ」

「い、いえ！　いえ！　手伝うと言ったのはわたくしですもの！　さ、最後までやり遂げますわ！」

　ティサリアの声はすでに震えている。

　彼女は皆で集めたモーリーの肉体を背中に乗せて運んでいた。アラーニャの糸でしっかりと固定された箱には、大小さまざまな紫の球体が詰まっている。

　向かう先はもちろん――墓場街。

　あとはこれをモーリーに届けるだけなので、サーフェは一足先に帰り、アラーニャとも収穫祭の準備があるからと別れた。残ったティサリアは――しかし自分の言い出したことを曲げられない責任感の強さから、墓場街に行くことになってしまった。

　実際、モーリーの肉体の総重量はかなりのものだ。ティサリアの輸送力を借りられるのはありがたいのだが――。

　こわばる彼女の顔を見ると、少し可哀かわい相そうになる。

「……着きましたね」

　墓場街の入り口の鉄てつ門もん扉ぴでは、スケルトンが番をしていた。グレンを見ると、特に誰すい何かもせず門を開けてくれる。今は誰でも通してくれるのだろう。

　以前来た時と違い、墓場街の雰囲気は明るい。あちこちでカボチャや瓜うりで作ったランタンが灯ともされており、ドクロやゴーストをデザインしたフラッグが木々の間に通されている。ホテル前ではリンド・ヴルムから来た商人たちが、収穫祭の当日のための準備にいそしんでいた。

　時刻は夕方であるが――墓場街はすでに薄暗く、夜のようだ。ランタンがあるため支障はないが、やはりこの空間の闇やみが気にかかる。

（……いつも思うけど、何故こんなに暗いんだろう）

　太陽は隠れている。見えるはずの空は、茂った木々と、得え体たいの知れない暗い霧きりで覆われている。

　あの霧こそ瘴しよう気き。墓場街には常に瘴気が滞たい留りゆうしている――とも聞く。しかし瘴気、などという謎の現象を、グレンの科学的思考は認められなかった。黒い霧が発生する、そこに、なにか理由があるはずだ、などと思ってしまう。

「っ……ひぃ」

「ティサリアさん、怖いですか？」

「こ、怖くなど！」

　青ざめた顔で胸を張るティサリアだが――。

「……いえ、お医者様に虚きよ勢せいを張っても仕方ありませんわね。正直、怖いですわ」

「墓場街の雰囲気は、かなり変わったと感じています。ランタンのおかげで明るいですし、今は街の人も祭りの準備に来ています。クモの巣なんかも全部掃除されていますね……不気味な雰囲気はないと思うのですが」

「そう言われましても……後ろから気配を感じるのです。誰かに後を尾つけられているような」

「誰もいませんが……」

　ゴーストの類たぐいなら姿を見せずに近づくこともあるだろうが、そうだとしてもグレンもまた気配を感じない、というのは不思議な話だ。

「あとは音ですわね。甲かん高だかい……この音、苦手ですわ」

「うーん……」

　音こそ、グレンはなにも感じない。まして今は祭りの前だ。ホテル前の広場では、楽団が音合わせをしている。甲高い音というのがよくわからなかった。

「いえ、いいんですのよ。わたくしが怖がりなだけですわ。そこは潔いさぎよく認めましょう。さ、早くモーリーさんに届けましょう」

　諦めたように息を吐くティサリア。

　今日一日、付き合ってくれた彼女に何かできることはないだろうか――と、グレンは思う。墓場街の仕事を嫌っていたのに、結局はこうして墓場街に来たわけだから、なにかの形で報むくいたいと思った。

　荷物は、ティサリアの背中だ。彼女の両手は開いている。

　グレンは――半なかば奪い取るように、ティサリアの手を取った。

「……お医者様？」

「い、いえ、その……手を握っていれば、少しは気がまぎれるかな、と」

　ティサリアのほうが背が高いので、どちらかといえばグレンが手を引かれるような形になるが――怖がるティサリアを放ってはおけない。

「ふふ……」

　まだ少し指が震えていたが――。

「お気き遣づかい、痛み入りますわ――旦だん那な様」

「だっ」

「あら、アナタ……のほうが良かったかしら？」

「い、いえ、その、慣れないので……今まで通りで」

「つれないこと」

　ティサリアはくすくす笑っている。グレンは狼狽うろたえてしまうが、どうあれティサリアの不安は解消できたようで良かった。

「来たか。待っていた」

　などとやっていると、捜していた支配人が、向こうのほうからやってきた。

「モーリーさん。お待たせしました。頼まれていた身体を、妖精たちが探してくれましたよ」

「我々の分ぶん析せきより三時間四十分早かった。妖精たちは優秀だな――ティサリア嬢にも感謝する。新婚早々仲が良いようでなにより」

「い、いえ、まだ新婚ではないので」

　慌てて手を離す。ティサリアは気を悪くした様子もなく、淑しゆく女じよ然とした微笑みを浮かべているだけだった。

　ティサリアは身体をひねり、背中の荷を下ろす。

「確認していただけますか」

「こちらだな――ふむ、重量としては、欠けつ損そん部分の組織と対応する。なくなった肉体はほぼ補完されるはずだ」

　グレンは木箱の中から、紫色の球体を取り出していく。梱包用に詰められていたアラクネ糸は、手で簡単に払いのけることができた。透き通った宝石のようなモーリーの一部。

「では、早さつ速そく受け取ろう」

　モーリーは。

　いきなり修道服の胸をはだけた。ぶるんと乳房が揺れて、半なかば透き通った胸部が露になる。その肌はだは人間とは違い、半透明の体組織と、肋ろつ骨こつがあるだけ――とは理解しているのだが、それでもいきなりはだけるのを見るのは心臓に悪い。

　モーリーは集めてきた球体を、そのまま胸に押し込んでいく。元々モーリーの一部であったそれは、ずるりと彼女の体内に沈み込んでいった。

「うむ――いい感じだ。続けるぞ」

　ずる。

　ずるる。

　球体はモーリーの一部と化していく。グレンが見た限り、なにかが変わったということもないが、モーリーにとっては変化があるのだろうか。

「なんというか……その」

　ティサリアが啞あ然ぜんとしている。

「モーリーさんは……不思議な身体……というか」

「そうですね。僕もすべては判わかりません。スライムとも違う、はるか神代の存在らしいので……」

「そんな方も診みて、お医者様の仕事は本当に大変ですわね」

「恐きよう縮しゅくです」

　とはいえ、グレンがなにかしたわけでもない。

　モーリーは自己メンテナンスなどと言って、たいていのことは自分で為なしてしまう。おそらくリンド・ヴルムでもっとも医者を必要としない存在だろう。

「んんん―――――」

「ん？」

　などと思っていたら。

　モーリーが、変な声をあげた。いや、声なのか――悲鳴なのか？　おや、と思う間もなかった。モーリーはぎょろりとした目を見開き、一点を見つめている。

「んひゃあぁぁぁっん――――――――ッ!?」

「モーリーさんッ!?」

　グレンが声をあげる間もなく。

　モーリーは変な声をあげながら、がくがくがくがくと全身を痙けい攣れんさせ始めた。

　電撃を浴びたように体が震え、その場に膝ひざをつく。

「な、なにごとですの!?」

「わかりません。モーリーさん、大丈夫ですか!?」

「んんっ……うん……ひゃ……あうぅんっ！」

　妙な声は止まらない。

　モーリーは痙攣が収まらないまま、しばらくそうして震えているのだった。




「大変失礼し……ひゃうっ……！　大量の情報を同期するためメモリの容量があひゃんっ」

　しばらくして。

　モーリーはやっと、言語能力を取り戻した。しかしまだ身体がびくりと跳ねることがある。肉体の維い持じが難しいのか、喘あえぐたびに短い突とつ起きのようなものが体から飛び出した。

　普段はほとんど瞬まばたきもせず、表情も変わらないというのに、今は身をよじりながら顔を歪めている。

「あの……大丈夫ですか」

「同化のための情報処理に時間が、んんっ、かかっている……グレン医師、すまないが胸部に残りの我々を挿そう入にゆう……して、ほしい……うぁんんっ」

　などと言い出した。

　確かに木箱の中には、まだモーリーの身体が半分以上残っている。

　しかし――とグレンは思う。

「モーリーさん、同化が上手くいかずに……えーと、その状態になってしまっているのだとすれば、残りを今くっつけてしまうのは良くないのでは？　状況がさらに悪化してしまうのではないかと……」

　患者に対してくっつけるという表現が適切とは思えないグレンだったが、他に言いようもなかった。

「も、問題……ない、ふぁんっ。体細胞が増えればそれに応じて処理できる情報量も増える。元の完全なる我々に――戻るはず……やぁぁあんん――っ」

「は、はあ……」

　こんなモーリーを見るのは初めてだ。グレンもさすがに戸と惑まどう。

　とりあえずグレンは、木箱からモーリーの一部を取った。同化する自分に戸惑う（？）というのはどういう状態なのか、まったく想像できないが――。

　モーリーは、自分のことを『我々』と呼ぶ。

　モーリー自身は、小さなモーリーの集合体であり、その自分を好きなように分割できる――という理解で合っているだろうか。スライムにもできないその芸当、それこそが古代の生物ショゴスの在あり方ということだろうか。

「では、失礼して……」

　グレンもまた膝をつく。目線をへたりこんでしまったモーリーに合わせてから。

　掌大の球体を、ぐい、っとモーリーの胸に押し込んだ。

「あんッ！」

　じゅるり、と。

　グレンの手まで一緒にモーリーのゲル状肉体に呑のみ込まれる。冷たくぬるりとした体組織がグレンの腕にまとわりついた。ゼリーのような感触で、腕を引き抜くときにべったりとまとわりついてくる。

　球体はあっさりとモーリーに同化してしまうので、外から見るとグレンが彼女の胸を揉もみしだこうとしているように見えるかもしれない――もちろん多大なる誤解であるのだが。

「んん、情報量の増加によるショックだ。支障ない。続けてくれ……」

「は、はあ」

　今日のモーリーは明らかにおかしい。

　今まで診療所を頼ってくることはなかったモーリーだが――やはり彼女も不調やトラブルとは無む縁えんではいられないのだろう。ならば、ここはグレンの出番だ。

　モーリーは自みずから胸をはだけ、自分の分ぶん体たいをいつでも受け入れる姿勢をとる。目はとろんとしており、息も荒い。やはり身体になんらかの変調が起きているのは間違いないだろう。

「では続けて」

　グレンはどんどん、休眠状態のモーリーを手に取っていく。そして、それをモーリーの胸部にぐいっと沈めていく。

「ふあぁんッ！」

　モーリーの身体が跳ねる。

「んんっ！　ひゃんっ！　ふぁぁっ！」

　普段機械であるかのように冷静なモーリーであるから、なおさら艶めかしく聞こえてしまうのだろうか。

　さすがにちょっと心配になる。

　モーリーはもはやへたりこんだ姿勢も維持していられず、ばたりと地面に倒れこんでしまった。墓場街の地面はろくに均ならされておらず、雑草や小石も多い。ここまで消しよう耗もうするモーリーを見るのは初めてだ。

「も、モーリーさん!?」

「問題ない。じょ、情報処理に時間が……言語能力にも一部変化があるかもしれないが、気にせず続行を求む……」

「わ、わかりました」

「んんあああっ！」

　横になったモーリーに、グレンは引き続き処置を施ほどこす。

　手に取ったモーリーの身体を、押し込んでいく――が。

「あ、あれ、入らない……？」

「んんぅ……これは大きいな」

　確かにこれは、集めてきたモーリーの身体の中でもひときわ大きいものだった。

　横になったモーリーに覆いかぶさるようにして、グレンは力を込めてみる。しかし先ほどまでずるずると挿入できたはずのモーリーの一部が、これに限ってはゴムボールを跳ね返すような感触しか返ってこない。

「う、ん、んむ……ロック解除、自我同期処理に時間が……んんっ？」

　自分が一つになれない気持ち悪さなのか、モーリーが身をよじる。

「こ、このまま力任せに入れてしまって大丈夫ですか？」

「んんっ、いや、情報量の少ない部ぶ位いであれば受け入れる余地があるはず……んんっ、ちょうどいい場所を見つければするりと入るはず……」

「なるほど。では」

　グレンは、モーリーの一部を、モーリーの各部に当てていく。

　まずは首から。そこから胸、腹と、徐じよ々じよに場所を変えていく。

「う、んんっ！　うむんっ！　ひゃうっ」

　モーリーの反応はあるが、かといって挿入できそうな場所はなかなかない。しかしグレンの医師としての観察力は、返ってくる反発が一いち様ようでないことを見抜いていた。

（ここが、少し……柔らかい？）

　左右の乳房の間である。

　そこにゴムボール（モーリー）を押し当てると、少しだけ奥にまで押し込めそうであった。抵抗の弱い部分を探るように、グレンはぐりぐりとボールを押し当ててみる。

「んんっ！　ひゃわぁぁ」

（反応が違う……）

　グレンは頷いた。やはり両胸の間――人間で言えばちょうど心臓のあるあたりには、ボールを押し込む余裕がありそうだ。

「ふむ……この辺りでしょうか、いかがでしょう、モーリーさん」

「うんんんっ！　さ、さすがだ、いいぞ。もっと来てくれ」

「はい」

　グレンは胸の中心に、ボールごと自分の手を差し込んでいく。

　二人で寝そべりながらそんなことをしているのを、ティサリアがなんとも言えない表情で見つめているが――モーリーもグレンも作業に没頭していて気づかない。

「わたくしはなにを見せられているんですの……」

　その言葉は墓場街の空気に乗せられ消えていく。
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　ただただ戸惑っているティサリアをよそに、グレンはゴムボール大のモーリーを本人に戻そうと集中していた。

　ショゴスの臨りん床しようなど無論初めてであるが、数多くの魔物を診察してきたグレンは、自分の技わざと経験を総動員して、どうにか処置を完了させようとしている。

「……入ったっ」

「ひゃんああッ！」

　ずるり、ぐじゅり。

　胸の間に、ボールがずるりと収まっていく感触があった。グレンの手もそのままモーリー自身に呑み込まれていく。

「ん……あれ？　抜けない」

「ひゃ、う、んん……！　ぐ、グレン医師、あまり動かすな……！」

「そうは言われましても……」

　冷たいモーリーの中に、グレンの手が差し込まれたままだ。

　紫がかった半透明な体組織のために、グレンの手が内部に残ってしまっているのがよく見える。

　グレンは手を握ったり開いたり、どうにかして抜こうとしているが――なぜかゲル状の体組織がまとわりついてきて離れない。

「こ、これは……か、絡からみついてきて……」

　ゲル状の肉体だというのに、吸着力が尋じん常じようではない。

「んんうぅ……ど、どうやら自己認識機能バグが起きてしまったようだ。我々の身体が、グレン医師の身体も同じだと誤認してしまっている。このままでは体内に取り込まれるぞ」

「ええええッ!?」

　グレンは声を上げた。慌てて、残った手でモーリーに触れる。

　両腕を使い、右手を引き抜こうとしたのだが――モーリーに触れた瞬間、左の腕までもが彼女の胸に呑み込まれた。

「う、うわああッ！」

「不用意に触るなグレン医師……しまった、これではっ……んんんぅ」

　モーリーは動けない。

　グレンもまた両腕がモーリーの中に入って、底なし沼のようにずぶずぶと沈み込んでいる。グレンの記憶では、確かモーリーは肉食のはずだった。

（もしかして……溶かされる……!?）

　傍はた目めには寝そべったモーリーを押し倒したような姿勢だ。

　だが実態は今まさに窮地であった。スライムは食物を体内に取り込んで消化してしまう。モーリーもおそらく同じ消化力を持っているだろう。

「うっ……んんくっ」

　モーリーが悶もだえる。

「も、モーリーさん、これは……どうしたら」

「ま、待て……あんんっ、今、機能の回復を……」

　モーリーは苦く悶もんの表情である。

　体が痙攣しているのも、まだ多数の『自分』との同化が終わっていないのだろう。そんな状況でグレンが体に入ってしまった。平静を保てないのも無理からぬことだろうが――。

「仕方ありませんわね」

　グレンの背中に。

　そっと手が添えられた。

「ちょっと強引になりますけど、いきますわよ」

「えっ!?　え!?」

　グレンの白衣が摑つかまれる。

　摑んだのはもちろんティサリアである。彼女は片手だけで、グレンをずるりと引っ張り上げる。しかし、モーリーの体組織はグレンの両手にしっかりとまとわりつき、決して離れるまいとしている。

　ずるるる、と体組織が伸びていく。

「これは……本気で引き上げないと駄目なようですわね」

「ま、待てっ……ちょ、そんな強引に……」

「お医者様の窮地、婚約者として見過ごせませんのよ」

「んんんんんあっ！」

　モーリーの痙攣が一層激しくなる。強引な引き抜きは彼女の負担になってしまうらしい。しかしどうにかしようとグレンが暴れれば暴れるほど、それはモーリーの体内で暴れていることになってしまうので――結果としては。

「んんっ！　ああんっ！　ひゃふう！」

　モーリーの声が止まらない。

「行きますわよ、お医者様」

「え、ええと」

　グレンの逡しゆん巡じゆんも、ティサリアは気にしてくれる様子はない。

　まるで大きなカブを引き抜く昔話だ、と思った。しかもカブがグレンである。

「や、待っ、せめて優しく……んんんんっ」

「はい、いきますわよ――――せーの！」

「んんんんあああああああああっくううううううう――――――ッ！」

　ずろろろろろろろろろろ―――――――ッ！

　激しく引き抜かれ、グレンは大量のモーリーの体組織にまみれながらも、彼女の身体から抜け出すことに成功した。

　バランスを崩くずしそうになるのを、しっかりとした体が支えてくれる。後ろからティサリアが支えてくれたのだ。彼女の顔にもモーリーが付着しているが。

「あーっ……は、はあ……っ、んんむ……ふう！」

　モーリーは。

　倒れこんだまま、息を荒らげていた。すでに目の焦しよう点てんが合っていない。

　しかしまあ、呼吸ができているのならば大丈夫だろう、とグレンは楽観的に解釈した。

「あ、ありがとうございますティサリアさん。助かりました」

「い、いえ、力仕事ならお任せを……でも、サーフェの気持ちが、少しわかりましたわ」

　ティサリアは目を逸そらしながら、なぜかため息をつくのだった。




「助かった。感謝するグレン医師。それと――うむ、いろいろ面倒をかけてしまった。本当に申し訳ない。もう大丈夫だ」

「す、すみません、あまりお力になれず……」

「そんなことはない」

　モーリーの欠片かけらは、全すべてモーリーの中に収まった。

　グレンを引き抜くときに飛び散ってしまった分も、すでにモーリーの中だ。

　以前はところどころ穴のあいていた彼女のシスター服だが、今はほぼ完かん璧ぺきに修復されている。必要な分の体組織がそろった、ということらしい。

「あの、モーリーさん。失礼ですが」

「？　どうした？」

「生前の先代モーリーさんを再現することも、今なら可能なのでは？」

　グレンが尋たずねると、モーリーはふっ、と笑った。

　先ほどはあれだけ声をあげていたのだが、今は元のギョロ目と無表情である。ただ、少し表情が柔らかくなっている気がする。

「先代を完全に再現することも検討したが、シミュレーションの結果、我々を知る八十七パーセントの人物が、我々を誤認することが明らかとなった。誤解の原因となるため、『二代目』としてはこの姿を維持していく方針である。ゆえに、足りぬ服装を補おぎなうにとどめた」

「な、なるほど」

「二代目モーリーとしてすでに受け入れられた以上、徒いたずらに姿を変えるのは好ましくない」

　グレンはなるほど、と思った。

　先代モーリーの姿を知っているものはいるのだろうか、話によればスケルトンだったそうだから、白骨のまま、支配人の仕事をしていたのだろう。

　生前から白骨スケルトン、そしてショゴスの肉体をまとった今――モーリーの姿の変へん遷せんは、およそ普通の人や魔族が理解できるものではない。

　ならば二代目はこのままの姿でいいのかもしれない。

「それにグレン医師を籠ろう絡らくするにも、人じん外がい要素の高い今の姿のほうが相応ふさわしい」

「え――え？」

「ちょっと！　聞き捨てなりませんわよ！」

　ティサリアが声をあげた。

　人からかけ離れればグレンの関心を得られる――というのはモーリーが言っているだけに過ぎないのだが、いつの間にかそんな噂うわさが囁かれることになった。

　人外しか愛せぬ人間の男――などと言われることもあるのだが、現実問題として、人ならぬ三人の女性と婚約しているので反論が難しい。

「お医者様はただでさえ三人と婚約中の身！　これ以上はやすやすと増やせません！」

「歌姫ルララが、第四夫人の座を予約済みという情報があるが？」

「っ！　そ、そうだとしたらなおさら！　五人目なんて！」

「議会書記アルルーナが入ってくるより、事態は簡単と思われるが」

「それはそうかもしれませんけども！」

　この手の話になると収拾がつかない。

　グレンは言い合う二人から目を逸らして、辺りの様子を見た。様々な魔族が行き交かい、収穫祭の準備を行っている。

　教会のほうでは、プラムやメメの姿が見えた。二人でなにやら話している――遠すぎて何を話しているかはわからないが、二人が仲良くなっているならなによりだ、と思えた。

　それはそれとして、ケンタウロスの姿もちらほら見える。

　しかし、『スキュテイアー商会』が関かかわっている割に、その数は少ない。やはりティサリアのように、墓場街の雰囲気を恐れているものが多いのかもしれない。

（なんとか、したほうがいいかな……）

　グレンの密ひそやかなる計画。

　その達成には、収穫祭の成功が必要不可欠だ。グレンはすぐ傍にいるティサリアに悟られまいと、顔には出さずに頭を巡らせる。

「とにかく！　これ以上グレン先生の誘惑はさせませんわ！」

「了解した。誘惑はしない――婚姻届に名を書くだけでいい」

「だーかーらぁー！」

　すぐ傍の言い争いも、グレンの耳には入っていなかった。




　――収穫祭は、もうすぐ。

　様々なものの思おも惑わくが、まるでクモの糸のように巡っていたのだった。














　症例４　怖がりのケンタウロス









　いよいよ収穫祭が近づいてきた。

　リンド・ヴルムの住民は大きく二つに分かれる。

　一つは南部のアルルーナ農場で、祭りを気にせず労働に励はげむ者たち。アルルーナが自みずから指揮を執とり、体力自慢の者たちが臨りん時じの仕事に明け暮れる。今年の収穫量は例年を上回り、臨時手当ても出るとのこと。稼かせぎ時である。

　そしてもう一つが、北の墓場街で祭りに参加するもの。大陸中からやってくる観光客に向けて、様々な商会や団体が、ここぞ商機と張り切っている。ほかにも有志の団体が、数名から十数名のチームを組んで、出し物に参加する。

　今回の収穫祭では、モーリーが一つのルールを取り決めた。

　本来の墓場街は、アンデッドの者たちの住処すみかである。祭りのために生せい者じやを多く呼ぶとしても、本来のルールまでは曲げてはならない。墓場街において、生者の数が死者を上回ることはあってはならない。

　ゆえに――。

「収穫祭の日だけ、死者の仮装をすること……か」

　収穫祭が近づくある夜。

　グレンは診療室で一人、街中に配られた収穫祭のお知らせを眺ながめていた。

　死者、アンデッド、あるいはそれに類する魔女、悪魔などの仮装もよしとされる。ルールの取り決め、などと言うと物々しいが、実のところこれもまた祭りを盛り上げようというモーリーの配慮であった。

　グレンは、サーフェやティサリア、アラーニャと共に、収穫祭を回る約束をしている。サーフェはそのために、今から仮装の準備をしていた――幸い、診療所にあるものを用いれば、死者のように振る舞うことは難しくない。

　だが。

「なんとかしてあげたいなぁ……」

　グレンの中では、『スキュテイアー商会』の問題が頭を巡めぐっていた。

　ケンタウロスたちが、異様に墓場を怖がる件。いやもちろん、グレンとて墓場街の怖さは承しよう知ちの上であるのだが――なにしろ一度取り憑つかれかけた――ケンタウロスたちの怯おびえ方は、少々異なる気がしていた。

「うーん」

　グレンの手元には、小さな箱がある。

　それは先ほど、速達でイリィが届けてくれたものだ。つけられた札ふだには、輝く目を模もした紋もん章しようがある――『キュクロ工房』の職人が作ったことを示す札だ。よくよく見ると、その紋章に涙のマークまで書き足されていた。

　これを作ったメメの、『納期厳しすぎ！』という抗議、だろうか。

「じゃあ、僕も、僕の仕事をしてからだな――」

　小箱は大事にしまってから。

　グレンは頭を搔かく。『スキュテイアー運送』の問題をなんとかする方法だが。実は一つ、妙案を思いついていた。

　治療のアイデアはある。

　しかしその実現のためには、グレンだけではなく、様々な者たちの助力が必要だ。とりあえず、まずは一番身近なサーフェにお願いしてみようか。

「さて――どうなるかな」

　願わくば。

　誰にとっても喜ばしい収穫祭であることを、グレンは望むのだった。




　――そして。

　収穫祭がやってきた。

「あら――――」

　門をくぐった途と端たん、共に訪れたサーフェが声を上げる。

　サーフェは全身に包帯を巻きつけ、血ち糊のりを用いたゾンビ風の仮装だ。サーフェ自身が着飾るのみならず、愛用の日ひ傘がさには巨大な目と、突き出した舌したのデザインが施ほどこされており、まるで傘の形をしたゴーストであるかのような演出がなされている。

　仮装に随ずい分ぶん気合いが入っているので、あるいはアラーニャの協力もあったかもしれない。

「大盛況ですね」

「うん、すごいね……みんな仮装に気合いが入ってる」

「先生は、それでよかったのですか？」

「ま、まあ、門は通してもらえたし……」

　グレンは血まみれのガーゼを片目に張っただけだ。ぱっと見は仮装というより、単なる怪け我が人にんである。

　グレンのような簡易な仮装のものもいるにはいる。しかし大半の人間や魔族は、サーフェのように本格的な仮装だった。さすがに死者と生者を見まがうようなことはないが、参加者の気合いの入りようがうかがえる。

「仮装のための衣装、『荒あら絹ぎぬ縫ほう製せい』がたくさん売っていましたから」

「アラーニャさんも大変だね……」

　いくつ仕事を抱えているのだろうか。苦労していることを外に見せない性格ではあるが、無理をしがちな婚約者のことを少し思う。

　墓場街は、にぎわっていた。

　デッドリッチ・ホテル前の広場では、数々の出店、露ろ店てん。農園でとれた作物を中心にした料理や菓子などなどが売られていた。もちろんメロウガラスやアラクネ製の衣装など、リンド・ヴルムならではの商品も売られている。

　また廃はい墟きよとなっている各建物では、様々な団体が独自のイベントを展開している。戦えるものは模も擬ぎ戦や演武披ひ露ろう、歌えるものはライブや演奏、あるいはそれらを組み合わせてダンス。変わったところでは廃墟を利用したカフェテリアなども行われていた。

「いいい―――――――やあぁぁぁ――――――ッ！」

　などと言っていると。

　叫び声が聞こえた。それも、とてもよく知っている声だ。

　慌あわててグレンは叫び声の方向を探す。廃教会のほうだった。

「何事ですか？」

　サーフェが声をかける。教会の前ではよく知った女性たちが固まっていた。そのうちの一人は――グレンの婚約者アラーニャである。

　彼女は教会の前で、手を組んでいる。顔つきはにやにやとしたもの――明らかになにか企たくらんでいる顔であった。彼女もまた、黒い外がい套とうを羽は織おり、顔には濃いめのメイクを施している。頭の三角帽子や、ドクロの杖つえもあわせて考えると、魔女の仮装だろうか。

「おやま、サーフェ、センセ。こちらはまだ準備中どすえ」

「いえ、今、中から叫ぶ声が聞こえた気がしたのですが……」

「往おう生じよう際ぎわの悪い娘がおってなぁ」

　一体なにが起きているのだろうか。

　グレンは廃教会にかけられた垂たれ幕を見る。『魔女デザイナー・アラーニャのファッションショー』と書かれていた。

「……ファッションショー？」

「左さ様よう。ああ、もちろん妾わらわはモデルやなくて裏方どす。魔女が魔法をかけて、女の子たちを着替えさせるっちゅう催もよおしでな？　今、中でモデルの娘たちが着替えとるんやけど……」

　はあ、と嘆たん息そくするアラーニャ。

　中の騒そう動どうはそういうことなのか。ところで、よく知った声がした気がするのだが、グレンの気のせいなのだろうか。

「た、た、助けてぇぇぇ！」

　バンッ！　と。

　教会から飛び出してきたのは、一つ目の少女であった。

　着ている服はいつもの工房での作業着ではない。黒い生き地じに、フリルやレースを多用した意い匠しようが施されている。スカートや袖そでの部分はフリルで広がり、アンティークドールのようにも見えるのだが――。

「ほーら、メメっち。逃げないのー。一緒に変わろうって言ったじゃん？」

「こういう！　変化は！　聞いてない！」

「ほらほらお化粧まだだし？　続けるよぉー」

「いいい――――やあぁぁ―――ゴスロリ着てるのを皆に見られるのは！　恥はずかしすぎ――――」

　プラムとメメが、わいわいと騒ぎ合っている。

　と――そこでメメの大きな目が、ようやくグレンを捉とらえた。ぱた、とグレンと真ま正しよう面めんから目が合う。

　涙目で叫んでいたせいで、教会前にグレンらがいることに気づかなかったらしい――たった今、この瞬間までは。

「あわわ」

「えっと……メメ、似合っているよ」

「いいいいやああああ――見られたぁぁぁ！」

　メメが顔を覆おおって泣き出した。割といつものことなので、それを心配するような者はこの場にはいなかった。

「と――まあ、準備は多少難航しとりますが、妾のファッションショーは午後開催どす」

「は、はあ」

　モデルの人選は大丈夫か、と思わなくもない。

　しかしアクセサリーショップの出店といい、引っ込み思案なメメが人前に出る機会が増えるのはいいことなのかもしれない。

　モデルはメメだけではないようだし――。

「先生？　あーしはどうよ？　アラーニャ師し匠しようのおかげでバッチリキメキメだし！　ほらほら！」

「いや……プラムはちょっと、アクセサリーが多くない？」

「むっ、今日だけだし！」

　吸血鬼娘プラムもまた、ファッションショーのために衣装を準備しているようだった。しかしその服装は、いわゆるパンクファッションというやつで――各所にトゲを模した意匠などもある。

　また翼よく膜まくが破れないか少し心配になった。

「まぁ？　もし破れたら先生の血をもらうし？」

「いけません。もう二度とあのようなことはさせません」

　サーフェが牙きばを剝むく。血を吸われたことを思い出すと、グレンは苦笑いしかできなかった。

「まあ、翼膜に傷がつかんように気をつけとりますえ。妾の旦だん那な様の血、そうそう吸われたら敵かなわんからなぁ」

「頼むわよアラーニャ」

「はいな」

　嫁たちの団結が頼もしい。

　プラムはくるりと一回転してから、にやりと八や重え歯ばを見せて笑う。

「とりあえずあーしも……人前恥ずかしいけど……でもほら、憧あこがれのイケイケ女子になるにはこれくらいやらないとだし？　それに――」

「めそめそしくしく……」

「メメっちの人見知り見てたら、あーしはまだ全然よゆーだなって思うし？」

　プラムはけらけらと笑っている。

　結局のところ、プラムの人見知りはまだ街に慣れていないがためのものであり――メメのそれとは根本的に異なるのではないか、とグレンは思った。

「そんじゃ、続きやるからー。ほーらメメっち。化粧落ちちゃうよ」

「ううううう、こ、こうなったらモデルでもなんでもやってやるわよぉ！　かかってきなさいってのよぉ！　ううう！　や、やんのかー、おらー！」

「おお、メメっちその調子その調子。みんなぶっ飛ばす気持ちでいけいけー！」

「おおおー！」

　なんだかネガティブな意気投合している。

　プラムに引きずられるようにして、メメが廃教会に入っていった。妙なやる気を出してしまったようだが、大丈夫だろうか。

「ま、あの娘らは妾に任せておくれやす。センセとサーフェは、存ぞん分ぶんに収穫祭を楽しんでな」

「あ、ありがとうございます」

「支配人にも挨あい拶さつしといたらええんちゃう？」

「え」

　アラーニャが、グレンの後ろを指す。

　その先には、モーリーが立っている。シスター服なのは相変わらずだが、ところどころ金きん糸しや銀ぎん糸しを使った刺し繡しゆうが施されている。おそらくは祭礼用の高価な修道服――を、モーリーが擬ぎ態たいで作ったのだろう。

「ここにいたか。グレン医師。薬くす師しサーフェ」

「はい、お邪魔しています」

　サーフェが頭を下げる。

「構わない。今日の墓場街は誰に対しても開かれている。――うむ、仮装も合格。存分に見て回るといい」

「はい、楽しませてもらいますね」

　グレンが頷うなずいた。

　服装以外にも違う点がある――なぜか、モーリーは目を閉じていた。以前は体細胞の不足により瞼まぶたが閉じられなかったのだが、グレンが街中に散ったモーリーの欠片かけらを集めた結果、閉じられるようになったのだろう。

　――目を閉じたままなのは少し気になるが。

「来らい賓ひんの出迎えなど仕事が多数あるため、私は失礼する。収穫祭、楽しんでほしい」

　いつものギョロ目がないと、少し気になる。

　しかし、もしかしたら遠方から来る客を怖がらせないための彼女なりの配慮かと、グレンは思った。

　モーリーは普段から瞬まばたきをしなかった。彼女の顔はあくまで、ゲル状生命体ショゴスが、初代モーリーの顔をかたどったに過ぎないためだ。そうした違和感を減らすために、モーリーは目を閉じているのかもしれない。

「それでは」

「あ、モーリーさん」

　去ろうとするモーリーに、グレンは声をかけた。

「どうかしたか、グレン医師」

「すみません。収穫祭を回る前にやりたいことがありまして――ケンタウロスの皆さんは、どちらにいらっしゃいますか」

　モーリーは首を傾かしげる。いったい何の用があるのか――という様子。

　しかしすぐに気づいたらしく、

「北東の納な屋やを控ひかえ室に使っている」

　と教えてくれた。

「いつでも仕事熱心やなぁ」

　半なかば呆あきれたように、アラーニャはそんなふうに言うが――アラーニャこそ人の何倍も働いていることを、グレンは知っているのだった。




「おや、これはこれは」「若旦那様ではありませんか」

「わ、若旦那はやめてください」

　モーリーに言われた通り、グレンは北東の納屋まで足を運んだ。

　そこでは『スキュテイアー運送』の出し物である、墓場街周遊ケンタウロス車の設備が組まれていた。

　多くのケンタウロスが順番に、観光客を小型車に乗せて運んでいく。納屋のすぐ傍そばに設置された待合所では、すでに多くの行列ができていた。しかし――ケンタウロスの数は、商会の規模に対して少ないように思えた。

　納屋の中にいるのも、ケイとローナの二人だけ。ちょうど周遊から戻ったところなのか、互いの汗あせを拭ふいている状態だった。

「ですがお嬢様と婚約なさったのですから」「我々にとっては主あるじです。いずれお医者様のことは旦那様、お嬢様は奥様とお呼びしなくては」

「そ、そうかもしれませんが、今まで通りで大丈夫です」

「お医者様がそう言うなら」「これまで通りで」

　なぜか少ししゅんとしているケイとローナである。

　今日の二人は鎧よろいを外し、墓場街に相応ふさわしい骨をモチーフにした装そう身しん具ぐを身に着けていた。ケイは右、ローナは左に眼帯もしている。周遊のために動きやすい格かつ好こうだ。

「どうですか？　ええと、墓場街周遊のお仕事は」

「ええ、まあ、はい」「どうにか、こなしてはいますけれど……」

　はあ、と二人同時に嘆息する。

「得え体たいの知れぬ音が鬱うつ陶とうしいのです。この音、他の者には聞こえないらしいのですが」「私は妙な気配を強く感じていて……正直に言います。ここは苦手です」

「やはりそうですか」

　症状の訴えは、ティサリアのそれと同じだった。

　グレンの見る限り、ローナのほうが顔色が悪い。ケイのほうは平気そうだとティサリアは言っていたが、彼女の尻尾しつぽはせわしなく左右に振れている。表に出るかどうかの違いで、なにかの気配――とやらを気にしていることに変わりはないのだろう。

「これをどうぞ」

「これは――？」

「スカディ様の書いたお札ですよ」

　サーフェが取り出したのは、一枚の長方形の紙であった。

　表面には、赤や黒のインクでなにやら文もん言ごんが書き込まれている。魔族古代語だと思われるのだが、グレンには読むことはできない。サーフェは束になったそれを、ケイとローナに渡していく。

「身体からだに貼はり付けておけば、邪よこしまなものは遠ざけられるそうです」

「まあ、それは」「本当に効きくのかしら」

　ケイはとりあえずとばかりに、ローナの服を脱がせた。いきなりだったのでグレンはぎょっとする。

　しかしローナのほうは素す肌はだを隠す素振りもなく、白いうなじと背中をむき出しにしている。

「別に見てもいいのですよ、お医者様」「我々はお医者様の従者ですから」

「い、いえ、そういうわけには」

　立場上そうなるのかもしれないが、だとしてもグレンは二人と結婚するわけではない。たやすく誘惑に乗ってしまうと、隣のサーフェの視線が怖い。

「まあ冗談は置いておいて、ぺたり……と」

　ケイが、ローナの背中に、湿しつ布ぷのように札を貼り付けた。

「――？」

「どう、ローナ？」

「うーん……いえ、特になにも……あら？」

　ローナは辺りを見回す。

「妙な気配が少し、薄れたような」

「本当に？　私にも貼って貼って」

　ケイもまた上着を脱ぎだす。グレンの前でもお構いなしなので、グレンは慌てて目を逸そらした。見せつけている可能性は十分にある。

「はいはい、どうぞ、ケイ」

「ふむ――確かに気配が、消えた？」

「もしかすると、お医者様がこの納屋に来た時から……？」

「なるほど。あり得るね。なにしろサーフェさんが山ほどこのお札を持っているわけだからね」

　さすが二人は鋭い。

　ケンタウロスが悩まされている、墓場街の謎の気配。その正体に勘かんづいたグレンは、今日のために大量の札を準備していた。

「ケンタウロス車にも同じものを貼り付けておくといいと思います。魔ま除よけに効果抜ばつ群ぐんだと思いますよ」

「ではやはり……」「我々の感じた気配は、ゴーストだと？」

「そうですね。ケンタウロスの皆さんは気配に敏感です。僕らにはわからない低級霊にも、敏感に反応してしまうんでしょう」

　じいい――っと。

　ローナが、その垂れ目でグレンを見つめていた。同調するかのように、ケイもグレンを見つめている。

　ああ、疑われている――とグレンは息を吐く。

「それが本当でしたら――このお札」

　ローナが札を一枚とり。

「なぜお医者様が配っていらっしゃるのでしょうか？」

「はい？」

「いえ、墓場街が作られたとき、街へゴーストを隔かく離りして、対ゴーストの柵さくを用意したのは中央議会――ひいては竜りゆう闘とう女じよ様かと。であるならば、このような札も議会が用意するのが当然では？　それをお医者様がやってらっしゃる――管かん轄かつが違う、のではありませんか？」

「ええと……」

　グレンは困ったように笑みを浮かべるしかない。

　ローナの追及から逃れられるとはとても思えなかった。彼女の言う通り――ケンタウロスたちが感じている不安の原因は、ゴーストなどではない。

　形を持ち、明確に対処できる存在なのだ。

　だからこそ、医者であるグレンが対応している。

「とにかく、そのお札の効果は保証しますので――その、ティサリアさんには内密にしていただけると」

「ああ……」「なるほど」

　ケイとローナは、グレンの言葉に頷く。

「怖がりのお嬢様には」「幽霊が原因、としておいたほうがいいと、そういうことですわね」

「はい」

　苦笑するしかないグレンだ。

「ひとまず私ども、これを仲間に配って参ります」「車にも貼り付けておかないと」

「ありがとうございます。えっと、ティサリアさんは？」

「先ほど周遊に出ましたので」「直じきに戻ってまいります。お待ちくださいませ」

　二人は衣服を直してから、納屋の外に出て行った。残されたグレンとサーフェは、ふう、とため息をつく。

「ケイさんとローナさんは、ごまかせないね」

「はい――ですが、彼女らがスカディ様お手製の札だと言って配ってくれれば、効果は出るものと思います。こういうのは思い込みの力も大きいので」

「それならいいんだけどね」

　あとは、ティサリアだ。

　彼女は特に怖がっていたように見えた。しかし今、墓場街の周遊に出ているという。責任感の強い彼女のことだ、いくら墓場街が怖かろうとも、最終的に仕事を放ほう棄きすることはできなかったのだろう。

「とにかく札があれば、ケイさんたちも仕事に支障はなさそうですね」

「そうだね――スカディさんの名前は大きいってことかな」

「竜闘女様が、札をすべて書いたわけではないですけれどね」

　そう。

　スカディお手製の札という触れ込みではあるが、スカディが書いたのは最初の一枚だけであった。残りの札はそれをお手本としてグレンとサーフェが、見み様よう見み真ま似ねで書いたものである。

　説得力を持たせるくらいには似せられた――とグレンは思うのだが、もちろんそれらの札に、ゴースト除よけの呪じゆ力りよくなど込められるはずもない。

　それでも、効果は発はつ揮きした。

　つまるところ、ケンタウロスたちを悩ませるものの正体は別にある、ということなのだ。

「ケイ、ローナ、今戻りましたわ――あら？　お医者様」

　などと言っているところへ。

　汗を拭きながら、ティサリアがやってくるのであった。




「そう、お医者様が、スキュテイアー商会のために対策を……」

「はい、僕の……ええと、妻の商会ということになると思いますので。僕にもなにかできることがあればな、と」

「お医者様……」

　ティサリアが、頰ほおを上じよう気きさせたままグレンのことをじっと見つめた。

　グレンもまた、ティサリアのことを見つめる。照てれくさくはあるのだが、グレンの正直な思いであった。

「はいはいはい！　イチャつきません！　グレン先生、処置に来たんですよ」

「あ、うん、わかってる」

　サーフェは、荷物からいつの間にか必要なものを取り出していた。

　インク壺つぼである。

　赤と黒、二種類のインクが壺に入っている。それと同時に、サーフェは毛筆も取り出していた。毛筆の先端に、二種類の塗料を浸ひたしていく。

「すみませんが、お札はもうすべて配り終えてしまいました。実はティサリアの分はもうないんです」

「はい――？」

「なので、魔除けの呪じゆ言げんを、直接書き込みます」

「な、なんでそうなるんですの！」

　ティサリアは声を上げる。

「すみません、お札の用意が……間に合わず……」

「い、いえ、だからといって……直接！　書き込む!?　そ、それでちゃんと効果があるんですの？」

「効果は間違いありません。魔除けになります」

　グレンは頷いた。

「し、失礼ですけど……お医者様はそうした魔術というのは本職ではないはずでは？」

「呪言に関しては、スカディさんに教えていただきました。それに、僕が魔術を使うわけではありません。あくまでもインクで文字を書くだけですから……」

「な、なるほど――」

　ティサリアはまた納得する。

　リンド・ヴルムの住民には、意外と識しき字じ率にバラつきがある。街新聞や議会広報などを読まなければならない関係上、多くの住民が文字は読めるが――その一方、文字を書くことに関しては、限られた一部の者の特権だ。リンド・ヴルムに教育機関が存在しないことも一いち因いんではある。

　スラム育ちのイリィ、貧びん乏ぼうで教育を受ける余裕のなかったルララなどは、おそらく文字を読めても、書くことはできないだろう。文字を書ける、というのはそれだけである種のエリートなのだ。

　もちろん、グレンは文字を書ける。大陸公用語、人間領の文字のみならず、スカディから教えてもらうだけで――見様見真似であっても、古代文字を書くことさえできる。いくつかの言語を知っているが故ゆえの習得の早さだ。

　こんな形で役に立つとは思わなかったが。

「とりあえず服を脱いでいただいて、体に書き込みますね」

「う、うう……まさかこんなことになるだなんて」

「やめてもいいんですよ」

　サーフェが横やりを入れるが。

「とんでもありませんわ。これで墓場街での仕事ができるなら問題ありません。それに、他の殿との方がたならともかく、グレン先生ならわたくしも望むところです」

「責任感の強いことですね。それでは先生、お願いしますね」

　グレンは、サーフェの用意した筆を手に取る。

　一方ティサリアは、墓場街にふさわしい黒の服を脱いだ。闘士ティサリアの引き締まった肉体が露あらわになる。

　豊満な胸を両手で隠すのだが、当然だがティサリアの胸は手で隠してもあまりある大きさであった。乳房が手で押さえつけられて、むしろその弾力が強調されてしまっている。

「お、お医者様、早くしてくださいまし」

「は、はあ。ティサリアさん、身体を見られるのは平気だったのでは」

「服を脱ぐのはさすがに恥ずかしいですわ！　そ、それに婚約者とはいえ、好いた殿方に半はん裸らを見られるのも……それはちょっと……」

「そ、そうですか」

　そう言われてはグレンも恥ずかしくなってきてしまう。

　上半身に一糸まとわぬティサリアを意識しないよう気をつけつつ、彼女の白い背中に目を向けた。

「ひとまず背中から書いていきますね」

　まずは黒いインク。

　毛筆の先が、ティサリアのうなじに触れる。

「ひゃぁぁんっ！」

「あ、冷たいですか？」

「つ、冷たいというか……くすぐったくて」

　インクをたっぷり含んだ毛筆がティサリアに触れるたびに、ティサリアの肩がびくんと震える。

「馬の毛を使った、上等な毛筆なのですが……」

「お、お医者様がもっと思いっきり書いてくださればいいのにぃ！　さわさわ……ってなるのがちょっとくすぐったくて……んひゃっ！」

「すみません、文字を書かねばならないので、あまり乱暴には」

「しょ、しょんなぁ」

　くすぐったがりらしい。ティサリアらしいといえばらしい。

　グレンは文字を書き込んでいく。魔族古代語の文字は画数が多く、丁てい寧ねいに書いていかないとすぐに字体が崩くずれてしまう。

　しかし、そんな繊せん細さいな書き方がむしろティサリアにはくすぐったいらしい。

「んひゃあんっ」

「あの、ティサリアさん、身じろぎされると書きづらいのですが」

「ひゃっ、そ、そんなこと言われましても……！」

　顔を真っ赤にしながら、ティサリアは困ったように眉まゆを寄せる。

「んんっ、ふっ、ひゃふっ」

「よし……では、下のほうにも書き込んでいきますね」

「ひ、ひぃん……！」

　ティサリアはおずおずと、自分の下半身の装備を外していく。サーフェもそれを手伝った。鞍くらに似た装備は、なかなか一人で外せるようなものではない。

　鞍を外すと、ティサリアの黒い毛におおわれた下半身が出てくる。

「お、お医者様、あまり見ないで」

　ティサリアは尻尾で、お尻しりの周辺を器用に隠す。上手に隠せるものだとは思うが、それはそれでむしろ扇せん情じよう的に見えてしまった。

「大丈夫ですよ、こちらにも文字を書いていきますね」

「お、お願いいたしますわ――ひひぃんっ！」

　今度は赤いインクでもって、ティサリアの体に文字を書いていく。なるべく服を着た時に、文字を書かれていることがバレないように――服や装具で隠れる部分を中心にインクを乗せていく。

「んんっ……ふっ、あん……ッ！」

「動かないでくださいねー」

「そ、そう言われましてもぉ……！」

　尻尾や耳がふるふると震えている。くすぐったいのだろう。唇くちびるを嚙かみしめて感触に耐えている。

　背中をなぞるように線を引いていくグレン。わずかのズレもなく――というわけにはいかないが、なるべく正確になるよう気を遣つかわなければならない。

「ん、むっ、んんん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　悶もだえるのを必死で耐えるティサリアを見て、グレンは、

「あっ、んんっ、お、お医者様……あの」

「はい、なんですか」

「身体に文字を書いて……ほ、本当に効果があるんですの？」

　ティサリアはいまだに半信半疑のようだった。

　なぜ信じてくれないのだろう――とグレンは首を傾げて、やがてこちらにはグレンの知っている昔話が伝わっていないのだ、ということに気づく。

「実はですね、ティサリアさん。東には一つの御お伽とぎ噺ばなしがありまして」

「ひゃあんっ!?　お、御伽噺……？」

「はい、とある盲もう目もくの僧そう侶りよが、幽霊に狙ねらわれて毎夜毎晩、幽霊の宴会に呼び出されるという話です。それを聞いた別の僧侶が、彼の全身にお経きよう……ええと、退たい魔まの呪言を書き込んだのです。全身にびっしりと、隙すき間まなく」

「は、はあ……？」

「盲目の僧侶はそれで幽霊たちの目を誤ご魔ま化かしたのですが、唯ゆい一いつ、耳にだけ呪言を書き忘れてしまったため、幽霊たちに耳を……」

「ひいいいいぃぃぃっ!?」

　ティサリアがその全身を震わせる。

　しまった。

　そういえばティサリアは怖い話が苦手だった。グレンにしてみれば単なる昔話なのだが、聞き慣れないものにとっては、この話は怖いものだったかもしれない。

「こ、怖いのはいやですわぁぁぁ！」

　たまたま目の前にあったサーフェの尻尾を、まるで抱き枕かなにかのようにがっしりと摑つかんだ。ヘビの尻尾をぎりぎりと摑まれて、サーフェが目を細める。

「さ、サーフェ、怒らないであげてね？」

「平気です、怒ってません……ケンタウロスの体温は高いのでちょうどいいです」

　むぎゅぎゅと尻尾を摑まれても、サーフェは平然としていた。

　ティサリアの力は相当に強いはずだが、サーフェの尻尾もまた筋肉の塊かたまりともいうべきものなので、丈じよう夫ぶなのだろう。

「とにかく、東のほうにそうした話があるので……退魔の技術の参考にしたんです。スカディさんにも、それを前提とした呪言を教えてもらいましたので」

「は、はあ、なるほど……うひゃうっ」

　グレンの筆は、背中から腰のあたりまで下りている。

　ティサリアの腰――人間のような肌と、馬の毛が生えている境目に、グレンは筆を走らせていく。ティサリアの白い肌に、赤のインクが重ねられた。

「あんっ……ひぃんんんっ！」

　ぴくり、ぴくりとティサリアの身体が痙けい攣れんしていく。

「んひゃあぅ……！　お、お医者様、ま、まだですのぉ……？」

「そうですね、あと少しです」

「あんっ、ひゃうぅ……お、お医者様、なるべく早く終わらせてくださいませ……わたくし、我が慢まんの限界で……」

　ティサリアがそんなことを言い出す。

　彼女のうなじ、背中、そして直のボディラインを描く黒い馬体にかけて、赤と黒のインクで細かい文字が描かれている。

　しかし毛筆で体を撫なでられ続けたティサリアは、はあはあと息を荒くしていた。グレンも、こうしたくすぐりには強いほうではないので、気持ちはわかる。

「わかりました。仕上げはお腹なかです」

「お、お腹!?」

「はい、ええと……丹たん田でんに書き込むらしく」

　つまり下腹部である。

　ティサリアは少し戸と惑まどったように、目線を左右にさまよわせていた。

「――以前は自分から見せていたじゃないですか」

　サーフェがジト目で言う。

「お、お医者様が婚約者になってからは初めてですもの！　そ、それにこういうことにはムードというか、雰ふん囲い気きが」

「何の話ですか。治療ですよ、治療」

「う、うううう……！」

　ティサリアはわずかに涙目になりながら。

　それでも体をグレンのほうに向けてくれた。浮き上がった腹ふつ筋きんがよくわかる。日々のトレーニングの成果なのか、彼女の筋肉はいつかの健康診断よりさらに頑がん健けんになっているようにも見えた。

「それでは失礼しますね、ええと……文字ではなく、図柄を書くそうです」

「んひゃあんっ！」

　グレンは筆を当てていく。

　下腹部はなかなか鍛たん練れんするのが難しいと聞く。そこに筆が走った時、ティサリアがひときわ甲かん高だかい声をあげた。

「ひいいいぃぃんっっ！」

「あ、動かないでください」

　文字を書くことに集中しているグレンは、冷静に言ってのける。

「お、お医者様、そこはやっぱり……ひ、ひひぃぃん……！」

　身じろぎしそうになるティサリア。

　しかし、それをサーフェの尻尾が的確に押さえつけていた。最初はティサリアが摑んでいたはずなのに、いつの間にやら逆になっている。サーフェがその尻尾でティサリアの動きを制限していた。

「んんっ、ふひゃああっ！　あ、そ、そこぉ……！」

　ティサリアの腹筋が、ぴくりぴくりと反応する。

　先ほどから聞こえる、がすがすという音は、我慢できずに蹄ひづめが地面を蹴ける音だろうか。

　サーフェが固定してくれているおかげで、ずいぶんと書きやすい。

「んっ……！　ひゃっ――ああんんんんっ！」

　下腹部に、赤いインクで図柄を描く。

　中心に円を描き、その周りに二本の曲線を描く模様だ。ハートマークのようにも、カップを模した抽象図のようにも見えるが、スカディはこの図柄の意味は教えてはくれなかった。

　呪じゆ術じゆつ的に、とても意味があるらしいが――よもや卑ひ猥わいな意味ではないだろうな、とグレンは内心、わずかに疑っていた。

「んんっ……うんっ……――んんっ！　んんんんんっ」

「あっ」

　ティサリアの声がさらに激しくなる。そのせいで、筆の先端がわずかにずれた。

「んんあああううううう―――――――っ！」

　ティサリアが、ひときわびくびくと震える。

　グレンは少しだけズレてしまった線を残念に思いながら、しかしおおむねよく書けたのではないか、と自じ画が自じ賛さんした。

「はい、終わりましたよ、ティサリアさん」

「はあ……んぁ……お、お医者様……これで効果がなかったら、一生恨うらみますから、覚悟してくださいまし……」
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「ご心配せずとも、一生一緒にいますから」

「ひんっ」

　グレンの自覚のない殺し文句に――。

　ティサリアはただでさえ赤くなった顔を、より一層赤くするのであった。




　墓場街の喧けん騒そうが、遠くに響く。

　リンド・ヴルムの端にある墓場街でも、さらに端。呪じゆ防ぼう柵さくの張り巡らされたあたりに、グレンたちはいたのだった。

「にぎわってるね、収穫祭」

「はい。先生。ケンタウロス車の周遊も、ずいぶんと人気のようです。よかったですね、お札の効果ですよ」

　サーフェは笑みを浮かべて、そう言ってくれる。

　それは、自分たちの治療が上手うまくいったからというよりもむしろ――仕掛けたイタズラが上手くいった時のような、どこか子供じみた笑みだった。

「いいんですか、先生、言わなくて」

「いやあ、だってさ……」

「まあ、言えませんよね。ケンタウロスさんの感じている不安に、幽霊や墓場街は関係なくて――お札にも呪言にも、退魔の効果なんてない……なんて」

「そうでしょ？」

　互いにふふふと笑いあうグレンとサーフェ。その様子は夫婦というより、無邪気な姉弟のようであった。

「もし本当のことを言うと、ケイさんもローナさんも、ティサリアさんも、より気にしちゃうと思うんだよね」

「そうですね。だからこそ、退魔の札や退魔の呪言などという噓うそを騙かたったわけですからね」

「収穫祭の間だけ、噓を信じてもらえばいいと思うんだ」

　グレンは、柵にかけられたクモの巣を指す。

　それは間違いなくクモの巣ではあるのだが――なんと糸でドクロのような図柄が描かれた、芸術的なクモの巣であった。無論、野生のクモが糸で絵を描けるわけがない。これはアラクネ族が張った網あみである。

　ドクロ、コウモリ、そしてクモなど――クモの糸で描かれた図柄は、呪防柵の間に、おおよそ等とう間かん隔かくで並んでいる。これだけを見るならば、収穫祭を彩いろどる、墓場街ならではの演出の一つであるが――。

「あら、センセ」

　バリエーション豊かなクモの巣を張った張本人――アラーニャが、グレンを見つけた。

　今まさに、また一つクモの巣を張るところだったようだ。四本の腕で編あんだクモの巣を、ひょいっと飛ばす。一いつ塊かいの糸に見えたそれは、空中で平べったく広がり、柵と柵の間に、空を飛ぶ魔女の図柄を生み出した。

「器用ですね……さすがです」

「東にも、糸で図柄作る風習があるやろ？　なんやったっけ……あやとり？　それと同じようなもんどす」

　アラーニャはなんでもないように言うが、この技わざに熟達するのは並なみ大たい抵ていではないだろう。

　もちろん、このクモの巣はただの飾りではない。

　なにしろ、アラーニャを含めた『荒絹縫製』の面々に、このクモの巣の設置を頼んだのはグレン自身なのだから。

「すみません、お忙しいのに、さらにこんな仕事まで頼んでしまって」

「なあに。ファッションショーのほうは趣味やし、そもそもモデルが主役やからな。妾、当日はさしてやることありまへんのや。糸を巡らすくらいでお役に立てるなら安いもんどす」

　なんでもないことのように言う。

　とはいえ、今日までのアラーニャ――ひいては『荒絹縫製』の活躍は目覚ましい。墓場街を訪れるものの大半の仮装は、『荒絹縫製』によるものだ。当日は暇ひま、というのは噓ではないのだろうが――。

　逆に言えば、今日までは多忙だったということだ。そこに急な仕事を頼んでしまったのだから、グレンはより申し訳なさを感じた。

「それより」

　アラーニャは。

　指先に括くくりつけた糸を振り回す。しゅっ、という音とともに、なにかが糸の先に捕まった。ぶぶぶ、と虫の羽音が響く。

「本当なん？　この……羽虫が、ケンタウロスの不安の正体、いうんは」

「はい、おそらく間違いありません」

　糸の先端には。

　蚊かのような黒い虫が捕まっていた。逃れようと羽ばたいているが、アラクネ糸の粘着力からは逃れられないようだ。

「一般的な蚊よりかなり小型、かつ動きが素早い、そしてその割に羽音がほとんどない……糸に捕まっている今はともかく、自由に飛んでいるときにこの存在に気づくのは難しいでしょう。蚊といっても家庭で見られる種類とは異なります――まったくの新種、あるいは墓場街の環境に適応した『デッドリッチ蚊』とでもいうべき種類かもしれません」

「はあ、センセ、蚊にもお詳くわしいんやなあ」

「ハエや蚊は医学において無視できない生物です。病原の媒ばい介かいと言われますし、最悪、幼虫による寄き生せいの可能性さえあります。主に悪い意味ですが……詳しくならざるを得ませんでした」

　ここでとらえた蚊は。

　小型かつ高速――蚊ではあるが、その飛行能力はハエに近しいものがあるかもしれない。グレンが仮に名付けた『デッドリッチ蚊』は、糸の拘こう束そくから逃れようと、羽音を鳴らしている。

「前から気になってはいたんです。墓場街は昼夜問わず、何故なぜこんなに暗いのか。瘴しよう気きで空が覆われているということでしたが……」

「なにか気になるん？」

　クモの巣を張り続けながら、アラーニャが首を傾げた。

「はい――僕の学んだ学問において、瘴気というものは存在しません。この正体定かならぬものについて考えていたんです。瘴気とはなんだろうか。空を覆い、太陽を遮さえぎるほどの存在とは一体なんだろうか、と」

「ふむ？」

「とある文ぶん献けんには、瘴気というのは蚊の大群ではないか――とありました。つまり、あの瘴気は、『デッドリッチ墓場街』に適応した無数の羽虫……」

　墓場街には、死体が山ほどある。

　大たい半はんは支配人モーリーによって適切に処理されている。しかしこの墓場街には、ゾンビなど特殊な死体も多くいる。全すべてのゾンビが防腐処理をなされ、衛えい生せい的に良好なわけではない――いや、今は観光客を相手にするために処理されているかもしれないが。

　グレンは考えたのだ。

　墓場街に適応した、特殊な虫の群れが存在するのではないかと。

「農場では、飛蝗ばつたの群れが空を覆うこともあるといいます。似たようなものではないかと」

「待ってください」

　サーフェが片手をあげた。

「リンド・ヴルムが今の形になったのはおよそ十年前です。墓場街も作られたのはその後……いくらなんでも、蚊がこの場所に適応して進化するには、期間が短くありませんか？」

「うん。この蚊は進化したわけではないね。どこかで細ほそ々ぼそと暮らしていた蚊の一種だけど……たまたま墓場街と相性のいい生態だったのかもしれない。だからここで大繁はん殖しよくした――空を群れて覆うほどに」

　墓場街は常つねに薄暗い。

　それは――上空に滞たい留りゆうする、羽虫の群れだったのだ。

「……なんだか見上げるのが気分悪くなってきました」

　サーフェは言う。グレンも同感だ。

　しかしあの大群は墓場街のみに生息している。あれらが街に来ることはないだろう。ならば共存できるのではないかとも考えた。

「だから、虫よけ薬を混ぜた塗料を、サーフェにお願いして作りました……まあ、ケンタウロスの皆さんには、幽霊よけとしてお渡ししたのですが」

　有害な幽霊がいるのであれば、スカディやモーリーが黙っていない。

　その彼女らが、ケンタウロスの問題には積極的に介かい入にゆうしようとしなかった。つまり彼女たちは、原因が幽霊でないことを知っていたのだ。

「敏感なケンタウロスは、蚊の存在に気づいてしまう――けれどすばしっこいこの蚊を見つけることはできなかった。結果として、音や気配ばかりを感じて、それを幽霊の仕し業わざだと思ったのでしょう」

「はあ、噓ついたままでええのん？」

「虫が多い……というよりは、幽霊の仕業ということにしたほうが不快感は少ないかな、と思いまして」

　グレンは苦笑する。

　幽霊の仕業であるということを示すために、わざわざスカディから古代文字を真似て、見様見真似でも呪言を書けるようになった。虫よけの塗料を直接体に塗ったティサリアならば、更さらにその効果を強く実感することだろう。

「虫を根絶することはできませんし、それなら幽霊と思い込んでもらったほうがいいと思って、サーフェと一緒に一ひと芝しば居いうったわけです」

「なるほどなあ、それで、妾たちにクモの巣を張らせたわけなんね」

　よくよく見れば。

　アラーニャの作ったクモの巣には、すでに羽虫がひっかかっている。

　アラーニャは『荒絹縫製』のアラクネたちに頼んで、同じものを墓場街中に仕掛けてもらったのだ。

　観光客から見れば、ちょっと変わったクモの巣。しかしその実態は、墓場街の羽虫を減らすためのトラップである。

「お忙しいところ、すみませんアラーニャさん」

「ええんよ。収穫祭の成功は妾の望むところやからな」

　ふふ、とアラーニャは笑う。

　瘴気の正体――そしてケンタウロスの不安の正体が羽虫ではないか、と思ったときから、グレンは様々な者に協力を頼んでいた。

　スカディには呪言と、それらしい札を書いてもらった。サーフェにはインクと称した虫よけの薬を作ってもらったし、アラーニャと『荒絹縫製』の面々にはもちろん、虫を捕るためのクモの巣の設置だ。

「巣を張ってて思ったんやけど……クモの巣、全然なかったんよ。もしかして収穫祭で取り払ってしまったんかな？」

「そうかもしれません。墓場街の瘴気が問題にならなかったのは、もしかするとクモたちが巣を張っていたからかもしれませんね。羽虫はクモには格かつ好こうのエサでしょうから」

　クモは見た目から嫌われることもあるが、害虫を食べてくれる益虫だ。クモは殺すな、とグレンも故郷でよく言われていた。

　いずれは公衆衛生の観点からも、モーリーと相談して、羽虫の管理も考えなくてはならないと思われた。そのためにも、クモの巣を張っておくのは大事だろう。

「先生、お話はそれくらいで……問題も解決しましたし、そろそろ……」

　サーフェが。

　おずおずと、尻尾をグレンに巻きつけてきた。彼女の尻尾の先端がひんやりとグレンを冷やす。

「なんやの？　これから二人で楽しむん？」

「ええ。墓場街を回る約束をしています。私も虫よけの薬作りで、ろくに遊んでいません――今日くらい、楽しめたらと思います」

「それはちょっと――妬やいてしまいますな」

「えっ」

　アラーニャが。

　がしっとグレンの手をとった。四本の腕を器用に絡からめて、グレンの腕を放すまいとする。

「あ、アラーニャさん」

「妾も忙しい中、センセのお願いを聞いてあげましたえ。だったらご褒ぼう美びもろうてもええやろ……ちょっと一緒に回るだけ」

　サーフェががらがらと警けい戒かい音を鳴らした。

「ちょっと！　私が先です！　あなた、都合のいい女で良いって言ったじゃないの」

「収穫祭の時くらいワガママにならんと……こういうのは緩急どす。いつもいつも便利に使われる女と思われるのも、プライドが許さへんのや」

「そうだとしても私が先よ」

「サーフェはもう回ったんですやろ」

「それは治療のためで……！」

　また言い合う。

　グレンは――三人の女性と結婚すると決めた。だからこそ、彼女たちのためにどんなことでもする覚悟がある。しかしきっと、自分がどれだけ平等に接しても、彼女たちの言い争いは絶えないだろう。

　それがサーフェたちのコミュニケーションなのだ。アラーニャなどは、もはやサーフェと言い争うのを楽しんでいるフシさえある。

　自分にできることはなんだろう。

　グレンは白衣のポケットに忍ばせておいた、小箱に触れた。

「あの……」

　それを取り出して。二人に見せる。

　メメのショップの作品であることを示す紋章が、二人の目にも入った。

「渡したいものがあるんです――お二人に」

「先生？　これは」「あらあらまあまあ」

　収穫祭の成功。

　それはこの日のために。

　グレンはグレン自身の思おも惑わくで――婚約者にできる最大のことをしてあげたくて、そのために収穫祭の成功に尽じん力りよくした。

　収穫祭で――この小箱の中身を渡せたのなら、それに勝る喜びはないと思ったから。

「なんですか……これ？」

　サーフェはぱかりと、小箱を開ける。

　中身を見て――サーフェの表情が大きく変わるのを、グレンは見逃さなかった。

　今日まで頑張って、本当に良かったと思えたのは――サーフェのそれが、満面の笑顔に変わったからだった。
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「ひい。ひい。ひいぃ」

　廃教会の中で、メメは声を上げていた。

　もはや緊張と妙な興こう奮ふんで頭はまともに働かず、這ほう這ほうの体ていで教会の奥まで逃げている。先ほどまで行われていたファッションショーでは、メメとプラムが交互に衣装を変えながら、観客の前で歩くだけ――だったのだが。

「メメっちなにしてんの？　犬の真ま似ね？」

「誰が犬よ！　立てないのよ！」

「なんで？」

「き、緊張したのよ、ひぃ……ひぃい」

　犬というよりは生まれたての小こ鹿じかである。

　なにしろメメは人前で注目を集めるのに慣れていない。人見知りをなんとかして、プラムに街に馴な染じんでもらうためのファッションショーであったのだが。

　終わってみれば、メメは慣れないことをした反動で完全に消しよう耗もうしていた。

「ていうかプラム！　アンタも人のこと言えないでしょ！　ガチガチだったじゃない！　イケイケなリンド・ヴルムデビューはどこいったのよ」

「うぐ……だ、大丈夫だし！　ガチガチなのバレてないし！　クールで無口なキャラだって思われたに決まってるし！」

「くっ……自分だけ良いポジション確保して」

　事実。

　プラムの整った容姿と、ミステリアスな吸血鬼という種族は、彼女をそうした性格だと思わせる一いち助じよになっていた――ここ数日一緒に行動していたメメから見れば、プラムのそれは単なる緊張と対人恐怖のなせる業わざなのだが。

　もちろんメメも緊張でガチガチだった。

　しかもメメは、その人見知りぶりをリンド・ヴルムの皆に知られている。クールでミステリアスな女性だなどと、今いま更さら間違っても思ってもらえない。

　擬ぎ態たいに成功したプラムと、擬態など望むべくもないメメ。

　そのうえ秘密だったゴスロリ趣味まで大公開されてしまった。なんでこんなことになったのか未いまだによくわからない――。

「ううぅ、いつの間にかアラーニャさんはいないし……うおげえ」

「ちょっと。吐かないでほしいし」

「吐いてないわよぉ！　えずいてるだけ！」

「どっちにしろやべーじゃん」

　プラムが呆あきれて言う。

　アラーニャは、着飾って行けば理想の自分になれるかも、と言っていた。しかし結果はどうだ、彼女に乗せられてファッションショーなどやってみても、メメは対人恐怖症の自分を再認識し、あまつさえ自分の趣味が暴ばく露ろされただけだった。

　プラムはまだいい。素すの自分を上手うまく隠せただろう。

　というかコイツ、言うほど人付き合いが苦手だとは思えない――メメのような本物のコミュニケーション不全は、どうしたらいいのか――。

「まあ、お客さんにカワイイって言われてたし、いいじゃんメメっち」

「――ほえ？」

　メメが首を傾かしげた。

「なに、聞いてなかったの。あれだけカワイイ、カワイイ、単たん眼がんカワイイって言われてたじゃん」

「き、聞いてなかったっていうか……あの、緊張で耳に入ってなくて」

「がっつり言われてたっしょ」

　プラムはなんでもないことのように言う。

　メメは自分がカワイイなどと思ったことはなかった。いや、ファッションショーに出たところで、褒ほめられるのはプラムの容姿や、アラーニャの服ばかりだと思い込んでいた。

　だから。

　自分が褒められる、というのは――予想外で。

「……へへ」

　思わず笑みがこぼれる。

「でへへへへへへへ」

「メメっち、チョロい男とかに引っかかんないでね、マジで」

「なんの話をしてんのよアンタはぁ！」

　めぎゃ―――――っ！　と威い嚇かくするメメ。

　プラムはクールだ。少なくともメメに対しては、気さくでフランクで、でもかっこいいプラムである。彼女はいずれ本当に、イケイケのなりたい自分になれることだろう。

　対して自分は。

　憧あこがれはある。ルララにもイリィにもアラーニャにも憧れている。彼女たちは明るいし、強気だし、社交的だ。うらやましいとは思うのだが――果たして自分が、同じようになりたいのかと言われると。

　少し違う気がするメメだ。

　ただ。

　着飾った自分を褒めてもらえるのは、とても嬉うれしかった。アラーニャが言いたかったのはこういうことだったのだろうか。

　それが着飾った噓うそであっても、賞賛があれば嬉しい。

　いつか。

　いつか真正面に、ありのまま自分を褒めてもらえたら――その言葉をまっすぐ受け止められる自分になりたい、とメメは思った。

「さ、衣装は着替えてジュース飲み行こ。もう喉のど渇かわいちゃった」

「え……いや、私、帰るわよ？　店番しなきゃ」

「噓。マジ？　今日くらいいいじゃん」

「いや。帰る。人多いとこムリ」

「いーじゃん！　ってばぁ。メメっちいないとあーしぼっちなんだよぉ～」

「適当に声かけなさいよ」

「むりぃ。そういうのムリぃ！　でも友達いないと思われるのもムリぃ。ねえお願いメメっち、ジュースおごるからさぁ」

　きぃきぃ泣きながらプラムが縋すがりついてくる。

　メメはどうにかこうにか立ち上がりながら、ふと、思った。

　そういえば先ほど出会ったグレンたちはどうしているだろうか、と。グレンからの注文の品は、この間、彼に届けたばかりだ。

「メメっち、なんで笑ってるの」

「な、な、なんでもないわよ。ていうか、縋りつくの止やめなさい。アンタのクールなイメージ台無しになるわよ」

「きぃぃ……メメっちがあーしにだけ冷たい！」

　自分の作ったアクセサリーは今頃、しかるべき人の手に届いているだろうか。

　もしそうなら文句はない。仮に自分自身がダメダメであっても――自分の作ったもので誰かを喜ばせてあげられるなら、それはそれでいいことだ。

　そこまで考えて。

　ああ、これがもしかすると、なりたい自分なのかもしれない――そんな風に思えた。たとえ自分のことは褒められないメメであっても。

　自分の作ったものは、自分で思いっきり賞賛することができる。

「仕方ないわね、つ、付き合ってあげるわよ」

「いえい。あーしね、ピーチ味」

「うう、なんでこんなことに……」

　吸血鬼娘が無邪気に喜ぶ。まったくどこがクールなのか。

　そんなプラムに呆れつつも――少しだけ前向きに、収穫祭を楽しめそうなメメなのであった。














　エピローグ　墓場街収穫祭









　がたごとと、車が進む。

　それは『スキュテイアー運送』墓場街周遊の車であった。簡かん素そな作りであり、座席に座れるのはせいぜい二人。体の大きな種族なら一人が限界だろう。

　しかし設しつらえられたソファは心地よく、車輪の作りがいいのか揺れも少ない。グレンは心地よさとともに、車を引くティサリアを眺ながめた。

「サーフェやアラーニャとは、もう回ったんですの？」

「はい。少しの時間ですが……楽しく過ごしました」

　ティサリアの言葉にグレンは頷うなずく。

　サーフェとは一通り出店を見て回ってから、お祭り用に作られたカクテルを飲んだ。アラーニャとは共に楽団の演奏を聴いた。どちらも時間にすれば大したことはないが、グレンとしてはかけがえのない時間であった。

　そして、今はティサリア。

　これもまた、グレンが婚約者たちと過ごす時間の一つである。

「どうですか、その、気配というのは」

「はい！　もう変な音も聞こえなくて、絶好調ですわ！　さすがお医者様、墓場街の怪あやしげなものどもまで退たい治じしてくださるなんて！」

「ははは……」

　妙な音とは、やはり虫の羽音だったのだろう。

　神経の鋭敏なケンタウロスは、それを的確にとらえていたのだ。それがなくなることで、ティサリアの不安も消えたのだろう。

　それはなによりだ。収穫祭が終わったら、真相を明かすべきだろうが――ひとまずティサリアが上機嫌で仕事をしてくれていることが喜ばしい。

「ですので、穏おだやかな気持ちで街を見てみたら……改めて墓場街の風景に気づくことができましたわ。ランタンの明かりに、ドクロやゴーストの飾り……水路街のような華はなやかさとはまた違って、落ち着いた美しさ」

「そう、ですね」

　墓場街は、リンド・ヴルム北部の小高い丘にある。

　ケンタウロス車の周遊コースは、その丘を一周する形だ。デッドリッチ・ホテルのある中心部から徐じよ々じよに離れると、森の中へ入っていく。

　カボチャのランタンにはゴーストの作り出す明かりが灯ともされ、夜のような暗さの中にやさしいオレンジの光を映し出している。

「そんな景色をお医者様と一緒に見られて、嬉うれしいです」

　たまに脅おどかし役のスケルトンやゾンビが顔を出すが――その動きはどこか陽気で楽しげである。死者の街であっても――いや、だからこそ明るく楽しくやっていきたいという、墓場街住民の心意気が感じられた。

　ほかに。

　木々の向こうに、観光客の姿が見える。意外と多い。

「この辺あたりには出店もないはずですが……お客さんが結構いますね」

「…………」

「ティサリアさん？」

　なぜかティサリアが黙ってしまう。

「ええと、その、お医者様？」

「はい」

「今回の収穫祭は……恋人向けに宣伝を打っていることはご存じでしょう？　それで、ええと、この辺りはあえて出店を少なくして、人ひと気けもないように……けれど照明だけはきちんと設置して」

「何故なぜそんなことを」

「……っ！　お、お医者様！　そういうのはわたくしの口からは！」

「……？」

　グレンは本気でわからずに首を傾かしげてしまう。ティサリアに怒られてしまった理由もよくわからない。

　だが。

　がたがたと進む車から、ふとよく知った顔が見えて、グレンはこのエリアの意味を知ることになる。

「あ、兄さん」

「へ!?」

　ティサリアが慌あわてる。一瞬がたり、と車が揺れた。

　墓場街の林の向こう。木々に紛まぎれるように兄の姿がある。ソーエンは誰かと共にいた。暗くてよく見えないが、おそらく背せ格かつ好こうから彼の婚約者サキだと思われた。二人は顔を近づけている。

　周りには誰もいない。

　木々の隙すき間まから、たまたまグレンが見ているだけである。

「……？」

　何をしているのだろうか、とグレンが目を凝こらして。

　二人が強く抱き合い――その唇くちびるを押しつけていることに、ようやく気づいたのだった。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

「お、お医者様!?」

　声にならない声。頭を抱えるグレン。

　喉のどから絞しぼり出したその声に、ティサリアが慌てて車を止めた。

（な、なにをやってるんだよ――兄さんは！）

　グレンは理解する。

　この辺りは――つまり、収穫祭で用意されたデートスポットの一つなのだ。よくよく見れば人間魔族問わず、多くの恋人たちが等とう間かん隔かくで離れながら、ムードのある収穫祭の雰ふん囲い気きを楽しんでいた。

　鈍どん感かんな自分が悪いのであるが。

　まさか実の兄とその恋人との一幕――それも接せつ吻ぷんの場面を目撃してしまうなど、恥はずかしいやら申し訳ないやらで、グレンは頭を抱えてしまう。

「どうかなさいまして？　ご気分が――」

「い、いえ、なんでもないです」

　大きく息を吐く。

　覚悟を決めろ、とグレンは自分を叱しつ咤たした。今この瞬間、ティサリアの車に乗せてもらったのも、そもそもはそのためじゃないか。

「あの、ティサリアさん――実は、お話があります」

「えっ、きゅ、急にどうしたんですの？」

　グレンは車を降りる。

　兄に触しよく発はつされたわけではない。森の奥でイチャついている兄に影響されたわけでは決してない。これは自分の意志だ。

「エフタル氏にもお許しをいただきました。今、僕は正式にティサリアさんの婚約者です。だから貴女あなたに相応ふさわしい人間になりたいと思っています」

「お、お医者様……照てれてしまいますわ。もうお医者様はとっくに」

「ですが、診療所には大きな借金があります。まだ返す当てもありません。これを返したときに、正式に結婚してもらいたいと思っています。どうか信じてください」

　グレンはまっすぐティサリアの顔を見る。決意をこめた眼まな差ざしで。

「ただ――これは言葉だけにすぎません」

「……お医者様」

「だから、こうしたものを用意しました」

　グレンは小箱を取り出した。

　それをぱかりと開ける。

　中には――プラチナ製の指輪が入っていた。

「必ず結婚するという証あかし――婚約指輪です」

「へっ……あの、これをわたくしに!?」

「はい、メメの工房で作ってもらいました。言葉だけでの婚約では僕が納得できなくて……これからもティサリアさんにはご迷惑をおかけしてしまうと思いますが――それでもどうか、僕と一緒に――ぶぶっ！」

「お医者様ぁぁぁ！」

　グレンは最後まで言えなかった。

　きちんとプロポーズの言葉を届ける前に、ティサリアからの力強い抱ほう擁ようがあったためだ。身長の差は明白であり、グレンは抱え上げられてしまう。

　グレンの言葉は、ティサリアの胸の圧迫によって封ふう殺さつされてしまった。

「嬉しいですわ……わたくし、わたくし……お医者様からそんな風に言っていただけるなんて……！」

　抱擁の力強さが、そのままグレンへの想いを示していた。

　しばらく彼女はそうして抱きついていたが――やがて、グレンから離れる。ふう、と息を吐いて。

「お医者様が……サーフェを一番愛しているのは、知っていますわ」

「いっ、いえ、僕はその、順番をつける気は」

「ええ、そう。その気はなくとも……でも本当はどんな風に思っているのか、わかってしまうのですわ。サーフェとお医者様が積み重ねた時間は、わたくしでは追いつけないもの。だからこそ、わたくしは二番目でもいいと、そんな風に思っていたのですけれど……ぐすっ」

　グレンの髪に、冷たいものが触れた。

　それが彼女の涙だと気づくのに、少し遅れた。

「でも、この指輪をもらえて……わたくしも……わたくしなりの時間をお医者様と積み重ねて……サーフェとはまた違う、かけがえのない女になれたのなら、わたくしはそれだけで嬉しいのですわ……」

「ティサリアさん」

　グレンは言葉を失なくす。

　思い返せば、ティサリアに損そんをさせてばかりだった気がする。サーフェが診療所を出しゆつ奔ぽんしたときも、彼女には辛つらい役回りをさせてしまった。それを誇り高いティサリアは、自分が選んだものだと笑うだろうが――。

　違う。

　たとえ自分で決断したのだとしても、辛くないはずがないのだ。

「先ほども言いましたが、僕は順番をつける気はありません――ティサリアさんも、噓うそ偽いつわりなく、僕にとって大事な女性です」

「ううう……お、お医者様――――ッ！」

「むぐう！」

　再びの強い抱擁を、グレンは受けた。変な声が漏もれたが。

　ティサリアは。

　誇り高いケンタウロスの姫は、嬉し涙を流す。

　彼女は普段、絶対に泣かない。

　グレンに一度、恋れん慕ぼを断られた時でさえ、涙を流すことはなかった。

　グレンはそれを知っている――だからこそ、もはや柔術の技わざのようなティサリアの抱擁を、甘んじて受け止めることにした。

　彼女の涙は――誰も、たとえ婚約者でも、見てはいけないものだと思った。

　墓場街のこの場所だからこそ流せる――彼女の喜びの一筋なのだった。




「ええのん、サーフェ？」

　だが。

　そんなグレンとティサリアを見る影があった。こそこそと、二人の女性が木こ陰かげから彼女たちを監視している。

「いいじゃないの、たまにはティサリアにも、喜びがあるべきよ」

「まあお優しいこと。いつもの嫉しつ妬とはどこにいったん？」

「そんな必要はありません。だって」

　二人の影は、手を見せ合う。

　その細い指先にもまた、きらりと光る指輪がはめられていた。

　グレンがメメに注文していた指輪は、もちろん一つだけではなかった。

「一番最初に指輪をもらったのは、私だもの」

　得意げな、細長い影。

　手足の多い影は、またこっそりと。

「ま、妾わらわは、メメはんに指輪作らせとるの、知っとったけどな」

「何か言った、アラーニャ？」

「いんやぁ、なんも？」

　影はこそこそと話し合う。

　グレンとティサリアは、このように見られていることなど、気づく由よしもない。




　収穫祭が終わった。

　準備に長い時間をかけたわりに、収穫祭が行われるのは一日だけ。ただ一日で大陸中から観光客や商人が訪れる。

　一日の収益としては上々だろう。

　徐々に片付けの始まる墓場街を見ながら、グレンは感かん慨がいにふけっていた。サーフェたち婚約者は、三人でお酒など飲んでいる。すっかり打ち上げの様子だ。

「……無事、渡せたな」

　さすがに緊張した。

　婚約指輪を用意するなど、生まれて初めてだ。同じ診療所で暮らしているサーフェに気づかれないように準備をするのは大変だった。メメにも無理なスケジュールをお願いしてしまった形になる。

　収穫祭を、指輪を渡す絶好のチャンスだと感じ、だが開催の危機であることも同時に知った。プラムを通じて開催にこぎつけ、モーリーの身体からだも探し、大成功にまで導いた。

　結果的に治療でもってプラムやモーリーを助けることはあったが――本来の目的が医療と直接関係がないのに、ここまで奔ほん走そうしたのは初めてかもしれない。

　それは――愛いとしい婚約者たちのためである、と言って間違いないだろう。

「せんせー」

　などと考えていると。

　プラムが駆け寄ってきた。メメの手まで引いている。

「ねえ、どうだった？　あーしのファッションショー見てくれた？」

「み、み、見てないわよね！　見てないって言いなさい！」

　なぜかメメににじり寄られる。

「あ、ごめんね。ちょっと都合がつかなくて見れてないんだ」

「マジで？　もったいないじゃん。あーしが折せつ角かく着替えたのに。まあいいや」

　プラムが。

　そのコウモリの翼でもって、がっしりとグレンの腕をとった。

「じゃ、収穫祭一緒にまーわろ！　もう終わりだし。先生と話したかったの」

「え？　――え？　今からですか？」

「そりゃそうっしょ。収穫祭終わっちゃうから！」

「いやいや、そうじゃなくて！　なんでアンタが先生のこと、そんな気に入ってるのよ！」

　なぜかメメが慌てている――彼女の大きな目が、近くで飲んでいるサーフェたちに向けられていることからも、サーフェの嫉妬を心配しているようだった。サーフェが横目でグレンを睨にらんでいるのがわかる。

　プラムの力は意外と強い。

　グレンは抵抗もできず引かれるがままだ。

「なんでって――」

　プラムは当たり前のことを聞くなとばかりに。

「ほら、あーし。飲める血限られてるから。これからまたいつ吸血したくなるかわかんないじゃん？　だったら、血が飲める人と仲良くしとかないとなって。いやもう、あーし専用の血液兼カレシくらいのノリで、ツバつけとこうかなって」

　プラムの口元から、八や重え歯ばと舌したが覗のぞく。

　文字通りツバやら色々つけられたグレンとしては、何とも答えづらい。

「そもそも収穫祭、あーしがパパにお願いしたんだから。そのご褒ほう美びもらうのっておかしくなくなくない？」

「い、いえ、それはそもそも治療のお礼だったはずでは」

「あーむ♪」

　プラムは話を聞かない。

　グレンがなにか言う前に、グレンの首筋が甘あま嚙がみされた。血が出ない程度に牙きばを立てられ、わずかな痛みが走る。

「な――――――ッッッッ！」

　可か聴ちよう域いきを超えたサーフェの悲鳴が聞こえた気がする。

「あっ、いけね。ついつい♪　先生、許して？」

「吸血衝動はコントロールしてくださいね……」

　二重の意味で、グレンはプラムの好物として認定されてしまったらしい。

「ぷ、プラムってばぁ！　まずいわよぉ！　先生、婚約者が三人もいるのよぉ！　それもすぐそこに！」

「マジ？　ヤバ！　激ヤバじゃん！　じゃああーしが四人目だね！」

　勝手に話が膨ふくらんでいく。

「ゆ！　る！　し！　ま！　せん！」

　そんなプラムの身体に、しゅるりと蛇へびの尻尾しつぽが巻きついた。

「グレン先生はお忙しいのです！　小娘の相手をしている暇ひまなんてありませんから！」

「きぃぃいいッ!?」

　プラムが悲鳴をあげるが。

　サーフェが当然、構うことなくプラムを引きずっていった。プラムはきーきー悲鳴をあげていたが、彼女の尻尾から逃れられることはまずない。

「アラーニャ！　貴女の弟で子しなんでしょう！　ちゃんと躾しつけをしてください」

「いや、妾の弟子やあらへんよ……でも先生に手を出さないように、ちゃんとリンド・ヴルムのルールは話しておかへんとな」

「ほ、ほどほどにしてあげて……」

　メメが泣きながら慌てて追いかける。なんだかんだで彼女も優しい。

　グレンは思い違いをしていた。

　婚約すれば、サーフェの嫉妬心も少しは収まるかと思っていた。だがグレンを恋い慕したうラミアの少女は、しかしその悋りん気きのために心休まる暇がなかった。サーフェのみではないとはいえ、結婚する女性を決めれば彼女も楽になるかと思ったのだが。

　そんなことはなかった。

　グレンの想いを指輪という形にしても、サーフェの心はまだまだざわつくことが多いらしい。

「サーフェ、そんなに怒らないであげてね」

「これが！　怒らずに！　いられますか！」

「いやでも……」

「そもそもグレン先生がへらへらしてるのが悪いんですよ！　ん、んぐっ！　ぷはぁ」

「怒りながら飲まないで!?」

　どこからか持ってきた追加の葡萄ぶどう酒しゆをあおりながら、サーフェが告げる。プラムはきゃいきゃい鳴いているが、なんだか楽しそうでもある。

「先生も大変ですわね……」

　ティサリアが呆あきれたように告げるのだった。

　祭りの夜はまだまだ終わらない。今日ばかりはグレンも、医者ではなくただの参加者としていられそうだ。




　深夜。

　収穫祭の片付けも終わり、観光客も去っていた。本来の住民以外、墓場街にいるはずもないのだが。

　墓場街の森の中。

　供ともも連れず、ただ一人――竜りゆう闘とう女じよスカディが、森の中を歩いていた。

　人気はない。

　だが、スカディは自身の呪じゆ術じゆつ者しやとしての力で、多くの魂たましいの気配を感じていた。

「おかえり……今夜だけだけど、楽しんで」

　静かに告げる。

　墓場街の収穫祭。

　二代目モーリーは知っていただろうか――なぜ収穫祭を、墓場街でやるのか。その真の理由を。

　墓場街には、文字通り墓が隣接している。

　多くの人、魔族には感じ取れるはずもないが――この季節には、一度死んだ魂が、現世を懐なつかしみ還かえってくるのである。

　収穫祭――その本来の起源は、冥めい界かいから帰ってくる祖そ霊れいを歓迎するための行事であった。もちろんそれは、開催した二代目モーリーでさえ知らないことだ。

　祭りとは、すなわち祀まつることでもある。

　収穫祭の非日常は、つまり生と死の境界をあいまいにする儀式だ。そうして帰ってきた祖霊を祀り、ひと時だけ慰い撫ぶする――夜が明ければ、祖霊はまた冥界に戻る。

「この墓場街……元になった廃はい村そんに、昔から伝わっていた行事だから……ね」

　もちろん、多くの住民には関係のないこと。

　戻ってきた祖霊は、ゴーストよりもさらに存在の希き薄はくな状態だ。祭りの熱狂と混こん沌とんがなければ、とてもその存在を保ってはいられない。スカディは、希薄な魂の一つ一つに声をかけて、祭りの締めくくりとしていた。

「大変熱心であることだな、竜闘女スカディ。やっと時間ができたと判断する」

「……モーリー」

　などと言っていると。

　モーリーがランタンを従えて、スカディの前に現れた。

　珍めずらしく、目を閉じている。瞼まぶたを閉じたモーリーというのはとても新鮮であった。

「祭りは大成功と相あい成なった。これもすべて許可をくれた竜闘女と、議会のおかげである。私個人としても、これらの祭りは重要な――」

「……待って」

　スカディは。

　童女らしからぬ、厳しい視線をモーリーに向けた。

「あなたは、誰」

「質問の意味が不明瞭。私は、私である以外の可能性など」

「自我が明確だね……でも、モーリーは、自分のことを『我々』って呼ぶから……化けるなら、もっと上手うまくしないと」

「――――」

　沈黙が降りた。

「モーリー……二代目の正体はショゴス。多くの思考を同時並列処理する機械的な生命……彼女の自我は、一つのようで、一つじゃない。じゃあ、あなたは、誰」

　モーリー（？）が。

　にっこりと微笑ほほえんだ。目は閉じたままだが、その口は三み日か月づきに変わっていく。普段のモーリーならば決して見せないその表情であるが――。

「きゃはっ☆　バレちゃった☆」

「……っ！」

「もー☆　すぐわかってくれておねーさんうれしいゾ？」

「そ、その口調は……！」

　スカディがなにか言う前に。

　モーリーはスカディを激しく抱ほう擁ようした。ゲル状の身体が鱗うろこにぶつかり、べちゃりと変な音を立てる。

「モーリー……初代の、モーリー？」

「やっほ☆　初代もなにも、そもそもこの身体も名前も、おねーさんのだからね？　今はショゴスちゃんが使ってるみたいだけど、ネ☆」

「ネ☆　じゃない……なんでここに……あっ」

　スカディは全身を初代モーリーに撫なでまわされながらも、思い至いたる。

　収穫祭の元は、祖霊を祀るもの。

　帰ってきた数多あまたの魂と同じく――初代モーリーも帰ってきたということなのか。にわかには信じられないが、しかしこの軽い口調は間違いなく初代のものだ。

「いや、大変だったのよおねーさん。死者の国から、ショゴスちゃんの無意識に働きかけて、収穫祭を開いてもらって、それでやっと復活できたんだから。しかも今日だけの期間限定☆　めっちゃレアものおねーさんだゾ☆」

　姿は変わらないのだが。

　軽い口調といい、アクションの多い仕し草ぐさといい、二代目モーリーとは似ても似つかない。目は閉じたままなのだが、これはきっと生前の癖くせなのだろう。

　初代モーリー。

　墓場街支配人、墓はか守もりであり、ホテルの管理者であり、死者たちを統とう括かつする――その役割とは全く別に、本人はこうしてどこまでも軽い。

　べちゃり、と彼女が離れる。全身にくっついたモーリーの体組織を、スカディはぶるぶると体を震わせて、振り払うのだった。

「ふふふ、お肉があるのもいいわねえ。ちょっと違うけど、生前のセクシーなシスター時代を思い出すわ☆」

「……せくしーって」

「修道女のくせに淫いん蕩とうすぎる肉体だ、悪魔の使いだ、って難なん癖くせつけられて、魔女狩りのついでに処刑されちゃったのよねえ。ザ☆理り不ふ尽じんって感じ！　まあ、死後はスカディちゃんとこで楽しくヤラせてもらったけど☆」

　スカディは啞あ然ぜんとする。

　一度死に、スケルトンとして復活し、なお未練を失って昇天した初代モーリーであったが――こうして気軽に戻ってこられるとくらくらする。祭りで帰ってきた祖霊たちでさえ、ここまで元気に会話などできない。

　彼女にとっては、生と死の境界とは、実に曖あい昧まいなものなのかもしれない。

「なんで……」

「うん？　どしたの☆」

「なんでそこまでして帰ってきたの。あなた、未練が消えて、昇天したはずでしょ」

「そだよー☆　もっともっとみんなに尽くしたいって思ってたから、骨になってもセクシースケルトンでとどまって☆　リンド・ヴルムが安定したから逝いったんだけどぉ……☆」

　骨のどこがセクシーなのか。

　いや、言うまい。今はショゴスの肉体をまとっている。初代モーリーの言う『生前のセクシーなシスター』に近いはずだ。

「ちょっと……いやぁーな予感が、ね☆」

「予感？」

「そうそう。ほら、あの子。グレンくん？　おねーさん気になるなぁ。あっ、スカディちゃんの病気も治したんでしょ☆　彼が気になるの、とっても☆」

　スカディは首を傾げた。

「グレン医師が……なに？」

「ナイショ☆　なんにもないかもしれないし……でも、なにかあるかもしれないし？」

　きゃは☆　と口に手を当てて笑う初代モーリー。

　スカディは若じやつ干かんいらっとし始める。彼女は昔からこういう性格だ。しかし、モーリーがわざわざ復活してまでグレンのことを気にしているというなら。
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　そのことがすでに大おお事ごとに思えてならない。

「わかった。私も気にしておく……」

「お願いね。おねーさんも助かっちゃう――私はこのまま、自分の魂の情報をショゴスちゃんの一部として記録しておくね☆　収穫祭が終わっても、みんなを見てられるように☆」

　やはり――初代モーリーは体を一つにしているだけあって、二代目モーリーが持っている記憶も引き継いでいるらしい。

　生死の境界があいまいであり、それを容易たやすく超えてしまう初代モーリー。

　自我の境界があいまいであり、自身を我々と称してしまう二代目モーリー。

　死者の尊厳とか自己同一性とかが、どんどん崩くずれ去るさまを目まの当たりにしている気がした。生物が生物として生きていくのに必要なことを、初代も二代目も揺るがしてくる。

「グレン医師と話す気はないの？」

「一度消えた女が戻ってくると、みんなも混乱するでしょ？　ショゴスちゃんの記憶も適当に改かい竄ざんしておくから、私のことを知るのはスカディちゃんだけ☆」

「む、無茶苦茶……はあ、もういい……あなた自身は、今夜で消えるのね？」

「そだよ☆　この肉体もショゴスちゃんに返さなきゃダメかなー☆　またなにかきっかけがあれば、戻ってこれるかもだけど☆」

「適当……」

　スカディは嘆たん息そくする。

　収穫祭の一晩。祖霊が帰ってくるのはその間だけだ。いかにモーリーと言えど、その理ことわりをいつまでも曲げていられるわけではないらしい。

　これはきっと、警告なのだろう。

　死者でしか知りえないことがあって、それを教えてくれている。街を預かるスカディとしては、その警告に耳を傾けておくべきだ。

　グレンに。

　なにかあるというなら――彼を注視しておくべきだろう。

「さて、と☆　夜明けまで、まだ結構あるよね」

「？」

「教えてほしいなー☆　私がいなくなってから、街がどうなったのか、スカディちゃんの病気がどうなったのかっていうのも」

「……？　知ってるんでしょ。ショゴスの記憶を」

「記憶は単なる情報でしょ☆　私は、寂さびしがりのドラゴンの話を、聞きたいのよ。私がいなくなってわんわん泣いてた、スカディちゃん☆」

「泣いてない」

　スカディは頰ほおを膨ふくらませる。

　本音など、言うはずもない。

　たった一晩、これが収穫祭の奇跡であったとしても――初代とまた話せて嬉しいなどと言うはずもない。

　ドラゴンはプライドが高いのだ。

　逝いってしまったモーリーを悼いたんでいた気持ちを、おいそれと口にするはずもない。

「泣いてないから」

「はいはいそういうことにしましょーねー、おねーさんとゆっくりお話ししましょうねー☆」

「子ども扱いしないで」

　リンド・ヴルムの住民は誰も知らない。

　竜闘女スカディをここまで手玉にとれるのは、初代モーリーだけだということを。それほどまでに、スカディの初代への信頼は厚かった。

　収穫祭の夜は更ふける。

　一日だけの祖霊に交じって、初代モーリーの魂が還っていくまで――スカディはかつての友人と、たわいない話を続けることができた。

　寂しがりのドラゴンにとって――それはかけがえのない宝となる時間なのだった。




　収穫祭の翌日。

　グレン・リトバイトは、サーフェらとともに街の関せき所しよにいた。

「短い間だったが世話になったな」

「皆さま、お元気で」

　兄ソーエンが無駄に偉えらそうに胸を張り。

　彼女の婚約者サキが、丁てい寧ねいに頭を下げてくれた。

　ソーエンは公務が溜たまっているので、早々に帰るのだという。見送りのために、グレン、サーフェ、スィウの三人は彼を見送るため、関所まで足を運んでいた。

「サキ殿、もう少しいてもいいのでは御ご座ざらぬか」

　スィウがサキの手を握りながらそう言う。

　そうしていると本当の姉妹のようだった。

　リンド・ヴルムにおいて、サキは楽しそうだった。差別もなく自由に出かけられるこの街は、『鬼き変へん病』のサキにとって居い心ごこ地ちがいいはずだ。東を知るスィウだからこそかけられる言葉に――しかしサキは微笑みながら、首を振った。

「ソーエン様が心配ですので、共に戻ります。お祭り、とても楽しませていただきました。いずれ東でも、あのような祭りが催もよおされると信じます」

「愛されているで御座るな、ソーエン兄！」

　スィウが茶化す。ソーエンは憮ぶ然ぜんとした顔で。

「……お前も愛されているようじゃないか、ええ？」

「な、なんのことだよ」

　ソーエンが話をそらし、グレンはとぼける。

　言うまでもなくソーエンの瞳ひとみは、サーフェの指にはめられた指輪に向けられていた。婚約指輪を見逃すようなソーエンではない。顎あごを撫でながら、にやにやと。

「父上への報告はどうする」

「うっ」

　グレンは言われたくない部分をつかれ、呻うめいた。

「俺から言っておいてやろうか？」

「絶対やめて」

　何を言われるかわかったものではない。

　わかっているのだ――実家を出奔したとはいえ、縁えんが完全に切れていないのだ。ラミア、ケンタウロス、アラクネ、三人の女性と婚約したなどという話を、実家にしないでどうするというのか。

　ただ――。

「先生？」

「う、うん、わかってるから」

　胃が痛い。

　手紙は何度も書こうとしたのだが、上手くいかなかった。魔族の女性たちと婚約したなどということを、どう書けば納得してもらえるのか、まったくわからなかったのだ。

「とりあえず一度、実家に顔を出したらどうだ」

「い、嫌だよ。どんな顔をしたらいいのか……それに時間が」

「わかってないな、お前は」

「？」

　ソーエンはいつもの見下すような表情で。

「もう俺がな、グレンが嫁らを連れて帰ると、実家に文ふみを送った。お前に拒否権はないぞ。適当な時期に実家に顔をだせ」

「は？」

　グレンは啞然とする。

「手紙を……送った？　はああああどういうことさ！」

「おお！」

　思わず叫んでしまったグレンとは対照的に、スィウの顔が明るい。

「兄者、里帰りで御座るな！　父上母上も喜ぶで御座る！」

「よ、喜ばないよ！　三人も婚約者連れていって……向こうで重婚なんて、絶対理解されないって！」

「堂々としてればいいので御座る！　スィウは姉者たち、みんな大好きで御座る！　照れずに愛してると伝えればいいので御座る！」

「そ、それは……」

　そういうことではない。

　だがしかし、サーフェの見ている前で、それは違うなどと言うこともできない。サーフェは無邪気なスィウの頭を撫でつつ、グレンの返答を待っている。

「ちょ、ちょっと考えさせて……里帰りなら、診療所の業務もどこかに預けないと」

「ご挨あい拶さつですね。行きましょう」

　サーフェも乗り気だ。彼女はリトバイトの家を知っているから、あまり抵抗はないのかもしれなかった。

「ソーエン様」

　サキが。

　冷ややかな声音で、ソーエンに声をかける。

「どうしてそのような弟君にとって大切なことを、勝手になさるのですか」

「こいつはどうせ自分からはやらん。ならば兄が手を貸してやるのが道理というものだろう……やめろ、なんだ。手をあげるな。夫を殴る嫁がどこに」

「はい――ここに、おりますので」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんなソーエンの頭を、彼の婚約者が盛大に殴りつけた。手加減はしているだろうが、そこそこいい音がしている。

　兄が罰ばつを受けている間も、グレンの顔は晴れない。

「私がいますよ、グレン先生」

「う、うん――そうだね、頑張る」

　サーフェが、指輪をつけた手で、グレンの手をしっかりと握ってくれる。

　それだけで、少しだけ東に行く勇気が出てくるのだから――我ながら単純だな、と思うグレンなのであった。











　　　あ と が き






　――それは、去年の秋、とある日のこと。


　私「はい、もしもし」

編集「お疲れ様ですー。今大丈夫ですかー？　実は電話で話したいことがありまして」

　私「（お、重版かな……他に思いつかないしな）」

編集「実はですね――アニメ化します」

　私「は？」

編集「アニメ化です」

　私「……はああああああああッ!?」

編集「はっはっはっはっは（なんか笑ってる）」






　はい、というわけで、アニメ化します。

　マジで？　こんなニッチなラノベを？

　隙すき間まの需じゆ要ようを、Ｚぜつトン先生と鉄かね巻まき先生と、人外好き読者のおかげで生き延のびているような作品を？

　信じられませんが、どうやら本当のようです。脚本打ち合わせとかもばんばん出ています。ていうか忙しい……アニメ化ってこんなに忙しいのか……。




　ただでさえ忙しいなか、『モンスター娘のお医者さん０ゼロ』の企画も進んでおります。

　なんと原作＆コミカライズの同時進行！　なんだそれ！　綱つな渡わたりにもほどがあるわ！

　グレンのアカデミー時代を描く物語なのですが、なんとコミカライズ担当がソロピップＢ先生ということで！　なんだそれすごい！　ソロピップＢ先生のキャラデザめっちゃ可愛かわいい！　カイコガ娘カワイイ！

　実在のカイコは少々苦手なのですが、カイコガ娘はモン娘なので好きです。

　どうなるか楽しみですね。

　まず私が原作の物語を書き上げなくてはならないんですけどね。ぜいぜい。




　信じられないまま、アニメ化発表に合わせて書いたのが７巻です。

　特に吸血鬼娘プラムは、またモン医者らしいキャラになったかと思います。既き存ぞんの吸血鬼よりもかなりコウモリの生態に寄せました。

　そういうのが好きなもので……へへ。

　吸血シーンなんかも大好きなもので……へへ。




　それでは謝しや辞じを。

　編集の日ひ比び生うさん。いつもありがとうございます。

　アニメ化でめちゃくちゃ忙しいと思います。ご苦労をおかけしております（三連休中でもフツーにやりとりしてる）（連休？　そんなものはない）（あとがきも連休中に書いてる……）




　イラストのＺトン先生もありがとうございます。

　Ｚトン先生デザインのキャラたちが、アニメで動く日が待ち遠しくてたまりません。アニメ化の多種の作業もそれを思うと苦になりません。




　そしてコミカライズの鉄巻とーます先生。

　いつも素晴らしいコミカライズでありがとうございます。体調にはお気をつけてくださいませ。更新楽しみにしております。アニメ化が近くなったらまた一緒にご飯でも行きましょう！




　モン医者０ゼロのコミカライズ担当のソロピップＢ先生。

　ハードなスケジュールでご面めん倒どうをおかけしております。なるべくご負担をかけませんよう頑張りますのでどうか、どうかよろしくお願いいたします……！




　そしてアニメスタッフの皆様方。

　なかなか特殊な作品で、色々とご面倒をおかけするかと思いますが、どうかこの作品をよろしくお願いいたします。モブキャラ一つ、街の風景一つとっても一ひと筋すじ縄なわではいかないと思いますが……アニメ放映の日を、仕事を頑張りながら楽しみにしております。




　またいつもつるんでくださる作家の皆様方。ツイッター等で交流してくださる漫画家、イラストレーターの皆様。人外オンリー主催Ｓ‐ＢＯＷ様、ならびにスタッフの皆様。全国の書店員の皆様。ＣＯＭＩＣリュウの担当様ならびに編集部様。実家を出たのでなかなか会う機会のない家族。細かいところまできっちり指し摘てきをくださった校正様。

　そして誰よりも読んでくださった皆様へ、最大限の感謝を。




　さあて、次回のモン医者は――前日譚たん。ゼロ、ということで。

　若いグレンやら若いサーフェやら、あのスライムやらが登場します。お楽しみに。
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10年作家をやっていてなんと初めてのアニメ化ということになります。

これも皆様のおかげですね。本当にありがとうございます。

なんとも特殊性癖な作品ですが、アニメモン医者のほうもよろしくお願いいたします。
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単眼娘がラノベ表紙のメインを飾る日がこようとは…。

これも７巻まで続いたからこそですね。

アニメの方もご期待ください！
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